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序章　『始まりの日』







　西せい暦れき二〇一九年二月――久ひさ光みつが玄げん関かんの扉とびらを開けると、冷たく乾かわいた風が吹ふき込んできた。

　扉を押おし退のけるようにして外に出た次の瞬しゆん間かん、目の前が真っ暗になった。

　視界はすぐに戻もどったが、大きく傾かたむいていた。

　意識を失ったのだ。まだ倒たおれていないのでそれは一いつ瞬しゆんの出来事だったはずだ。

　だが、そのわずかな時間で致ち命めい的てきなまでに体勢を崩くずしていた。

　スポーツや武道の経験があれば体勢を立て直せたかも知れない。

　いや、それも難しいか。久光は三年近く体育の授業以外で運動をしていない。

　これだけブランクがあればどんな達人だって技量が錆さび付つく。素人しろうとなら尚なお更さらだ。

　ついてない、と久光は嘆たん息そくするように思考を紡つむぐ。

　この日――高校受験のために努力してきたのに玄関を出た途と端たんに転てん倒とうする。

　これをついていないと言わずに何をついていないと言うのか。

　だが、嘆なげいても仕方がない。せめて、怪け我がをしないように祈いのるべきだろう。

　そこまで考え、久光は自分が緩ゆるやかな時の流れにいることに気付く。

　これなら何とかなるかも知れない、と玄げん関かん先さきにある自転車に手を伸のばす。

　指先が籠かごに引ひっ掛かかるが、体を支えることはできなかった。

　自転車がゆっくりと傾き、玄関のタイルが少しずつ大きくなっていく。

　久光は目を閉じたが、衝しよう撃げきはいつまで経たってもやってこなかった。

　そして――。

「痛ッ！」

　軽い衝撃が体を貫つらぬき、久光は目を開けた。

「……ここは？」

　体を起こして視線を巡めぐらせると、そこは畑だった。種を蒔まいたばかりなのか小さな芽が土から顔を覗のぞかせている。それが見み渡わたす限り一面に広がっているのだ。

「なんで、畑の真ん中に？」

　久光は呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、立ち上がった。不格好に膨ふくらんだ学生鞄かばんが肩かたからずり落ちる。

　反射的に地面を見ると、自転車が倒れていた。

「…………どうすればいいんだろう？」

　久光は溜ため息いきを吐つき、天を仰あおいだ。







第一章　『初陣』







　帝てい国こく暦れき四三〇年五月上じよう旬じゆん――クロノは足あし下もとから伸びる轍わだちを目で追う。

　草に隠かくれている部分もあるが、轍は森の奥おくへと続いている。

　人や馬、馬車が通行する場所を道と呼ぶのならばこれも立派な道だ。

　ただし、領主が管理する街かい道どうではない。所謂いわゆる、間道――抜ぬけ道みちと呼ばれるものだ。

　領主が管理する街道は比ひ較かく的てき安全だが、利用する際には通行税が必要となる。

　当然、領地を経由すればするほど通行税は嵩かさんでいく。

　行商人や平民には大きな負担だ。そこで通行税を節約するために間道が使われる。

「リスクに見合うだけの額を節約できるとは思えないけど……」

　上う手まくいった人が吹ふい聴ちようするからなくならないんだろうな、クロノは溜息を吐いた。

　その時、何かが森の奥で動いた。反射的に剣けんを握にぎり、目を凝こらすが、敵の姿は見えない。

　当たり前か。敵だって馬ば鹿かではない。こちらに気付けば物もの陰かげに隠れるくらいはする。

　大だい丈じよう夫ぶか？　と剣の柄つかを握りながら自身に問いかける。

　軍学校を卒業したばかりのクロノには実戦経験がない。

　せめて、それなりの成績を収めていれば自分を奮い立たせられたかも知れない。

　残念ながらクロノは卒業を危あやぶまれるほどの劣れつ等とう生せいだった。

　もちろん、努力はしていたが、戦せん闘とうに必要とされる技術を殆ほとんど習得できなかった。

　そんな自分の剣が通用するのか。いや、それ以前に人を殺すことができるのか。

　クロノが剣の柄を握り締しめたまま森の奥を睨にらんでいると、野太い声が降ってきた。

「大将、どうしやした？」

「――ッ！」

　振ふり返かえると、ポールアクスを持った大男が立っていた。

　いや、大男と評すべきか少し迷う。鋼はがねのような筋肉を纏まとった体たい躯くは二メートルを超こえる。

　百人いればその殆どが彼かれを大男と評すに違ちがいない。

　何な故ぜ、迷っているかといえば彼の首から上が牛のそれだからだ。

　彼は人間ではない。獣けものの頭に人間の体を持つ獣人――その一種族ミノタウロスだ。

　名をミノと言う。十年以上のキャリアを持つ兵士で今はクロノの副官を務めている。

「大将、どうしやした？」

　クロノが答えなかったからか、ミノは同じ質問を繰くり返した。

「森の奥で何かが動いたんだ」

「あっしには何も見えやせんぜ。見み間ま違ちがいじゃありやせんか？」

「そうかな？」

「大将、周りを見て下せぇ」

　ミノが何ど処こか呆あきれたように言い、クロノは剣の柄に触ふれたまま周囲を見回した。

　周囲では部下が木を切きり倒したり、加工したりしている。

「何人いやす？」

「事前に確かく認にんした通りなら七百人くらい」

「殆どが感覚の鋭するどい獣人ですぜ。これだけいて敵に気付かないなんてありえやせん」

「つまり、僕ぼくの勘かん違ちがいってことだね」

　クロノは剣の柄から手を離はなし、軍服で手の平の汗あせを拭ぬぐった。

「まあ、初陣は誰だれだって神経質になりやす」

「初陣か」

　胃がキリキリと痛み、クロノは腹を押さえた。

「大丈夫ですかい？」

「ごめん、大きい方を漏もらしそう」

「よくそんなんで軍人になろうと思いやしたね」

「父さんに貴族の子どもは軍学校に行くもんだって言われて。それに、あの頃ころは他よ所その国と戦争をするなんて思ってなかったし」

「東の国境じゃ神聖アルゴ王国と小こ競ぜり合あいを繰り返してやすぜ」

「それは分かってるんだけど……」

　神聖アルゴ王国はケフェウス帝てい国こくの北にある宗教国家だ。

　ケフェウス帝国とは敵対関係にあり、幾いく度どとなく武力衝しよう突とつを繰り返してきた。

　だが、その舞ぶ台たいとなっているのは東の国境――ノウジ皇帝直ちよつ轄かつ領りようだ。

「原生林を進軍ルートに選ぶなんて思わないでしょ、普ふ通つう」

「もっともでさ」

　ミノは丸太のように太い腕うでを組んで何度も頷うなずいた。

　ケフェウス帝国と神聖アルゴ王国の国境には原生林が広がっている。

　武力衝突の起きる地域と規模が限定されていたのはこのお陰かげだ。

「それに、わざわざ距きよ離りのあるエラキス侯こう爵しやく領に侵しん攻こうしてくるっておかしくない？　しかも、こっちは千人ちょっとしかいないのに一万の大軍で攻せめてくるって、全力を尽つくすにしても限度ってもんがあるんじゃない？」
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　クロノは捲まくし立たて、がっくりと肩を落とした。

「せめて、援えん軍ぐんが来てくれれば……」

「いい加減、諦あきらめた方がいいと思いやすぜ」

「そうだね」

　クロノは溜息を吐いた。上司であり、領主でもあるエラキス侯こう爵しやくは二日前に援軍を呼びに出ていったきりだ。

「リック達も戻ってこないし。やっぱり、お金を貸さなかったせいかな？　くッ、あの時にお金を貸しておけばこんなことには……」

「あの人は金を貸したって逃にげたと思いやすぜ。大将、あっしの立場でこんなことを言うのはなんですがね。もう逃げちまった方がいいんじゃありやせんか？」

「なんで、そういうことを言うの？」

「そりゃ、大将の得にならないからでさ」

「いやいや、逃げたら確実に損だよ。逃げるよりも戦った方がチャンスがあるって」

　名家の出身であれば逃げるという選せん択たくもあるかも知れないが、クロノの実家――クロフォード男だん爵しやく家は新興の貴族だ。政治力を駆く使しして罪を免まぬがれることなどできない。

「それに部下を置いて逃げ出だす訳にはいかないよ」

「亜あ人じんに肩かた入いれしても得にゃなりませんぜ」

　ミノは亜人の部分に力を込めて言った。

　亜人とはエルフ、ドワーフ、獣人などの総そう称しようだが、どちらかと言えば蔑べつ称しように近い。

　差別や迫はく害がいの対象になることが多く、亜人根絶を国こく是ぜに掲かかげる国すらある。

「別に肩入れしてる訳じゃないよ」

「なら、どうして残ったんで？」

「さっきも言ったけど、逃げる方が損するんだってば」

「大将が戦った方がチャンスがあると考えてるのは分かりやしたが……」

　ミノは森を見つめた。視線の先には間道を取り囲むように並んだ柵さくがある。

「急きゆう拵ごしらえの柵で止められやすかね？」

「支柱を深く打ち込んでるから簡単には壊こわせないよ」

「今からでもゲリラ戦を仕し掛かけた方がいいんじゃありやせんか？」

「感情的には少しでも敵を減らしておきたいけどね」

　それだと作戦が頓とん挫ざしちゃうんだよ、とクロノは呟いた。





※






　城じよう砦さい都市ハシェルは原生林から馬を走らせて半日足らずの距離にある街だ。その中心にある侯こう爵しやく邸ていの執しつ務む室しつでティリアはエラキス侯爵から報告を受けていた。報告を聞き終え――。

「なんだと！　貴様はそれで逃げ帰かえってきたのかッ！」

「ヒィッ！」

　ティリアが怒ど鳴なると、エラキス侯爵は悲鳴を上げて平へい伏ふくした。

　怯おびえているかのように体を震ふるわせているが、その瞳ひとみには反はん抗こう的てきな光が宿っている。

　何も知らない小こ娘むすめめ、と心の声が伝わってくるようだ。

　反抗的な態度には怒いかりを覚えるが、何も知らない小娘である点は認めざるを得ない。

　こうして親子ほども歳としの離れたエラキス侯爵を怒鳴りつけられるのも父――ケフェウス帝てい国こく皇帝ラマル五世の威い光こうと第一皇位継けい承しよう者しやの肩かた書がきがあればこそだ。

「で、ですが、これで、時間を稼かせげるはずです。い、一万の敵を千人の亜人で押し止とどめられるのならば安いものではありませんか」

「お前は、それでも、指揮官か」

　ティリアはエラキス侯爵の発言に目め眩まいすら覚えた。

　三十年前――ケフェウス帝国は動乱の渦か中ちゆうにあった。

　皇位を巡る対立は内戦に発展し、都市国家の独立と蛮ばん族ぞくの侵しん入にゆうという事態を招いた。

　貴族はこの異常事態に対応できず、帝国はまさに斜しや陽ようの時を迎むかえていた。

　父が傭よう兵へい団の力を借りるという決断をしなければ帝国は滅ほろんでいたに違いない。

　この時、帝国は教訓を得たはずだが、それは時と共に失われてしまうものだったようだ。

「その安いにはクロノも入っている訳ではないだろうな？」

「こ、皇女殿でん下かはクロノ殿どのをご存じなのですか？」

　エラキス侯爵は顔を上げ、おずおずと問いかけてきた。

「私とクロノは軍学校の同期だ。何故、上司であるお前が知らない？」

「も、申し訳ございません」

　ティリアが答えると、エラキス侯爵は再び平伏した。

　その姿に苛いら立だちを覚えるが、ぐっと堪こらえる。今は罵ば倒とうする時間さえ惜おしい。

「何日だ？」

「は？」

「周辺領地から何日で援軍が来るのか聞いているんだ！　それとも、お前は救きゆう援えんを求めてすらいないのかッ？」

「す、すぐに確認いたします！」

　エラキス侯爵は慌あわてふためいた様子で立ち上がり、部屋を出て行った。

「……クロノの馬鹿め。これでは死ぬために残ったようなものではないか」

　ティリアは小さく吐き捨すてた。

「……いや」

　ティリアは頭かぶりを振り、クロノを意識する切っ掛けとなった出来事に思いを馳はせる。

　半年前のことだ。軍学校の演習で軍旗を巡る攻こう防ぼう戦せんを行った。

　ティリアが率いる防ぼう御ぎよチームは地の利と武装の差もあり、戦せん況きようを優位に進めた。

　勝利を確信した時、攻こう撃げきチームは自じ暴ぼう自じ棄きになったかのような攻撃を仕掛けてきた。

　この時、戦闘に立って攻撃チームを鼓こ舞ぶしていたのがクロノだった。

　ティリアは最後の抵てい抗こうと判断して全軍を突とつ撃げきさせ、伏ふく兵へいにあっさりと軍旗を奪うばわれた。

　自暴自棄になったかのような攻撃は陽動だったのである。

「まだ、希望はある」

　常識的に考えて十倍の兵力差を覆くつがえすことなど不可能だが、クロノならば――そんな思いがあった。





※






　クロノはミノを連れ、構築したばかりの野戦陣じん地ちを見回っていた。急ピッチで作業を進めたせいか、部下達は地面に座すわり込んでいる。

　といっても、ドワーフは柵の点検を行い、一部の獣人は配置に就ついているが。

「多少は野戦陣地らしくなったね」

「文字通り、必死に……すいやせん」

「そこまで気を遣つかわなくてもいいけど、確かに験げんが悪いね」

　クロノは苦く笑しようした。これから戦うのに死を連想させる言葉は流石さすがにマズい。

　気休めかも知れないが、そんなものにでも縋すがりたいと思う者はいるはずだ。

「……調子はどう？」

　クロノは近くにいた獅し子しの獣人に声を掛けた。

　背中を丸めて槍やりの穂ほ先さきを研といでいるが、そんな状態でも威い圧あつ感かんを覚える。

　彼の名はレオ――百人の歩兵を束ねる百人隊長の一人だ。

「……問題ない」

「レオ！　お前は誰に――」

「いいんだよ、ミノさん」

　クロノはミノを手で制した。

「ちゃんと弁わきまえてくれてれば問題ないよ」

「弁えてる口調じゃありやせんぜ」

「命令に従って戦ってくれれば、うるさいことは言わないよ。レオは分かってるよね？」

「……分かっている」

　レオはぶるりと身を震わせ、クロノに答えた。

　何かしたのかな？　と振り返るが、ミノは背筋を伸ばして立っているだけだ。

「期待してるよ？」

「期待に応こたえる戦いをする」

「頼たよりにしてるからね」

　クロノはレオの肩を軽く叩たたき、柵の方に向かう。

「ミノさん、さっき何かした？」

「あっしは何もしてやせん。あれは大将にビビったんでさ」

「僕に？」

　クロノは思わず問い返した。

　レオはミノに次ぐベテランだ。クロノにビビっていると言われてもぴんとこない。

「時々、大将はすごく冷たい目をするんでさ」

「直した方がいいかな？」

「いい塩あん梅ばいだと思いやすぜ」

「でも、指揮官が感情を表に出すのはちょっとね」

　指揮官はクールであるべきだと思う。

「二日前に指揮官になった人が言いやすね」

「それを言ったらミノさんだって二日前まで副官じゃなかったよ」

　二日前までクロノは士官候補生という名の雑用係、ミノはその世話役だった。

「ま、肩書きが変わっても大将の面めん倒どうを見るって部分は変わりやせんがね」

「ひどいことを言うね」

　とは言ったものの、クロノが何もできないのは事実だ。偉えらそうに指揮官面づらしていられるのも貴族の肩書きがあればこそだ。

「あれ？」

　クロノは一人のミノタウロスが柵の近くで蹲うずくまっていることに気付いた。

「あれはホルスかな？」

「ええ、その通りでさ」

　間ま違ちがっていなくてよかった、と内心胸を撫なで下おろす。ホルスも百人隊長だが、性格はかなり大人しい。ミノが闘とう牛ぎゆうだとすれば、ホルスは放牧地で草を食はんでいる乳牛だ。

「どうしたんだろう？」

「大将と同じじゃありやせんか？」

「取とり敢あえず、声を掛けてみよう」

　クロノが歩み寄ると、ホルスは顔を上げた。

「体調が悪そうだけど、下げ痢り？」

「お、おら、こ、怖こわいでよ」

　ホルスは震えながら答えた。その姿は何処かユーモラスだ。

「僕も怖いよ」

「クロノ様は怖がっているように見えねぇだ」

「いや、本当に怖いんだよ」

　自分では一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいのつもりなんだけど、とクロノは苦笑した。

「本当だか？」

「本当だよ」

　ホルスはジッとクロノを見つめ、息を吐いた。

「分かっただ。おらも頑がん張ばるだ」

「その意気だよ」

　クロノはホルスの肩を叩き、柵を点検するドワーフに視線を向けた。

「ゴルディ、精が出るね。柵の調子はどう？」

「完かん璧ぺきですぞ」

　ドワーフの百人隊長――ゴルディはクロノに向き直って言った。

「それなのにチェックしてるの？」

「癖くせのようなものですぞ」

「癖？」

「そうですぞ。昔から何かしていないと落ち着かないのです」

「まあ、ほどほどにね」

「分かってますぞ」

　クロノはゴルディの肩を叩き、柵の間を通とおり抜ける。

　柵を通り抜けた先にはリザードマン――ミノタウロスに匹ひつ敵てきする巨きよ躯くの亜人がいた。

　見た目は二足歩行のトカゲという感じだ。百人隊長の一人、リザドだ。

「リザド、元気？」

「……」

　リザドは無言だった。クロノを見下ろし、蛇へびのように舌を出し入れさせている。

　まさか、捕ほ食しよく対象と見ていることはないだろうが――。

「リザドは元気ですか？　お腹なかは空すいてないですか？」

　クロノはジェスチャーを交えてリザドに尋たずねた。

「大将、どうして丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいなんで？」

「いや、何となく」

「……敵」

　リザドが呟き、クロノは森の奥に視線を向けた。

　五騎きの騎兵が森の奥から姿を現す。革かわ鎧よろいを身に着けているので斥せつ候こうだろう。

「……大将？」

「情報を持ち帰らせたくないし、僕がやるよ」

「脚あしが震ふるえてやすぜ」

「武者震いってことにしてよ」

　クロノは騎兵に向かい、ゆっくりと歩き出した。心臓が早はや鐘がねを打ち、小康状態を保っていた胃が再び痛み出す。柵を出た所で立ち止まり、騎兵を睨み付ける。

「……わ、我わが名は」

　声は自分でも情けなくなるほど震えていたが、ここまで来たら覚かく悟ごを決めるしかない。

「我が名はクロノ！　クロード・クロフォード男爵の第一子！　名のある騎士とお見受けする！　雑ぞう兵ひようの手に掛かるは末代までの恥はじ、一騎打ちを所しよ望もうする！」

　クロノが剣を抜くと、一騎が歩み出た。

「我が名はアウクリシア！　貴公の求めに応じよう！」

　そう言って、敵騎兵――アウクリシアはスピードを上げながら突っ込んできた。

　最高速に達した次の瞬間、アウクリシアは後頭部から地面に叩き付けられた。

　恐おそらく、本人は何が自分の身に起きたのか分からなかっただろう。

　彼は罠わな――首の高さに張られた縄なわに引っ掛かったのだ。

「こ、この卑ひ怯きよう者ものめッ！」

「一騎打ちを申し出ておきながら騙だまし討うちするなど貴族にあるまじき所行！」

「その罪、万ばん死しに値あたいする！」

「我らの手で引き裂さいてくれる！」

　四人は口々に叫さけび、クロノに向かって突とつ進しんしてきた。危うげなく縄を潜くぐり抜け――。

「今だ！」

　クロノが叫ぶと、地面から無数の杭くいが飛び出した。

　四騎の騎兵は為なす術すべもなく杭に貫かれた。恐らく、即そく死しだ。

「シロ、ハイイロ、お疲つかれ様さま」

　クロノが溜息を吐きながら言うと、二人の獣人が藪やぶから顔を覗かせた。一方が白で、もう一方は灰色だ。どちらがどちらかは言うまでもない。二人は狼おおかみの獣人らしいのだが――。

「クロノ様、俺おれ達たち、頑張った」

「俺達、一番槍」

　目を輝かがやかせてこちらを見る姿はどうにも犬っぽい。

　もう少し百人隊長らしくして欲ほしいが、命令に従順なのでよしとする。

「お疲れ様、また頼たのむね」

「分かった」

「俺達、頑張る」

　そう言って、二人は藪に隠れた。

「……ふぅ」

「何とかなりやしたね」

　クロノが大きな溜息を吐くと、ミノが声を掛けてきた。

「シロとハイイロのお陰で助かったよ」

「本当に一騎打ちを挑いどむのかと思いやしたぜ」

「僕はそこまで馬鹿じゃないよ」

「貴族の誇ほこりに懸かけてみたいなノリを期待してたんですがね」

「僕だって格好よく戦いたいけど、それをやったら死ぬんだよ」

　貴族の誇りで勝てるのならそうするが、精神力で勝てれば苦労はない。

「死体はどうしやす？」

「敵をビビらせておきたいからこのままでいいよ」

「こっちの手の内がバレやせんか？」

「好都合だよ。あちこちに罠を張っていると分かれば行動を制せい御ぎよできるからね」

「そう上手くいきやすかね？」

「その時は臨機応変に対処ということで」

　何とか踏ふみ止とどまらないとね、とクロノは森の奥を見つめた。
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　クロノは野戦陣じん地ちの後方に立ち、部下を見つめた。リザドとホルスは大型亜人を率いて柵の間に、ゴルディは部下と共に柵の陰に陣取っている。

　さらにその後ろにレオに率いられた獣人が控ひかえている。ちなみにシロとハイイロは間道脇わきの藪に隠れているので見えない。

「大将、来やした」

「――ッ！」

　森を見ると、大勢の人間がこちらに向かってきた。ただの人間ではない。敵だ。

　鎧よろいを身に纏い、武器を手にした殺人者の群れだ。それが森の奥まで続いている。

　クロノはその迫はく力りよくに圧あつ倒とうされそうになったが、何とかその場に踏み止まった。

　敵歩兵が二つに割れ、馬に乗った男が歩み出る。

「大将、マズいですぜ」

「何が？」

「あれはイグニスですぜ」

「イグニス？」

「軍人のくせにイグニス将軍を知らないんですかい？」

　クロノが問い返すと、ミノは驚おどろいたように目を見開いた。

「有名なの？」

「イグニス・フォマルハウト将軍、真しん紅くにして破は壊かいを司つかさどる戦神の神しん威い術じゆつ士しでさ。あっしが前に所属していた大隊はイグニス一人に壊かい滅めつ的てきな損害を被こうむったんで」

「何だか、熱そうな名前だね」

「熱いってもんじゃありやせん。イグニス将軍に掛かったら骨まで灰にされやすぜ」

「骨まで灰か」

「大将、まさか――」

「心配しなくても神威術は知ってるよ」

　クロノはミノの言葉を遮さえぎった。

　神威術とは六柱神――火、水、土、風、光、闇やみを司る神の力を借りた術だ。

　攻撃、防御、治ち療りようなどできないことがないのではないかと思うくらい汎はん用よう性せいが高い。

　一方で同じ術――たとえば治ち癒ゆの術でも信しん仰こうする神によって術の効果に差が生じる、過度の使用によって人格が破壊されるといったデメリットも存在する。

「どうしやす？」

「撤てつ退たいはしない」

「大将、あっしの話を聞いてなかったんですかい？」

「イグニス将軍がヤバいのは分かったけど、ここで背を向ける方がヤバいよ。幸い、周りは森だし、自分の部下を巻き込むような攻撃はしないはずだよ」

　クロノは祈るような気持ちでイグニスを見つめた。

　イグニスが部下を犠ぎ牲せいにしても構わないと考えていれば次の瞬間にも勝敗は決する。

　どれくらいイグニスを見つめていただろうか。

　五分にも満たないはずだが、クロノにはもっと長く感じられた。

　敵兵が動いた時、クロノは心の中で快かい哉さいを叫んだ。それはミノも同じだったはずだ。

「弓を構えろ！」

　だが、流石はベテランと言うべきか、ミノは素す早ばやく指示を出した。

　ドワーフがこちらに駆かけてくる敵兵に矢を放つ。

　本職の弓兵には及およばないが、これだけ距離が近ければ技量など関係ない。

　矢の洗礼を受け、敵兵の動きが鈍にぶるが、それも長くは続かない。

　敵兵が開き直ったように押し寄よせてきたのだ。

「槍に持もち替かえるのですぞ！」

　ゴルディが叫び、ドワーフ達は武器を槍に持ち替えた。

「槍を突つき出すのですぞ！」

　ドワーフ達が一いつ斉せいに槍を突き出し、柵をよじ登ろうとしていた敵兵を貫く。

　悲鳴が上がり、敵兵が次々と柵から落下した。

　柵をよじ登ることは困難と考えたのか、敵兵が柵の隙すき間まに殺さつ到とうする。

「こ、こっちに来るでねぇだ！」

「……」

　ホルスとリザドが棍こん棒ぼうを振り回まわすと、短い悲鳴が上がり、敵兵が吹っ飛とんだ。

　二人の部下も敵を屠ほふっていくが――。

「抜かれたでよ！」

　ホルスが悲鳴じみた声を上げた。

　敵兵が柵の隙間を通り抜けたのだ。そのまま一直線にクロノに向かってくる。

　恐らく、服装や立ち位置からクロノが指揮官であると見み抜ぬいたのだろう。

「任せろ！」

　レオが槍を投とう擲てきする。槍は一直線に突き進すすみ、敵兵の首を貫いた。

　糸が切れたように敵兵は転倒し、そのまま動かなくなった。

　敵兵に対する哀あわれみはない。それより作戦が順調に進んでいる安あん堵ど感かんの方が強かった。

　このまま作戦が進んで欲しいと祈ったその時、イグニスが叫んだ。

「柵を迂う回かいし、挟きよう撃げきせよ！」

　イグニスの命令を敵兵はすぐに実行できなかった。柵を迂回するためには藪に分け入らなければならない。何が潜ひそんでいるか分からない。その恐きよう怖ふが敵兵を躊躇ためらわせたのだ。

　だが――。

「ええい！　ままよ！」

「神のご加護を！」

「やってやる！」

　一人が飛び込むと、敵兵は次々と藪に飛び込んだ。深い藪を掻かき分わけるように進む。

「大丈夫だ！　何もな――ッ！」

　敵兵は最後まで言い切ることができなかった。落下してきた丸太に押おし潰つぶされたのだ。

　生きているかも知れない戦友に駆け寄る者はいない。自分も同じ目に遭あうかも知れないという恐怖が動きを封ふうじているのだ。

　藪が恐怖を煽あおるように揺ゆれ、すぐに動きを止めた。空気が張はり詰つめ――敵兵の一人が小さく息を吐いた。次の瞬しゆん間かん、二本の腕が敵兵を藪の中に引き込んだ。

「ぎぃ、ひぃいぃぃぃぃぃ！」

　身の毛もよだつような絶ぜつ叫きようが森に響ひびき渡わたる。

　藪が激しく揺れ、打だ撃げき音おんが響く。さらに粘ねん着ちやく質しつな音が交じる。

「な、何かいるぞ！」

　藪に潜んでいるのはシロとハイイロに率いられた獣人だ。

　冷静に考えれば理解できたはずだが、パニックに陥おちいった者に冷静さを求めるのは酷こくだ。

「逃げろ！」

　敵兵は我先に逃げ出したが、ある者は罠に掛かかり、ある者は藪の中に引き摺ずり込まれた。

　そして、静せい寂じやくが訪おとずれた。

　藪がガサガサと揺れ、手が、足が、頭が、間道で待機していた敵兵に降り注いだ。

「ひ、ヒィィィィッ！」

　知り合いの死体でも見つけたのか、敵兵が悲鳴を上げた。

　果か敢かんに柵を突とつ破ぱしようとしていた敵兵の動きが逆流する。いや、逆流しかけた。

「真紅にして破壊を司る戦神よ！」

　イグニスが叫び、炎ほのおが敵兵の頭上で膨ふくれ上がった。

　炎は一いつ瞬しゆんで消えたが、パニックを治めるにはそれで十分だった。

「落ち着け、兵力はこちらが圧倒している。恐れることはない」

　イグニスは静かな声で語り掛けた。

「押し切れ！」

　おおおおッ！　と敵兵が雄お叫たけびを上げた。
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「せいッ！」

　ドワーフが柵を登る敵兵に槍を繰り出す。

　敵兵は一瞬だけ動きを止めたものの、柵を登ろうと手を伸のばす。

「せいやッ！」

「ぎゃッ！」

　ゴルディが下から槍を突き出すと、敵兵は短い悲鳴を上げて柵から落下した。

「切れ味が鈍ったら槍を交こう換かんするのですぞ！」

　ゴルディがかすれた声で指示を出すが、呻うめき声ともつかない返事が返ってくるだけだ。

　それほどドワーフ達たちは消しよう耗もうしているのだ。

「キャァァァッ！」

　甲かん高だかい悲鳴が響く。それはドワーフの女兵士のものだった。

　ドワーフの女兵士は敵兵が柵さく越ごしに突き出した槍に太ふと股ももを貫つらぬかれていた。

「くそ！　よくも！」

　隣となりにいたドワーフが槍で敵兵の喉のどを貫く。

「へへ、ざまぁみ――ッ！」

「仲間の仇かたきだ！　薄うす汚ぎたない亜人めッ！」

　ドワーフは殺した敵兵と同じように喉を刺さし貫かれ、膝ひざから崩くずれ落おちた。

「こっちさ、来るでねぇ！」

　ホルスが悲鳴を上げ、棍棒で敵兵を吹ふき飛ばす。敵兵はすぐに立ち上がり、ホルスに向かって走る。武器は持っていない。吹き飛ばされた時に落としたのだ。

「こっちに来るなって言っただ！」

　ホルスは滅め茶ちや苦く茶ちやに棍棒を振り回したが、敵兵は攻撃をかいくぐり体当たりする。

　武器を落として自暴自棄になったのか。いや、そうではなかった。

「ヒギャァァァァッ！」

　ホルスがこの世の終わりを思わせるような悲鳴を上げた。

　敵兵が太股にナイフを突き刺したのだ。

「離す――ギャァァァァッ！」

　ホルスが再び悲鳴を上げた。敵兵がナイフをこじって傷口を広げたのだ。

「ぶ、ブモォォォォォッ！」

　ホルスは牛のような雄叫びを上げ、力ずくで敵兵を引き剥はがし、地面に叩き付つけた。

　さらに足を振ふり下ろす。鈍い音が断続的に響き、そのたびに敵兵の体が崩れていく。

「……」

　リザドはホルスが半はん狂きよう乱らんで戦っている間も無言で敵兵を屠っていた。

　その体は自身のものとも、敵のものとも知れない血に塗まみれている。

「このトカゲがぁぁぁッ！」

　敵兵が槍を構えて突進する。リザドは槍を掴つかみ、棍棒を振り下ろした。

　鈍い音が響くが、棍棒が砕くだいたのは頭ではなく、肩かただった。

「うぉぉぉぉッ！」

　肩を砕かれた敵兵は槍から手を離すとリザドにしがみついた。

　リザドは煩わずらわしそうに振り解ほどこうとするが、振り解くことはできなかった。

「今だ！」

「仲間の仇ぃぃぃぃッ！」

　敵兵が剣けんを振り上げ、リザドに向かって突進する。

　リザドは自分から歩み寄り、敵兵の手首を掴んだ。

「やったぞ！　両手が塞ふさがったぞ！」

「誰だれか、誰か来て――！」

　リザドが手を離はなすと、剣を持っていた敵兵はその場に倒たおれた。

　首筋から勢いよく血が噴ふき出している。リザドが首の肉を食い千切ったのだ。

　もぐもぐと口を動かし、肉にく片へんを吐はき捨てる。

「こ、このバケ――ッ！」

　リザドが腕を振ると、今度こそ敵兵は振り解かれた。

　立ち上がろうとするが、それよりも早く棍棒が振り下ろされた。

「ぬ、抜ぬかれたでよ！」

「ま、任せろ！」

　無事に柵を通り抜けた敵兵がクロノに迫せまる。

　レオが必死に追おい掛けるが、疲ひ労ろうのせいもあってか、その差はなかなか縮まらない。

「く、オオオオッ！」

　レオは地面を蹴けり、敵兵にしがみつく。敵兵が倒れ――。

「トドメでござる！」

　虎とらの獣じゆう人じんが剣を振り下ろした。

「よくやった、タイガ」

「当然のことをしたまででござる」

　レオは虎の獣人――タイガの肩を借りながら元の場所に戻もどっていく。

「やっぱり、厳しいか」

「よく食い下がってやすぜ」

　クロノが呟つぶやくと、ミノは苦く渋じゆうを滲にじませた口調で言った。

　部下はよく戦っているが、戦況は悪化の一いつ途とを辿たどっている。

　ちょっとした工く夫ふうでは戦況を覆せない。戦線が一気に瓦が解かいすることも有り得る。

「シロとハイイロを呼よび戻すか？　いや、バレたらそれこそマズい」

　伏兵がいると分かっているから、敵は柵を突破しようとしているのだ。

「どうする？」

　クロノが自問したその時、敵兵がリザードマンの脇を駆け抜けた。リザードマンが敵兵を目で追うが、それがいけなかった。敵兵はその隙すきを見み逃のがさず、一斉に槍を繰くり出した。

　リザードマンは体を貫かれ、その場に頽くずおれた。

「カバーを！」

　クロノは叫んだが、カバーに入れる部下はいなかった。敵兵が戦線の穴に押し寄せる。

「大将！」

「分かった！　急いで！」

　ミノが戦線に空いた穴を埋うめるべく走る。

　実質的な指揮官を戦線に投入するのは悪手でしかないが、優先すべきは戦線の維い持じだ。

　ミノはポールアクスで敵兵を薙なぎ倒しながら突き進み、戦線の穴を埋める。

「……よかった」

「ギャンッ！」

　クロノが胸を撫で下ろした直後、悲鳴が上がった。

　嫌いやな予感、いや、それは確信と言ってもよかった。

　柵を突破した敵兵はどうなっただろうか。ミノは全すべての敵兵を薙ぎ倒しただろうか。

　突破した敵兵は部下が対処しているはずだが――。

　クロノが悲鳴の上がった方を見ると、剣で首を貫かれた獣人が倒れていた。

　獣人が仰のけ反ぞるが、それは自発的な行動ではない。

　獣人は死んでいる。剣で首を貫かれて生きていられる生物などいない。

　それは敵兵が獣人の首に突き刺さった剣を引き抜こうとしたせいだった。

「――ッ！」

　誰かが叫ぶ。一体、誰が叫んだのだろう。敵兵だったのか、クロノだったのか、部下の一人だったのかも知れない。意味のない疑問だ。意味がないどころか、有害ですらある。

　数秒を無む駄だにしたせいで剣を抜けなかったのだから。

　敵兵が剣を振り下ろし――。

「ぎ、ギャァァァァァッ！」

　クロノは悲鳴を上げ、その場に尻しり餅もちをついた。右目が熱い。熱が右目から溢あふれている。

　右目を押さえながら顔を上げると、敵兵が剣を振り上げていた。

　笑っているような、怒おこっているような表情を浮うかべている。

「こん、ちくしょう！」

　クロノが股こ間かんを蹴り上げると、敵兵は堪たまらず剣を取り落とした。

「て、天てん枢すう神楽かぐら！」

　クロノが叫ぶと、理解できない言語が滝たきのように視界を流れ落ちた。

　こめかみに鈍どん痛つうが走る。脳の無意識層に刷り込まれた魔ま術じゆつ式が解かい凍とうされているのだ。

　血ち塗まみれの右手を差し出すと、漆しつ黒こくの球体が生まれた。

　バスケットボール大の球体はクロノの手から数センチ離れた所に浮かんでいる。

　この漆黒の球体がクロノに使える唯ゆい一いつの魔術だ。

　魔術は生物が生まれながらに持つ力――魔力を物理現象に転てん換かんする技術だ。

　魔術を効果的に扱あつかうためには訓練が必要となるが、魔術式を理解する必要はない。

　属性さえ一いつ致ちしていれば魔術式を覚えるだけで習得できるのだ。

　もっとも、そのためには薬物を用いる必要があるのだが。

「行けッ！」

　クロノが手の平を向けると、漆黒の球体は敵兵に向かって飛んでいく。

　敵兵は剣を拾い上げて振り回したが、刃やいばは漆黒の球体を擦すり抜けてしまう。

　漆黒の球体が敵兵の頭を覆おおい、クロノは右手を握にぎり締しめた。

　次の瞬間、漆黒の球体が敵兵の頭ごと消しよう滅めつした。

　いや、転移と言うべきかも知れない。天枢神楽は転移魔術なのだから。

　頭を失っても死体は倒たおれなかった。

　まるで頭を失った事実が体に伝わっていないかのようだ。

　そんなことを考えた時、爆ばく音おんが轟とどろいた。

　奇き跡せき的てきに保たれていたバランスが崩れ、死体が横倒しになる。

　音のした方を見ると、森の奥おくで巨きよ大だいな火柱が上がっていた。

　火柱が断続的に立ち上がり、敵兵が動きを止める。

　それはイグニスも例外ではなかった。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ。

「天枢神楽！」

　クロノは立ち上がり、魔術を放った。

　漆黒の球体が敵兵の間を擦り抜け、イグニスへと突き進む。

「真紅にして破壊を司る戦神よ！」

　イグニスが剣を抜いて叫ぶと、刃が真紅の光を放った。

　祝しゆく聖せい刃じん――攻こう撃げき力りよくを強化する神威術だ。

　イグニスは薙ぎ払はらうように剣を振るったが、漆黒の球体は難なく刃を擦り抜けた。

　驚きよう愕がくからか、イグニスが目を見開く。漆黒の球体は光のようなものだ。

　流石さすがの神威術でも光を斬きることはできないようだ。

「これで終わりだッ！」

　クロノは拳こぶしを握り締めた。漆黒の球体が消滅し、イグニスの右みぎ腕うでが地面に落下する。

　右腕だけだ。イグニスは天枢神楽が威い力りよくを発揮する直前に体を捻ひねったのだ。

　呆あきれる、いや、驚きよう嘆たんに値する危機察知能力だ。

　右腕の断面から血が噴き出だす。

　悪夢のような光景だが、イグニスは森の奥で立ち上る火柱を見ていた。

「……神よ」

　イグニスが小さく呟くと、真紅の光が傷口を覆った。

　出血量が目に見えて減ったが、完全には止まらない。

　真紅にして破壊を司る戦神はその名の通り破壊を司る神だ。

　傷を治す力は六柱神の中で最も弱い。

「神よ！」

　傷口から白はく煙えんが上がり、出血が止まる。傷口を焼き潰して出血を止めたのだ。

　クロノはイグニスの行動に恐怖さえ覚えた。

　腕うでが千切れたからと傷口を焼き潰す人間が何ど処こにいる。

　トカゲじゃないのだ。腕がくっつくかも知れないと惜おしむのが人間ではないか。

　まだ戦うつもりなのか、イグニスがこちらに視線を向ける。

　クロノは歯を食くい縛しばり、何とかその場に踏み止まった。馬ば鹿かげた発想だと思うが、目を逸そらしたら襲おそい掛かってくるような気がしたのだ。睨にらみ合あいが続き――。

「突とつ撃げき！　突撃ッ！」

「俺達、無傷！」

　シロとハイイロに率いられた獣人が藪から飛び出した。

「畜ちく生しよう！　伏ふく兵へいだッ！」

「なんでッ？」

「なんでじゃねぇ！　敵が潜んでるなんて分かってたじゃねぇかッ！」

　血がしぶき、怒ど号ごうが渦うず巻まく。獣人達が敵兵を圧倒している。いや、圧倒しているように見える。だが、これは敵が冷静になれば見破られてしまうまやかしに過ぎない。

「――転進せよ！　殿でん下かをお守りするのだッ！」

　イグニスは絞しぼり出すように言い、馬首を巡めぐらせた。敵兵が一歩、また、一歩と後あと退ずさる。

「はッ！」

　イグニスが馬を走らせると、敵兵は弾はじけるように逃にげ出した。

「……追つい撃げきは」

　クロノは周囲を見回した。部下は立っているのがやっとという有様だ。その場に座すわり込んでいる者も少なくない。

「……無理か」

　クロノは追撃を断念し、その場に座り込んだ。

「一応、作戦は成功したけど」

　クロノが立てた作戦は自分と七百人の部下が敵を引き付けている間に別働隊――エルフの弓兵が敵本ほん陣じんを奇き襲しゆうして敵の大将を殺すか、重傷を負わせるというものだ。

　作戦は成功したが、晴れやかな気分とは言い難がたい。

　右目が見えない。大勢の部下が殺された。

「……これが僕ぼくの初うい陣じんか」

　どうしても暗あん澹たんたる気分を抑おさえられなかった。





※






「大将、大だい丈じよう夫ぶですかい？」

「右目が使い物にならなくなった以外は、ね」

　クロノは丸太に腰こしを下ろし、頭を掻き毟むしった。狭せばまった視界で戦場を眺ながめると、そこには無数の死体が横たわっていた。

　敵兵の方が圧あつ倒とう的てきに多いが、それは何の慰なぐさめにもならない。

「死者は百名以上、負傷者は数え切れない」

　ほぼ壊かい滅めつ状態だ。

　シロとハイイロが部下を率いて負傷者を看護しているが、応急処置しかできない。

「……僕は」

　逃げずに戦い、敵を追い払った。上う手まくやったはずなのに最悪の気分だった。

　クロノは右目を押さえて俯うつむいたが、声は聞こえていた。それは負傷した部下の声だ。苦痛に耐たえる声、苦痛に耐えられずに泣なき喚わめく声、戦友を失った怒いかりと悲しみに彩いろどられた声がクロノを責め立てるように響く。

「……頼むから」

　黙だまってくれという言葉を辛かろうじて呑のみ込む。部下達はクロノの命令に従って傷を負ったのだ。恨うらみ言ごとを口にする権利がある。

　それでも、クロノは逃げ出したかった。こんな状じよう況きようを招いておきながら誰かに責任を押し付けたくて仕方がなかった。

「……どうして」

　こんなことになったんだ、とクロノは頭を掻き毟った。もっと早く火柱が上がっていればこれほど被ひ害がいを出さずに済んだ。もしかしたら、エルフ達は怖おじ気けづいて逃げ出そうとしたのかも知れない。そんな妄もう想そうさえ湧わき上がる。

「大将、別働隊が戻ってきやしたぜ」

「――ッ！」

　クロノは顔を上げ、立ち上がった。暗い感情が湧き上がってくる。

　作戦を遅ち滞たいさせる行動を取ったという言葉を引き出せれば、この最悪の気分から抜け出せると考えたのだ。何をしていた？　逃げようとしていたんじゃないのか？　そんな罵ば倒とうの言葉は――浅ましい自己弁護の言葉は出てこなかった。

「え？」

　代わりに漏もれたのは間の抜けた言葉だった。クロノは呆ぼう然ぜんと別働隊を見つめた。

　エルフの弓兵は三百人いたはずなのに目の前には五十人足らずしかいなかったのだ。

　全員が傷を負っていた。腕のない者がいる。クロノのように片目を失った者もいる。

　二人の精せい悍かんな百人隊長の姿はなく、一人の女が先頭に立っていた。

　銀色の髪かみと褐かつ色しよくの肌はだを持つエルフだ。

　少年のように短い髪も、猫ねこ科かの肉にく食しよく獣じゆうを彷ほう彿ふつとさせる肢し体たいも血と泥どろに塗れている。

「……申し訳ありません」

　女は倒れ込むようにして跪ひざまずいた。跪いた拍ひよう子しに傷が開いたのか、血が滴したたり落ちる。

「敵の圧力が、凄すさまじく」

　彼かの女じよは金色の瞳ひとみでクロノを見上げた。

「……僕は」

　クロノは恥はずかしさのあまり俯いた。

　エルフ達たちは戦ったのだ。命令に従って死地に赴おもむき、多大な犠牲を払って役割を果たした。

　それなのにクロノは自身が負うべき責任を他人に押し付けようとした。

　これが恥でなくて何だろうか。

「……報告の続きを」

　クロノは先を促うながし、歯を食い縛った。そうしなければ泣き出してしまいそうだった。





※






　翌日の午後――援えん軍ぐんがやって来た。先頭に立つのは白銀の鎧に身を包んだ女騎き士しだ。

　長い髪を束ね、騎士達を率いるその姿は一枚の絵画のようですらある。

　クロノは丸太に座ったままホッと息を吐いた。

「助かったね」

「まだ助かったとは限りやせんぜ」

　ミノは皮肉げに口くちの端はを吊つり上げた。
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「大丈夫だよ」

「楽観的すぎですぜ」

「楽観じゃなくて、ティリアは軍学校の同期だから」

「ティリア？」

　ミノは視線を上げ、思案するように首を傾かしげた。

「何ど処こかで聞いたような気がしやすね」

「皇こう帝てい――ラマル五世の娘むすめだよ」

「てぇことは皇女様！」

　へへ～、とミノは平へい伏ふくした。女騎士――ティリアはクロノの前で馬を止めた。

「負傷者の搬はん送そうと野戦陣じん地ちの構築を急げ！」

　ティリアが周囲に響き渡るような大声で命令すると、部下達が一斉に息を吐いた。

　恐らく、部下達はまた無む茶ちやな命令をされるのではないかと不安に思っていたのだろう。

　分かっていたとは思えないが、一言で不安を解消する手しゆ腕わんは見事だった。

「クロノ、久しぶりだな」

　ティリアはニヤリと笑い、馬から飛び降りた。

「一ヶ月ちょっとぶりかな？」

「大将！　大将ッ！」

　ミノが平伏したままズボンの裾すそを引っ張る。

「何？」

「大将、皇女殿下ですぜ！　そんな態度を取ったら打ち首にされちまいます！」

「構わん、ミノタウロス」

　ティリアは溜ため息いき交じりに言った。

「状況を報告しろ」

「何から話せばいいのやら……」

　クロノはゆっくりと今回の顛てん末まつを話し始めた。

　ティリアは適当な感じで相あい槌づちを打っていたが、イグニスの名前を聞いて顔色が変わった。

「あの、イグニス・フォマルハウト将軍に勝ったのか？」

「勝ったというか、何とか追っ払ぱらった感じ？」

「流石、私の見込んだ男だ！　お前なら何とかしてくれると信じていたぞ！」

「……どうも」

　クロノは何と答えていいのか分からず頭を下げた。

「その右目は名めい誉よの負傷だな。きっと、きっと……う～む、一いつ騎き打うちはなさそうだ」

　興奮の度合いは徐じよ々じよに小さくなっていき、最後の方は冷静そのものだった。

「そんなにすごい人だったんだ」

「当たり前だ！　帝てい国こくがヤツにどれだけ煮にえ湯ゆを飲まされたことか！」

　クロノが尋たずねると、ティリアは声を荒あららげた。

「大将、これが普ふ通つうの反応ですぜ」

「いや、でも、僕は知らなかったし」

　クロノは頭を掻いた。

「そういえばエラキス侯こう爵しやくは？」

「ヤツはハシェルで仕事中だ。時間が掛かりそうだったから私が先行してきたが……」

「なんだ、ちゃんと援軍を呼びに言ってたんだ。ってことはリック達も一いつ緒しよなの？」

「リック？　そんなヤツはいなかったぞ？」

「あ、そうですか」

　どうやら、リック達は本当に逃げてしまったようだ。

「ところで、今回の件をどう思う？」

「どうって？」

「どうして、神聖アルゴ王国が攻せめてきたのかという意味だ」

「イグニス将軍が殿下をお守りするのだって言ってたから神聖アルゴ王国の主導権争いなんじゃない？」

　ほぅ、とティリアは目を細めた。

　王位継けい承しよう者しやは決まっていても納なつ得とくしていない者は多いはずだ。

　だから、納得していない者を黙らせるために実績を作ろうとした。

　実際、戦いに勝ったというのは実績として申し分ない。

「これから神聖アルゴ王国はまた攻めてくると思うか？」

「十倍の兵力差を覆くつがえされて負けたんだし、しばらくは攻めてこないんじゃないかな？」

　実績を作るために侵しん攻こうしてきたのならば王子の求心力は確実に低下する。

　敗軍の将であるイグニスの評価も格段に低下することだろう。

「仲間内で足を引っ張り合ってくれれば万ばん々ばん歳ざいなんだけど……」

「それは期待しすぎだ」

　それにしても、とティリアはクロノを見つめた。

「どうかしたの？」

「やはり、地頭はよいのだな」

「馬鹿にしてる？」

「誉ほめてるんだ。イグニス将軍の名前も知らないくせに、たった一言から状況を読み解いてしまうのだからな」

「普通だと思うけど……」

「普通と言ってしまうのがお前の面おも白しろいところだな」

　ふふ、とティリアは笑った。

「皇女殿下！　天幕の準備が整いました！」

「……ぐぬ」

　騎き士しが大声で叫さけび、ティリアは小さく呻いた。

「まあ、後のことは私に任せてハシェルでゆっくりと休め」

「その前にお願いがあるんだ」

「なんだ？」

「エラキス侯爵に一筆書いて欲ほしいんだよ」

　ふむ、とティリアは頷うなずき、負傷した兵士達を見つめた。

「なるほどな。確かに部下を見捨てた男が手厚く看護してくれるとは思えんな」

「話が早くて助かるよ」

　クロノはホッと息を吐いた。

「誤解の余地がないようにしっかりと書いてやる」

「助かるよ。持つべきものは友達だね」

「調子のいいヤツだ。すぐに手紙を書くから待ってろ」

　そう言って、ティリアは踵きびすを返した。

「あっしは部下の様子を見てきやす」

「何か手伝うことは？」

「大将は休んでて下せぇ」

　ミノは立ち上がり、部下の下に向かった。

　クロノは丸太に座ったまま周囲を見回した。周囲ではティリアが連れてきた兵士達が忙いそがしそうに走り回っている。状況が動き出すと、新米士官にできることはない。

「……三年か」

　クロノ――黒くろ野の久ひさ光みつは小さく呟いた。

　この世界に来てから三年が過ぎた。

　当時は途と方ほうに暮れたものだが、幸運にもクロフォード男だん爵しやく夫妻に拾われた。

　さらに幸運だったのは二人が通訳用マジックアイテムを持っていたことだ。

　通訳用マジックアイテムがなければ手て探さぐりで言語を習得する羽目になる所だった。

「この世界で僕にできることってあるのかな？」

　チートはなく、あるのは義務教育レベルの知識だけだ。

　クロノは深々と溜息を吐つき、天を仰あおいだ。







第二章　『告発』







　帝てい国こく暦れき四三〇年五月中ちゆう旬じゆん――。

「やっぱり、見えないな」

　クロノは病室の天てん井じようを見上げ、暗澹たる気分で呟いた。

　医者は高位の神しん威い術じゆつならば治せると言っていたが、国内の神威術士は限られる。

　高位の神威術を使える者となれば尚なお更さらだ。失明を宣言されたも同然だ。

「そろそろ踏ふん切ぎりを付けなくちゃ」

　神聖アルゴ王国を撃げき退たいしてからすでに一週間が過ぎているのだ。

　再侵攻の兆候がないとはいえ、いつまでもくよくよしている訳にはいかない。

「……起きるか」

　クロノはベッドから下り、黒を基調とした軍服に着き替がえた。

　マントを羽織って病室から出ると、ミノが廊ろう下かに立っていた。

「大将、おはようございやす」

「おはよう」

「今日はどうしやす？」

「昨日と一緒……部下の見み舞まいだよ」

「それならあっしもお供しやす」

「ありがとう」

　クロノはミノを連れ、扉とびらの並んだ廊下を歩く。

　病院は石造りの建物で二階が個室、一階が百近いベッドの並ぶホールになっている。

　負傷者を全て収容することはできなかったので宿を借りることになってしまったが。

　廊下の突つき当あたりにある階段を下りると、ざわめきが聞こえてきた。

「今日も元気そうだね」

「すいやせん。騒さわげる元気のあるヤツは退院させやす」

「いいよ。当然の権利なんだからのんびりさせてやって」

「ありがとうございやす」

　クロノがホールに入ると、ざわめきがぴたりと止まった。部下達は動きを止め、こちらを見ている。ベッドに横たわっている者もいるが、歩き回っている者もそれなりにいる。

「そのままでいいよ」

　ぎくしゃくと部下達が動き出した。そんな彼かれらを横目に見ながら近くのベッドに歩み寄る。すると、ベッドに横たわっていたエルフの少女がびくりと体を震ふるわせた。

　長い金きん髪ぱつを左サイドで纏まとめた少女だ。エルフは目鼻立ちが整った者が多く、冷たい印象を受けることが多いのだが、目の前にいる少女は可愛かわいらしい顔立ちをしている。

　これだけ可愛ければ印象に残りそうなものだが、不思議と印象に残っていない。

「君と話すのは初めてかな？」

「き、気晴らしに外に行くこともあるみたいな。ト、トイレに行くこともしばしばだし」

「そうなんだ。聞くまでもないかも知れないけど、調子はどう？」

「お、お陰かげ様さまで元気みたいな！」

「そうなんだ」

「――ッ！　い、いえ、ちょっと、まだ傷が痛むし！　もうしばらく療りよう養ようが必要だし！」

　エルフの少女は息を呑み、わざとらしく腹を押おさえた。

「じゃ、ゆっくり治してね」

「了りよう解かいみたいな」

　クロノが踵を返すと、背後から息を吐く音が聞こえた。

「さて、次は」

　クロノは視線を巡らせ、ゴルディが横たわっているベッドに向かった。

「ゴルディ、調子はどう？」

「大分よくなりましたぞ」

　傷が痛むのか、ゴルディは顔を顰しかめながら体を起こした。

「まだ辛つらそうだね」

「あちこちケガをしましたからな。ですが、手も、脚あしも、目も無事ですぞ」

　言葉の意味が分からずに首を傾げると――。

「私は自分の工こう房ぼうを開くのが夢なのですぞ」

「ああ、そういうことか」

　鍛冶かじ師は目と脚を酷こく使しすると聞いたことがある。

　なるほど、鍛冶師を目指しているのならば気にするのは当然だ。

「あ、でも、工房を開くのが夢ってことは退たい役えきしちゃうの？」

「資金を稼かせがなければなりませんからな。五年先になるか、十年先になるか。ま、それまで生き延びなければ話にもなりませんが」

　そう言って、ゴルディは笑った。

「じゃ、ゴルディが工房を構えたら僕に武器を作ってよ。適正価格で買うからさ」

「しっかりしてますな」

「ご祝しゆう儀ぎ価格で買えるほど裕ゆう福ふくじゃなくて」

　ゴルディが苦く笑しようし、クロノは肩を竦すくめた。

「承うけたまわりましたぞ」

「ありがとう。じゃ、僕の武器のためにもゆっくり休んで」

「お言葉に甘あまえさせて頂きますぞ」

　ゴルディが顔を顰めながらベッドに横たわり、クロノは通路に戻った。

　改めて周囲を見回すと、部下達たちは顔を背そむけたり俯いたりした。

　仕方がなく、レオ、ホルス、リザドが横たわるベッドに向かう。

　相変わらず見分けは付かないが、ベッドの場所は覚えられた。まずはレオからだ。

「見舞いに来たよ。調子はどう？」

「昨日と同じだ。悪いが、戦えるようになるまでしばらく時間が掛かかる」

「やっぱり、少し意外だな」

「何がだ？」

「レオは無理しそうな気がしたから」

「俺おれは戦士だ」

　レオは天井を見上げたまま呟くように言った。

「自分の状態を把は握あくするのは戦士にとって重要な能力の一つだ。自分の状態を把握できなければ時間稼ぎもできん」

「それは、ここは俺に任せて先に行け的なシチュエーション？」

「そういうことだ」

　笑っているのか、レオは牙きばを剥むき出した。

「それにしても……ここは俺に任せて先に行けか。何とも滾たぎる台詞せりふだ」

「滾るけど、そういう状況には陥おちいりたくないよ」

　もっとも、クロノでは敵を押し止とどめることなどできないだろうが。

「俺とて同じだ。だが、最悪の状況を想定しておく必要はある」

「まあ、僕もそういう想像はしたことがあるけれど」

「ほぅ、クロノ様は戦士なのだな」

「僕に限った話じゃないと思うけどね」

　中学二年生くらいの頃ころはそういう妄想をして胸を熱くしていたものだ。

　若気の至り――厨ちゆう二に病びようだったのだ。

「……」

「どうかした？」

　突とつ然ぜん、レオが黙り込んだので声を掛ける。

「……クロノ様、すまなかった」

「すまないって何が？」

「右目のことだ。謝罪しようと思っていたが、今日になってしまった」

「ああ、これは仕方がないよ」

「いや、俺がもっと強ければ防げた。次こそはクロノ様を守りきってみせる」

「ありがとう」

　もう二度と今回のような目に遭あいたくないが、気持ちは受け取っておくべきだろう。

「では、俺は寝ねるぞ。一刻も早く傷を治したいからな」

「うん、おやすみ」

「ああ、おやすみ」

　レオは目を閉じ、すぐに安らかな寝息を立て始めた。クロノは起こさないように通路に戻り、ホルスの下に向かった。

「うう、痛いでよ」

「相変わらず、元気がなさそうだね」

　涙なみだ目めで呻うめくホルスを見ながら呟つぶやく。

「ホルス、大将が見舞いに来て下すったんだ。しゃきっとしろ、しゃきっと」

「そっただこと言われてもおらはあちこちが痛ぇだよ」

　ミノが叱しつ咤たすると、ホルスはぽろぽろと涙を零こぼした。

「まあまあ、ミノさん。ホルスは頑がん張ばったんだし」

「そうだそうだ、おらは頑張っただ」

　クロノが庇かばうと、ホルスはいきなり図に乗った。

「大将、甘やかしてばかりいたらホルスのためになりやせん」

「僕もちょっとだけそう思った」

「あんまりだ！　おらにもっと優やさしくしてけろ！」

「求められると優しさが枯こ渇かつしそう」

　援えん助じよに似ているかも知れない。

　善意で援助しているのにもっと援助を寄よ越こせと言われたらうんざりしてしまう。

「リザドは……いつも通り、大人しいね」

「へい、ホルスに爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたいくらいでさ」

　隣となりのベッドを見ると、リザドは体を起こし、じっと正面を見ていた。

「リザドは大丈夫？」

「…………眠ねむい」

　リザドはかなり間を空けて答えた。

「寝る？」

「……大丈夫」

「今一つ会話が噛かみ合っていないような気が？」

「リザードマンのテンポは独特なんで仕方がありやせん」

「ミノさんにとっても？」

「へい、あっしにとってもです」

　初めてリザードマンと遭そう遇ぐうした人物はさぞ肝きもを潰つぶしたことだろう。

「リザド、好物は何？」

「……生肉」

「うん、コミュニケーションは取れているみたいだ」

「わざわざ試ためさなくったって」

「どうしても確かく認にんしたくて」

　子どもっぽかっただろうか、とクロノは頭を掻かいた。

「お大事にね」

「……」

　リザドは答えない。どうやら眠ってしまったようだ。

「さて、次は」

　クロノが再び周囲を見回すと、部下達はそっぽを向いたり、俯いたりした。

　そんな部下達に声を掛け、病院を後にした。





※






　クロノとミノは宿で療養している部下を見舞うために居住区に向かった。

　侯こう爵しやく邸ていや病院などがある行政区を通り、有名な商会の支店が建ち並ぶ商業区を抜ぬける。

　さらに広場を通り過ぎ――。

「やっぱり、見舞いは控ひかえた方がいいのかな？」

「いきなりどうしたんで？」

「見舞いに行くたびにそっぽを向かれるとね」

「ありゃ、どんな風に接していいのか分からなくて戸と惑まどってるだけでさ」

「普通に接してくれればいいのに」

「大将はご存じないかも知れやせんが、みんな貴族の士官どもにゃひどい目に遭わされてるんで、普通に接しろと言われても無理ですぜ」

「そんなことがあったんだ」

「いや、ま、大将が責任を感じる必要はありやせんぜ」

　ミノはバツが悪そうに頭を掻いた。

「エラキス侯爵は何もしてくれなかったの？」

「侯爵はあっしらに何の関心も持っちゃいやせん。持っているとしてもエルフとドワーフの女だけでさ」

　ミノは吐はき捨すてるように言った。

「僕にできることはないかな？」

「ありやせん。あるとしても、あっしは大将に自分が損をするようなマネをして欲しくありやせん」

　答えは拒きよ絶ぜつ、いや、ミノはクロノの将来を慮おもんぱか　ってくれているのだ。

「話が逸れちまいやしたが、あっしは優しくされることに慣れていない連中が多いって言いたかっただけでさ」

　ミノは気を取り直したように明るい口調で言った。

「そんなに優しくしているつもりはないんだけど……」

「大将にゃ分からないかも知れやせんが……ああ、これは大将を馬鹿にしてるって訳じゃありやせんぜ」

「ミノさんが僕を馬鹿にしてないことくらい分かってるよ」

　クロノは苦笑した。

「ひどい人生を送ったせいで好意とか、善意ってヤツを示されても騙だまされてるんじゃないかって拒絶しちまう、信じられないんでさ」

「ミノさんも？」

「大将が善意の人だってことは理解してやすが、身構えちまう部分はありやすぜ」

「レイラもそうかな？」

「大将はレイラが気になるんですかい？」

「うん、まあ」

　レイラとは二人の百人隊長が戦死した後、別働隊を纏め上あげて任務を達成した銀ぎん髪ぱつのエルフのことだ。

「レイラのことを嫌きらってるとばかり思ってやしたぜ」

「嫌ってないよ。ただ……」

「ただ？」

「何を話せばいいのか分からなくて」

　レイラは反応に困ってしまうくらい無表情なのだ。

　彼女に責任を押し付つけようとした負い目もあり、どう接していいのか分からない。

「レイラの方はどう思ってるかな？」

「う～ん、嫌っちゃいないと思いやすぜ」

「そうなんだ」

　クロノはホッと息を吐いた。

「まあ、レイラも色々あったんで戸惑っている部分はあると思いやす。あっしは――」

「旦だん那な様さま、お花はいかがですか？」

　可愛らしい声がミノの声を遮さえぎり、目の前に花束が差し出された。

　クロノは足を止め、花束を差し出す少女を見つめた。ブラウンの髪をおさげにしている。

　着ているワンピースは薄うす汚よごれているが、髪はよく手入れがされている。

　こんな小さな娘が働かなければならないことに胸が痛んだ。

「いくら？」

「真しん鍮ちゆう貨か一枚になります」

　クロノはポケットから革かわ袋ぶくろを取り出し、中身を確認した。

　中に入っているのは銅貨と銀貨、数枚の金貨だ。

　ちなみに真鍮貨は帝国における最小の貨か幣へいだ。

　交こう換かん比率は真鍮貨十枚で銅貨一枚、銅貨十枚で銀貨一枚、銀貨二十枚で金貨一枚だ。

「真鍮貨がないや」

「そうですか」

　少女は落らく胆たんしたように言い、ハッと顔を上げた。

　恐きよう縮しゆく、いや、怯おびえているかのように頭こうべを垂れる。

「申し訳ありません、旦那様」

「そんなに謝あやまらなくていいよ」

　お釣つりがないってことはあまり売れてないのかな、とクロノは花束を見つめた。

「お釣りはいいや」

「よ、よろしいのですか？」

「うん、いいよ」

「ありがとうございます」

　クロノが銅貨を渡わたすと、少女は恭うやうやしく頭を垂れた。

　いいことをしたはずなのに、何な故ぜか罪悪感が刺し激げきされる。

「旦那様、どうぞ」

「ありがとう」

　クロノは少女から花束を受け取ると歩き始めた。

「大将、人がいいにもほどがありやすぜ」

「手ぶらで見舞いに行くのも何だしね」

　しばらく進むと、レイラが療養している宿が見えてきた。宿は木造で一階が食堂、二階が宿になっている。ん？　とクロノは鼻を引くつかせた。芳こうばしい匂においが漂ただよっている。

「ミノさん、見舞いのついでに食事にしよう」

「なら、あっしは外――」

「奢おごるよ」

「……お言葉に甘えさせて頂きやす」

　体面を慮ってくれたのか、ミノは頷いた。

「いらっしゃ――何だ、クロノ様かい」

　扉を開けて中に入ると、カウンターの中にいた女性が嬉うれしそうに目を輝かがやかせる。

　だが、入ってきたのがクロノと分かると落胆したように肩かたを落とした。

　ブラウンの長い髪を結ゆい上げた女性だ。垂れ目がちだが、眼まな差ざしは鋭するどい。

　体付きは肉感的で男ならばその豊かな胸に目がいってしまうだろう。

　彼女の名はシェーラ。この食堂兼けん宿屋の女主人だ。

　五年前に旦だん那なが病気で亡なくなり、それから一人で店を切り盛りしているらしい。

「シェーラ、その態度はないんじゃない？」

「そっちこそ、名前じゃなくて女将おかみって呼んでくれませんかね？」

　シェーラこと女将はムッとしたように言い返してきた。

「悪かったよ、女将。で、態度については？」

「そりゃ、あたしだって飯を食べてってくれるんなら歓かん迎げいするけどね。クロノ様は見舞いだけで香こう茶ちやも飲んでいかないじゃないか」

　女将はふて腐くされたように頬ほおを膨ふくらませた。

「今日はお客様だよ」

「失礼しやす」

　クロノが親指で背後を指し示すと、ミノが床ゆかを軋きしませながら入ってきた。

「床が抜けやしないだろうね」

　女将は腕うでを組み、無ぶ遠えん慮りよな視線をミノに向ける。

「大将、あっしは外で――」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「まあ、床を踏み抜きそうでも客は客だね。空いてる席に座すわっとくれ」

「空いてる席しかないけどね」

「一言余計だよ。ったく、可愛くない子だね」

　女将はムッとしたように言ってクロノ達に背を向けた。

「じゃ、まあ、カウンターに」

「……へい」

　クロノとミノはカウンター席に座った。

「水だよ」

　女将は水の入ったカップをクロノとミノの前に置いた。

「で、何を食べるんだい？」

「何があるの？」

「野菜屑くずのスープと混ざり物の多いパンだけだよ」

「じゃ、それで」

　女将は背後にある大きな箱――コンロに薪まきを入れ、火を点つけた。

「景気はどう？」

「見ての通りだよ」

　女将はクロノ達に向き直り、カウンターに身を乗り出した。

「旦那が生きてた頃は何とか回ってたんだけどね。ここ何年かは税金税金で何のために働いてるか分かりゃしないよ。ったく、税金を払はらわせるだけ払わせて、いざとなったら逃にげちまうんだから碌ろくでもないヤツだよ、エラキス侯爵は」

　女将は捲まくし立たてるように言った。

「それで、そっちはどうなんだい？」

「どうって？」

「神聖アルゴ王国の動向だよ。どうなんだい？　また攻めてくるのかい？」

「えっと」

　どうしよう？　とクロノはミノを見た。

「正確な情報は下りてきてやせんが、また攻めてくる可能性は低いと思いやすぜ」

「そういうことだよ」

「なんで、士官候補生のアンタがドヤ顔をするんだい？」

「ドヤ顔をする権利くらいあると思いやすぜ」

　笑っているのか、ミノが肩を揺ゆらした。

「なんでだい？」

「そりゃ、大将、いや、クロノ様が逃げちまったエラキス侯爵の代わりに神聖アルゴ王国の連中を追おっ払ったからでさ」

「は？　何だって？」

「神聖アルゴ王国を追っ払ったのはここにいるクロノ様だって言ったんでさ」

「は～、こんな子が神聖アルゴ王国を追っ払ったってのかい？」

　女将は信じられないと言わんばかりの表情を浮うかべた。

「その通りでさ」

「人は見かけによらないんだねぇ。うん、よく見たら可愛い顔をしてるね」

　女将はさらに身を乗り出す。

　ほんの数分でクロノの株が急きゆう上じよう昇しようしている。

　もっとも、実態が伴ともなっていないのですぐに暴落するだろうが。

「あの、料理は？」

「照れちまって可愛いねぇ。料理ならもう少し掛かるよ。その間に見舞いをすませちまったらどうだい？」

「そうする」

　クロノは花束を持って立ち上がり、二階――レイラが寝ている部屋に向かった。

　店の奥おくにある階段を登り、薄うす暗ぐらい廊下を通って突き当たりの部屋に。

　扉をノックするが、返事はない。

「レイラ、はい――ッ！」

　クロノは扉を開け、息を呑のんだ。レイラが跪ひざまずき、体を拭ふいていたからだ。静かに扉を閉め、廊下で待つべきだと理性は訴うつたえていた。にもかかわらず、目が離はなせなかった。

　縫ぬったばかりの傷を避よけて体を拭く。それだけの動作が妙みように艶なまめいて見えた。

　不意にレイラが手を止め――。

「……クロノ様？」

「あ、いや、覗のぞこうと思った訳じゃないんだよ。扉を叩たたいても返事がなかったから扉を開けただけなんだ」

　クロノは部屋に入り、慌あわてて言い訳をした。

「扉を閉めて頂けないでしょうか？」

「そ、そうだね」

　クロノは扉を閉め、そのままの姿勢で凍こおり付いた。

　どうして、廊下に出なかったんだと自分を罵ののしる。

　服を着ているのだろう。背後からガサガサという音が聞こえてくる。

　どうする？　と自身に問いかける。

　裸はだかを見たことは事故で片付けられるかも知れないが、廊下に出なかった件はアウトだ。

　その時、脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

　それは土下座――謝罪の意思を示す最上位のポーズだ。振ふり返かえると同時に土下座だ。

「着替え終わりました」

　クロノは振り返り、土下座をしようとしたが――。

「申し訳ございません」

　クロノが土下座するよりも早くレイラが頭を下げた。

「え？」

「このような貧相な体をご覧に入れて申し訳ございません」

「そ、そんなことないって！」

　クロノが上うわ擦ずった声で言うと、レイラは頭を上げた。

　意外そうというか、理解できないものを見るような目でこちらを見ている。

「す、すごく綺き麗れいだった！」

「そんなはずがありません」

「いや、本当にすごく綺麗だったんだ！」

　クロノは俯うつむくレイラに歩み寄った。

「本当だよ。本当に綺麗だと思ったんだ」

「……クロノ様」

　レイラは金色の瞳ひとみでクロノを見つめた。心なしか、目が潤うるんでいるように見える。

「あ、こ、これ、見舞いの花束！」

「ありがとうございます」

　レイラはクロノが差し出した花束を受け取り、注意深く見なければ分からないほど微かすかに口元を綻ほころばせた。

「あの、クロノ様？」

「な、何？」

　クロノは上擦った声で応じた。

「何故、クロノ様は私のようなハーフエルフに優しくして下さるのですか？」

「ハーフエルフ？」

　クロノはレイラの耳を見つめた。言われてみれば病院にいたサイドポニーのエルフに比べて耳が短いような気がする。

　ハーフエルフとは人間とエルフのハーフだ。フィクションだと、差別や迫はく害がいの対象になっていることが多い。この世界でどのような扱あつかいを受けているのか分からないが、レイラの口ぶりから察するにそれに近い扱いを受けているのだろう。

「ご存じなかったのですか？」

「うん、初めて知った」

「そうですか」

　レイラは寂さびしそうに俯いた。もしかしたら、クロノの態度が変わると思っているのかも知れない。そんなことは有り得ないが、口にしなければ思いが伝わることはない。

「僕ぼくは……レイラが勇ゆう敢かんな女性だと思っているよ」

「――ッ！」

　レイラはハッと顔を上げた。

「ハーフエルフでも、ですか？」

「レイラがハーフエルフでもこの気持ちは変わらないよ。僕は自分を誇ほこることはできないけれど、レイラみたいな部下を持てたことを誇りに思う」

「――ッ！」

　レイラの目から大おお粒つぶの涙が零れた。

「……レイラ？」

「違ちがいます！　これは違うんですッ！」

　レイラは手の甲こうで涙を拭ぬぐったが、涙は次から次へと溢あふれ出でる。

「ご、ごめんなさい、クロノ様。今は、今は……」

「分かった。また、来るからね」

　クロノは廊下に出て扉を閉めた。扉の向こうからレイラの嗚お咽えつが聞こえてくる。

「また、来るからね」

　クロノは小さく呟き、一階に下りた。

「クロノ様、お客さんだよ」

「お客さん？」

　扉の方を見ると、男が立っていた。背が低く、腹が大きく突き出だしている。唇くちびるは厚ぼったく、目は垂れ目がちだ。すだれ髪がみというのか、後退した生はえ際ぎわを隠かくすように伸のばした髪を前に持ってきている。絵に描かいたような冴さえない中年だった。

「クロノ殿どの、恐おそれ入いります。私は皇女殿でん下かの部下でシッター・ウィンドウと申します」

「あ、どうも」

　シッターが頭を下げたのでクロノも頭を下げた。

　軍人らしく敬礼をすべきだったかな、と頭を下げた後で思う。

「何の用でしょう？」

「皇女殿下がお呼びでして。それで私が遣つかわされた次し第だいでして、はい」

　食事の後でいいですか？　という言葉をすんでの所で呑み込む。

　ティリアなら許してくれそうだが、シッターに不敬を指し摘てきされるかも知れない。

「分かりました。すぐに行きます。ティ――皇女殿下はどちらに？」

「侯こう爵しやく邸ていの執しつ務む室しつにいらっしゃいます」

「あっしは――」

「ミノさんはここで食事をしててよ」

　ミノは立ち上がろうとしたが、クロノの言葉を聞いて座り直した。





※






　クロノが侯爵邸の執務室に入ると、ティリアが席に着いて待っていた。

　肘ひじを突き、口元を隠すように手を組んでいる。

「遅おそかったな、クロノ」

「これでも、急いで来たんだよ」

　クロノは後ろ手に扉を閉め、部屋の中央に移動した。

「ところで、エラキス侯爵は？」

「原生林に置いてきた」

「いいの？」

「再さい侵しん攻こうを警けい戒かいしなければいけないからな」

　ティリアはしれっと答えた。

「で、何の用？」

「お前に私がエラキス侯爵領にいる理由を話してなかったと思ってな」

「……」

　クロノは無言で踵きびすを返した。嫌いやな予感がした。不敬かも知れないが、厄やつ介かい事ごとは御ご免めんだ。

「逃げるな！」

　何かが首筋を掠かすめ、扉に突き刺ささった。それは羽根ペンだった。

　白い光が湯気のように立ち上っている。純白にして秩ちつ序じよを司つかさどる神の神威術だ。

「こんなことに神威術を使うの？」

「大事なことだ。純白にして秩序を司る神も許して下さる」

　逃げられないか、とクロノはティリアに向き直った。

「で、ティリアが来た理由は何なの？」

「エラキス侯爵が軍費を横領していると密告があってな。その調査に来たんだ」

「軍費の横領？」

　クロノは思わず問い返した。

　軍費――兵士の給きゆう与よや食費、装備代は帝てい国こくの税金によって賄まかなわれている。

　領主の負担を軽減するという建前だが、本当の目的は軍ぐん閥ばつを組織させないことにある。

　そのために帝国は兵士の月給を金貨二枚に定めている。

　そこそこ腕の立つ職人ならば稼げる金額だが、そうでない者にとっては破格の報ほう酬しゆうだ。

　これが私兵を雇やとう際の最低報酬になる。

　帝国内で傭よう兵へいが正業と見なされないことを考えれば一定の成果を上げていると言える。

　もちろん、それは帝国にとっても大きな負担だ。

　帝国は常備軍を維い持じするために税収の半分近くを軍費に使っているのだから。

　逆に言えばそこまでしてでも軍閥を組織させたくないのだ。

　もし、エラキス侯爵が本当に軍費を横領しているのならば死罪は免まぬがれない。

「証しよう拠こは？」

「それも含ふくめての調査だ」

「それって危険じゃない？」

「……」

　ティリアは何も答えなかった。横領が事実であればエラキス侯爵は証拠を掴つかませまいとするだろう。命が懸かかっているのだから実力行使に出るかも知れない。

「お前に何かあれば大手を振って調査に乗り出せるんだがな」

「怖ッ！　僕達は友達じゃなかったのッ？」

「私もお前を友達だと思っているが……」

「思っているが？」

「それは永遠を意味しない」

「かっこいい言葉で誤ご魔ま化かさないでよ！」

　クロノはシニカルな笑えみを浮かべるティリアに突っ込んだ。

「冗じよう談だんはさておき」

「冗談だったんだ」

　クロノは胸を撫なで下おろした。

「当たり前だ。私がお前を危険な目に遭わせるはずがないだろ」

「本当に？」

「疑うたぐり深ぶかいヤツだな。大体、エラキス侯爵にだってお前を殺すメリットとデメリットが分かっているはずだぞ」

「横領してるかも知れない相手を信じてもいいのかな？」

　ティリアの考えはもっともだと思うが、どうしても不安を拭えない。

「チンピラを雇ってグサッっていうこともあると思うし、武力で制圧してくれるとありがたいんだけど」

「それは無理だ」

「なんで？　証言があるんでしょ？」

「証言だけで動くことはできん。面めん倒どうだが、手続きを踏ふまねばならん」

　ティリアはうんざりしたような口調で言った。

「……クロノ」

　ティリアは神しん妙みような面おも持もちでクロノを見つめた。

「調査に協力してくれないか？　もちろん、身の安全に配はい慮りよするし、礼はする」

「……分かったよ」

　クロノは少し間を置いて頷うなずいた。

「流石さすが、我わが友ともだな」

「努力はするけど、あまり期待しないでね？」

「自己評価が低いのがお前の欠点だな。私に勝ち、イグニス将軍の率いる神聖アルゴ王国軍を敗走させたのだからもっと堂々とすればいいじゃないか」

「自信満々だったら初うい陣じんで死んでるよ」

　クロノは深々と溜ため息いきを吐ついた。





※






　クロノが侯爵邸の正門から出ると、ミノが歩み寄ってきた。

「大将、お疲つかれ様さまでさ」

「うん、少し疲れたよ」

　クロノは小さく溜息を吐いた。

「疲れてるんなら今日は引き上げやしょう」

「僕を待っている部下が――」

「大将が見み舞まいに来たら休めるもんも休めませんぜ」

「やっぱり、迷めい惑わくだった？」

「……」

　ミノは答えなかった。それが答えだ。

　戸惑ってるって言ったくせに、と思わないでもない。

「大将は変わってやすね」

「普ふ通つうだよ」

「いや、あっしが見てきた人間の中じゃ特に変わってますぜ。亜あ人じんのために命を張って、病院まで手配して下すったんですから」

「病院を手配できたのはティリアのお陰かげだよ」

「大将が進言してくれなきゃ皇女殿下も動かなかったと思いやすぜ」

「そうかな？」

「所しよ詮せん、あっしらは真ま面じ目めに働くよりも切った張ったで金貨一枚を稼かせぐ方を選んだ人でなしでさ。そんなあっしらを皇女殿下が気に掛かけて下さるとは思えやせん」

「そんなこと……ちょっと待った」

　クロノはミノの言葉を否定しようとし、あることに気付いた。

「金貨一枚って言った？」

「へい、言いやした」

「兵士の月給が金貨二枚って知ってる？」

「知ってやすが、これくらいのことはザラにあるんで。金貨一枚でも支給されているだけマシですぜ」

　ブラックな環かん境きように順応しすぎたサラリーマンみたいだ、とクロノは呻いた。

　不正を取とり締しまる制度があっても利用方法を知らなければ意味がない。

　ともあれ、軍費の横領は確かなようだ。あとはどうやって証拠を掴むかだ。

「……」

「どうかしたんで？」

　クロノが黙だまっていると、ミノが心配そうに声を掛けてきた。

「ミノさん、実は……僕はティリアから軍費横領の証拠を掴むように言われてるんだ」

「大将！」

　ミノは悲鳴じみた声を上げ、きょろきょろと周囲を見回した。

「誰だれかに聞かれたらどうするつもりなんで？　それ以前にあっしが裏切ったら――」

「そこは賭かけというか、裏切られたら人を見る目がなかったってことだよ」

「あっしを信用してるってことですかい？」

「副官を信じない訳にはいかないよ」

　ぶふー、とミノは鼻から息を吐いた。

「いくつか質問してもいいですかい？」

「いいよ」

「大将の利益は何ど処こにあるんで？」

「ティリアの覚えがよくなるくらいだね」

「あっしが見た所、大将は出世に興味があるように見えやせん。なのに、どうしてこんな真ま似ねをするんで？」

「ティリアに頼たのまれちゃったし、エラキス侯爵に味方する理由もないしね。それと、少しはミノさん達たちの扱いがまともになればと思ってる」

　あとは、とクロノは続けた。

「父さんと母さんに誇ってもらえる息むす子こになりたい」

「……」

　ミノは思案するように押おし黙った。

「分かりやした。あっしは大将に付いて行きやす」

「よし！　じゃあ、経理担当者の部屋に押し入ろう！」

「今からですかいッ？」

　ミノはギョッと目を見開いた。

「善は急げって言うでしょ？」

「いや、こういうことはじっくりと腰こしを据すえて――」

「下手の考え休むに似たりだよ」

　拷ごう問もんをしてでも証拠を押さえればいいのだ。

　問題が起きてもティリアが何とかしてくれるだろう。

　クロノはミノを連れ、再び侯爵邸の正門を潜くぐった。

　玄げん関かんから中に入り、エントランスホールから廊ろう下かに移動する。

　見み咎とがめる者はなく、拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に目的地――経理担当者の部屋に辿たどり着ついた。

「クロノ殿、どうしたんだい？」

　部屋に入ると、経理担当者は席を立ち、こちらに近づいてきた。

　経理担当者はこれといった特とく徴ちようのない男だった。中肉中背で真面目そうな感じがする。

　もっとも、不正に関かん与よしている時点で真面目とは言い難がたいが――。

「もしかして、給料の前が――」

「ヒョォォォォォッ！」

　クロノは奇き声せいを上げ、思いっきり蹴けりを入れた。

　経理担当者はもんどり打って倒たおれ、そこに追い打ちをかける。

「ヒョォォォ！」

「や、止やめ、ヒィィィィッ！」

　クロノは奇声を上げながら経理担当者に蹴りを入れた。

「やめ――グボッ！」

「ヒョォォォ！　ホォォォォァッ！」

　さらに蹴りを浴びせかけると、経理担当者は亀かめのように丸くなった。

「な、なんで、いきなり蹴るなんて」

「出せ」

「何を？」

「……ふぅ」

　クロノは溜息を吐き、経理担当者の脇わき腹ばらを蹴り上げた。

　経理担当者は激しく噎むせ返り、憎にく々にくしげに睨ねめ付けてきた。

「裏うら帳ちよう簿ぼだよ。エラキス侯爵が軍費を横領しているのは分かってるんだ」

「裏帳簿なんて知らない」

「ミノさん、指を折ろう」

　へい、とミノは経理担当者の首根っこを掴み、右みぎ腕うでを伸ばした。

「大将、拳こぶしを握にぎってやすぜ」

「大丈夫だよ」

　クロノは軽くジャンプし、拳の上に飛び乗った。

　骨の折れる音が断続的に響ひびき、経理担当者は絶ぜつ叫きようした。

「こういうのは一本ずつ折るもんだろぉぉぉッ！」

「面めん倒どう臭くさいから纏まとめてやってみました」

「くそくそくそ！　ふざけるな！　裏帳簿なんてないって言ってるだろうが！　こんな真似をしてエラキス侯爵が黙っていると――」

「ごちゃごちゃうるせぇ！　てめぇの家に火を点けるぞッ！」

「――ッ！」

　クロノが叫さけぶと、経理担当者は息を呑んだ。

「か、家族は関係ない！」

「知るか！」

　クロノは経理担当者の顔を蹴り上あげた。折れた歯が宙を舞まう。

「こんな無法が罷まかり通とおると思っているのか？」

「皇女殿下は見て見ぬフリをして下さるよ。君の家族が無む惨ざんな死に方をしてもね」

「嘘だ！　ハッタリだ！」

「試ためしてみる？」

　クロノが微笑ほほえみかけると、経理担当者はぶるりと身を震ふるわせた。

「協力してくれれば便べん宜ぎを図はかってあげてもいいよ？」

「どんな見返りがあるんだ？」

「裏帳簿を渡してくれれば今日一日だけ自由にしてあげる」

「それの何処が見返りなんだッ？」

「新しい土地でやり直すチャンスをあげるって言ってるんだよ」

　経理担当者の目が忙せわしなく動き――。

「…………分かった。裏帳簿を差し出す」

　長い沈ちん黙もくの後で絞しぼり出すように言った。

「……ミノさん」

「へい、分かりやした」

　ミノが手を離すと、経理担当者はよろよろと立ち上がった。

　机に歩み寄り、引き出しから羊皮紙の束を取り出した。

「何をしている！」

　背後から怒ど声せいを浴びて振り返る。すると、エラキス侯爵が廊下に立っていた。ティリアは原生林に置いてきたと言っていたが、置き去りにしてきたという意味ではなかったようだ。エラキス侯爵は自分の命運が尽つきかけているとも知らずに近づいてきた。

「クロノ殿、これはどういうことだね？」

「横領の証拠を掴んだ所です」

「な、何を言っているのだ。私は横領などしていない」

「ほぅ、面おも白しろそうな話をしているな」

　エラキス侯爵が振り返ると、廊下にティリアが立っていた。

「皇女殿下！　これは何かの間ま違ちがいです！」

「私は不正の証拠を持っている！」

　エラキス侯爵が叫び、経理担当者が裏帳簿を高々と掲かかげた。

「き、貴様！　裏切るつもりか！」

「アンタと心中するのはごめんだ！　皇女殿下！　不正の証拠を渡します！　もちろん、証言だってします！　だから、命だけは助けて下さい！」

　思わず経理担当者を見つめる。

　逃げられないと判断した途と端たん、エラキス侯爵を裏切る変わり身の速さに脱だつ帽ぼうだ。

「わ、私は七代続く侯爵家の当主ですぞ！」

「知っている」

　ティリアはうんざりしたように言った。

「父も、叔父おじも……親類縁えん者じやは貴方あなたの父君を皇位に就つけるために死んだ！　その忠義に対する報酬がこれかッ！」

「だから、お前に領主と大隊長を兼けん任にんさせてやったんだ！　本来ならば兼任させない所を特別になッ！」

　ティリアは逆切れするエラキス侯爵に怒ど鳴なり返した。

「父の……皇こう帝てい陛下の信しん頼らいを裏切ったのはお前だ。その罪を償つぐなえ」

「う、うぐぐッ！」

　エラキス侯爵は顔を真っ赤にして呻うめいた。

「せめてもの情けだ。冤えん罪ざいにならないように帝都でしっかりと話を聞いてやる」

「う、うぁ、おしまいだ」

　エラキス侯爵は頭を抱かかえ、その場に蹲うずくまった。

「……これで一段落かな」

「いや、まあ、何というか、言葉もありやせん」

　ミノが今一つ釈しやく然ぜんとしていないようだったが、終わりよければ全すべてよしだ。

　その時、シロが部屋に飛び込んできた。

「クロノ様、大変！」

「今度は何ッ？」

「レイラ、軍、辞やめる、言ってる！」

「え？　なんで、いきなり？」

「レイラ、クロノ様の誇りになれない、言ってる。意味、分からない」

「え？　えっと、とにかく引き止める！」

　クロノは混乱しながらも決断した。

「レイラは何処？」

「病院、ホール、拘こう束そくしてる」

「なんで、病院？」

「クロノ様、いると思った」

「……なるほど」

　どうやら、レイラはクロノが病室に戻もどっていると思ったらしい。

「いや、納なつ得とくしてる場合じゃない！」

　クロノは廊下に飛び出した。





※






　クロノが病院のホールに入ると、レイラは仲間に囲まれていた。

　古びた服を着て、鞄かばんを一つだけ持っている。恐らく、それが彼かの女じよの全財産なのだろう。

「……レイラ」

「クロノ様？」

　クロノが名前を呼ぶと、レイラは驚おどろいたように目を見開いた。

「どうして、いきなり軍を辞めるだなんて」

「……」

　レイラは能面のような表情を貼はり付つけたまま口を閉ざしていた。

「……僕の誇りになれないってどういう意味？」

「誰からそれを？」

　シロから聞いたと気付いたのだろう。レイラはシロを睨にらみ付けた。

「理由を教えて欲ほしいんだ。そうじゃないと納得できない」

「……私は帝都のスラム出身です。売春婦だった母親とその客の間に生まれた子どもです。軍に入隊するまでに何度も乱暴されて、ここに来てからも……そんな私が、薄うす汚ぎたないハーフエルフの私がクロノ様の誇りになれる訳がないじゃありませんか」

　レイラは悲しげに微笑んだ。きっと、クロノには想像もできないほど過か酷こくな人生で色々なものを諦あきらめてきたのだろう。

　ハーフエルフだから、娼しよう婦ふの娘むすめだから、何度も乱暴されてしまったからと苦しいことがあるたびに自分を納得させてきたに違いない。だから、今回も――クロノがレイラの過去を知り、不幸な結末を迎むかえる前に諦めようとしたのだ。

　クロノは何も言い返せなかった。何か言わなければならない。何か言わなければレイラを引き止めることはできない。それなのに言葉が出てこなかった。

　レイラのことを誇りに思う。それは本心から出た言葉だった。これが本物でないのならクロノの人生には偽いつわりしかないと言い切れる。だが、そんな言葉でさえレイラを追い詰つめるだけだったのだ。

　どうすればレイラを引き止めることができるのか。どうすれば――。クロノの思考は空転したまま、レイラがゆっくり歩き出した。

「待って！」

　クロノは反射的にレイラの手首を掴んだ。

「離して下さい！　クロノ様に綺麗だと仰おつしやって頂けて嬉うれしかった！　けれど、駄だ目めなんです！　私は信じられない！　何の根こん拠きよもない言葉を聞いても信じられないんです！」

「……だ」

　レイラが捲まくし立たてるように言い、クロノは小さく呟つぶやいた。

「え？」

「世界人権宣言だ」

　クロノは半ばパニックに陥おちいりながら中学校で教わった内容を必死に思い起こした。

「えっと、全ての人は生まれながらに自由で……尊厳と権利において平等である、だったかな？　と、とにかく、世界人権宣言が根拠だよ」

「世界人権宣言なんて聞いたことがありません」

　レイラが困こん惑わくしたように呟き、クロノは今度こそパニックに陥った。

「あ、あ～、実は、僕は別の世界から来たんだ」

「嘘を吐つくんですか？」

「嘘じゃないよ！　僕のいた世界じゃ、平民とか貴族とかなくて、相手が誰であっても差別しちゃいけないとか、殴なぐっちゃいけないとか、そういう風に教わるんだ。だから、だから……」

　クロノは必死に言葉を紡つむいだが、同時に途と方ほうもない無力感を覚えた。いくらなんでも異世界から来たなんて荒こう唐とう無む稽けいすぎる。馬ば鹿かにされていると思われても不思議ではない。

「どうして、私のために嘘まで吐いて？」

「嘘じゃないよ。ああ、いや、異世界から来たって部分は信じてくれなくてもいいんだけど……レイラを引き止めたいって気持ちに嘘はないんだ」

「私はクロノ様の傍そばにいてもいいのですか？」

「もちろんだよ」

「私はハーフエルフで、娼婦の娘で、何度も乱暴されているのに……」

「生まれも、育ちも関係ない。その、スラムでの件だってレイラは被ひ害がい者しやで……ごめん、上う手まく言えない」

「分かりました」

　レイラは人差し指で涙なみだを拭った。

「……クロノ様、少しだけ気持ちを整理する時間を下さい。じっくりと考えて、それからクロノ様の気持ちに応こたえたいんです」

「焦あせらないで、ゆっくり考えて」

　はい、とレイラは静かに頷いた。
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　夜――。

「今日は疲れたな」

　クロノは病室のベッドに腰を下ろし、小さく溜息を吐いた。

「レイラ、残ってくれるかな」

　できれば残って欲しいが、決めるのは彼女だ。無む理り強じいはできない。

「焦らずに決めてくれるといいんだけど」

　呟いたその時、扉とびらを叩たたく音が響いた。

「誰だろう？」

　クロノは立ち上がり、扉を開けた。

　すると、そこには思おもい詰めたような表情を浮うかべたレイラが立っていた。

「……あの、クロノ様」

「こんな時間にどうしたの？」

　優やさしく声を掛けたつもりなのだが、レイラは体を強こわ張ばらせた。

　まるで叱しかられている子どものようだ。

「この時間帯は入れないようになっているはずだけど……もしかして、忍しのび込んだの？」

「……はい」

　レイラが項うな垂だれたその時、足音が聞こえた。どうやら、見回りのようだ。

「とりあえず、入って」

「はい！」

　クロノは病室にレイラを入れ、扉を閉めた。

「じっくりと考えるって言ってたから、もっと時間が掛かると思ってたよ」

「申し訳ありません。ですが、あれから必死に考えたんです」

　言うが早いか、レイラはクロノの胸に飛び込んできた。

「わ、私もクロノ様のことを愛しているのだと思います！」

「え？」

「ご迷惑でしたか？」

「いや、嬉しいよ」

　違う！　どうして、こんなことに？　とクロノはレイラを抱だき締めながら自問した。

　とにかく、誤解を解かなければならない。クロノはレイラから離はなれ、ベッドに座すわった。

「適当に座って」

「……はい」

　レイラは恥はずかしそうに頷き、クロノの隣となりに座った。どっと汗あせが噴ふき出る。

　隣を見ると、レイラが不安そうにこちらを見ていた。

　心なしか耳が垂れているように見える。いけない、とクロノは正面を見つめた。

　どれくらいベッドに座っていただろうか。不意に柔やわらかな感かん触しよくが腕うでに押し付けられた。

　再び隣を見ると、そこには金色の瞳ひとみがあった。

「クロノ様、愛人の一人で構いません。どうか、貴方の傍にいさせて下さい。私の愛は……貴方だけのものです」

「――ッ！」

　それがトドメだった。クロノはレイラをベッドに押し倒していた。

「……クロノ様、できれば優しくしてくれると嬉しいです」

「わ、分かった」

　クロノは優しくレイラにキスをした。







第三章　『叙爵』







　どうして、こんなことになったのだろう？　とクロノは天てん井じようを見上げながら自問した。

　昨夜は誤解を解く努力をせずに状じよう況きようと本能に流されるままレイラを抱いてしまった。

　そんな不実な真似をしてよかったのだろうか。

　そんなことを考えながら隣を見ると、レイラが安らかな寝ね息いきを立てていた。

　元の世界にいたらお近づきになることもできなかったような美人が隣で寝ている。

　そう考えると、今の状況が悪くないような気がしてきた。

　やってしまったものは仕方がない。覆ふく水すい盆ぼんに返らず、明日あしたは明日の風が吹ふく。

「……ん」

　レイラが小さく呻き、睫まつ毛げがわずかに震える。

「……クロノ様？」

「もう少し寝てていいよ」

　レイラは頷き、子犬のように擦すり寄よってきた。

「少し頭を上げて」

「え？　はい」

　レイラは困惑しながらも頭を上げ、クロノはその下に腕を滑すべり込ませた。

「このまま、下ろして」

「あの、その……」

「いいから」

　レイラは躊躇ためらいがちにクロノの腕に頭を下ろした。

「あの、ご迷惑ではなかったでしょうか？」

「どちらかと言えば、びっくりしたって感じかな」

　クロノが尖とがった耳を弄もてあそぶと、レイラは心ここ地ちよさそうに目を細めた。

「申し訳ありません。この機会を逃のがしたら幸せになれないような気がして……正気を失っていました」

　レイラは恥ずかしそうに俯うつむいたが、冷静さを失っていたのはクロノも同じだ。

「今は幸せ？」

「はい、幸せです。それに、あんなに優しくされたのは初めてで……」

「それはよかった」
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「何がですか？」

「察してくれていると思うけど、初めてだったから」

　昨夜のことを思い出すと、頬ほおが熱くなる。

　それなりに勉強してきたつもりだが、フィクションはやはりフィクションなのだ。

「……申し訳ありません。その、私も初めてを捧ささげられればよかったのですが」

「いや、そういう謝あやまられ方をされるとちょっと」

　レイラが呻くように言い、クロノは頬を掻かいた。童どう貞ていは守るべきものではなく、捨てるべきものだ。どう考えても等価交こう換かんの原則に反している。

　それにしても昨夜のレイラは可愛かわいかったな～、とクロノは相好を崩くずした。

「……クロノ様」

　レイラは足の方――元気になっているクロノの股こ間かんを見つめた。

「……朝から申し訳ないんだけど」

「は、はい、存分に私を愛して下さい」

「ありがとうございます」

　クロノが体を起こし、レイラに覆おおい被かぶさろうとしたその時、扉を叩く音が響いた。

「タイミングが悪いな！」

「クロノ様、仕事ですから」

「うぐぐ、あんまりだ」

　クロノはベッドから下り、ズボンを穿はいた。

「レイラ、布ふ団とんを被ってて」

　はい、とレイラは頭から布団を被った。再び扉を叩く音が響く。

「は～い！　すぐに開けます！」

　クロノが扉を開けると、ティリアが廊下に立っていた。

「……」

　クロノは無言で扉を閉めた。ドンドンと扉を叩く音が響き、そっと扉を開ける。

「何な故ぜ、閉めた？」

「見み間ま違ちがいかと思って。ところで、どうしてティリアがここに？」

「うむ、お前に伝えたいことがあったんだ」

「こういう時って、使いの人が来るもんじゃないの？」

「うむ、シッターには書類の整理を任せていてな。仕方がなく、私が来たという訳だ」

　ティリアは得意げに小鼻を膨ふくらませた。

「少し話が長くなりそうなんだが、入ってもいいか？」

「駄目！」

「何故、駄目なんだ？」

　ティリアは不思議そうに首を傾かしげた。

　レイラがベッドで寝ているからですと言えるはずもなく――。

「ああ、そ、その、そう！　起きたばかりで散らかってるから？」

「別に私は構わんが？」

「僕ぼくが構うんだよ！　あのね、やっぱり、いくら男とはいえ、散らかってる部屋を女の子には見せたくないもんなんだよ」

「よく分からんが、無理強いはよくないな。では、執しつ務む室しつで待っているとしよう」

「すぐに行くよ」

「うむ、待ってるぞ」

　ティリアは頷き、踵きびすを返した。

　クロノはティリアが階段を下りるのを確かく認にんして扉を閉めた。

「……クロノ様」

「そういう訳で今から執務室に行ってくるよ。レイラはいつも通りね。それと男女の仲にはなったけど、同どう僚りように偉えらそうな態度を取ったら駄目だからね」

「もちろんです」

　クロノは内心胸を撫なで下ろした。パートで働いていた母親が、アルバイトの女性が店長と付き合い始めた途端、横おう柄へいな態度を取るようになったとぼやいていたからだ。
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　クロノが侯こう爵しやく邸ていの執務室に入ると、ティリアは席に着いて待っていた。

　何があったのか、ほんの十数分しか経たっていないのに不ふ機き嫌げんそうだ。

「遅おそかったな」

「これでも急いできたんだよ」

「ほぅ、私はハーフエルフといちゃついているとばかり思っていたぞ」

「何のこと？」

　クロノは心臓を鷲わし掴づかみにされたような衝しよう撃げきを覚えたが、平静を装よそおって尋たずねた。

「部下から報告を受けたのだが……」

「見間違いじゃない？」

「分かった」

　ティリアは小さく溜ため息いきを吐ついた。

「だが、ハーフエルフはいかん」

「どうして？」

「身分違ちがいだからだ。とかく、身分違いの恋こいは美化されがちだが、現実はそうじゃない」

「ティリアは恋れん愛あい経験があるの？」

「ある訳がないだろう。これは一いつ般ぱん論ろんだ」

「うん、それで？」

「身分違いの場合、相手はお前ではなく、お前の後ろにある金を見ている。将来、クロフォード男だん爵しやく家を継つぐお前の金をな」

「ティリアはすごいね」

「当然だ。これでも私は皇女なのだから」

　皮肉のつもりだったのだが、ティリアは得意げに小鼻を膨らませた。

「私がハーフエルフはいかんと言った理由が分かったな？」

「うん、まあ、理由は分かった」

　けど、と心の中で続ける。ティリアが言う通り、レイラには打算があったのかも知れないが、ハーフエルフだからと色々なものを諦めてきた彼女がクロノを求めてくれた。

　それはとても勇気のいる決断だったはずだ。もちろん、これはクロノの想像にすぎないが、それでも『私の愛は貴方だけのものです』と言ったレイラを信じたい。

　まあ、そんなことを言ったら怒おこりそうだけど、とクロノは小さく溜息を吐いた。

「それで、何の用？」

「うむ、実は……いいニュースと悪いニュースがあるんだが、どっちから聞きたい？」

「悪いニュースから」

「分かった」

　ティリアは頷うなずいた。

「さて、悪いニュースだが……実はエラキス侯こう爵しやくが死んだ」

「そうなんだ」

「反応が薄うすいな。もっと驚くかと思ったんだが」

「逃にげ出だしたって言うんなら驚いたけど、死んだくらいじゃね」

　死し刑けいが確定していた人間が死んでも『ああ、そうか』と思うだけだ。

「死因は？」

「服毒死だ。どうやら、毒を隠かくし持もっていたらしい」

「本当に？」

「私が毒殺したとでも言いたいのか？」

　クロノが問いかけると、ティリアはムッとしたような口調で言った。

「そうは思わないけど、口を封ふうじようとする人間がいても不思議じゃないと思って」

「その可能性は低い」

「なんで？」

「見張りを立てていたからな」

「なるほど」

「見張りを立てずに放置するほど私はうっかりしてないぞ」

「エラキス侯爵が自殺したのは分かったけど、よく座れるね？」

「ん？　ああ、イスのことか」

　ティリアは背もたれに寄り掛かかった。

「なかなかの座り心ごこ地ちだ」

「抵てい抗こうはないの？」

「そんなことを言ったら侯爵邸を取とり壊こわす羽目になるぞ」

　ティリアは呆あきれたように言った。

「それで、いいニュースは？」

「エラキス侯爵の後任が決まったぞ」

　ティリアがニヤリと笑い、悪お寒かんが背筋を這はい上がった。

「帰っていい？」

「駄目だ。というか、どうしていつも帰ろうとするんだ？」

「いつもじゃないよ。嫌いやな予感がした時だけ」

「私が話そうとする時、お前はいつも嫌な予感がしているのか？」

「まあ、大体」

「残念だが、その予感は外れだ」

　ティリアは勝かち誇ほこったような笑えみを浮かべた。

「じゃあ、エラキス侯爵の後任は僕じゃないんだよね？」

「……」

　クロノが恐おそる恐る尋ねると、ティリアは押おし黙だまった。

「どうして、分かったんだ？」

「嫌な予感がしたから」

　ティリアが呻くように言い、クロノは深々と溜息を吐いた。

「とにかく、後任はお前だ。今日からお前はエラキス侯爵だ」

「断れない？」

「何故、断る？」

　ティリアは真顔で問い返してきた。

「僕には無理だよ。領地経営の素人しろうとだし、将来はクロフォード男爵領を継がなきゃならないんだからさ」

　クロフォード男爵領は帝てい国こくの南なん端たんで、エラキス侯爵領は帝国の北西端に近い。

　二つの領地が近いのならまだしもこれではまともに領地を経営できない。

「お前がクロフォード男爵領を継ぐのは何年も先のことだろう？　その間に対策を考えればいいじゃないか」

「一理あると思うけど、ティリアの一存で領主を決めていいの？」

「あまりよくはないが、非常事態だからな。父上も認めて下さるだろう」

　ティリアは難しそうに眉まゆ根ねを寄せながら言った。

「一つ聞きたいんだけど、どうして僕なの？」

「……ふむ」

　ティリアは思案するように腕を組んだ。

「一言では難しいが、お前に期待しているからだな」

「難しくないよ、それ」

　思いがけない評価に全身が熱くなったが、クロノは平静を装った。

「だが、正直な気持ちだ。お前は実技も、座学もダメダメだったが――」

「ひどい言い草だ」

「そうか？　ちょっとマイルドな表現を心こころ掛がけてみたんだが」

「何ど処こがマイルドなの？」

「ダメダメと言っただろう？　何だかちょっと可愛い感じになってないか？」

「いや、あんまり」

「そうか」

　ティリアは眉根を寄せ、少しだけ俯いた。

「で、どうする？」

「わかった、やるよ」

「それはよかった」

　ティリアは満足そうに微笑んだ。

「ところで、予算はどれくらいあるの？」

「ないぞ」

　ティリアは即そく答とうした。

「聞き方が悪かったかな？　皇女殿でん下か、活動資金は如い何かほど頂けるのですか？」

「だから、ないんだ。解かい雇こした使用人どもに退職金をくれてやったから侯爵邸の金庫には真しん鍮ちゆう貨か一枚残っていない」

「使用人まで解雇しちゃったの？」

「エラキス侯爵に仕えていた使用人がいてもいいことはないぞ。ここは気前よく退職金を払はらって辞めさせた方がいい。それともお前は退職金を支払わずに放ほうり出せばよかったと思っているのか？」

「そうじゃないけど、お金もない、人もいないでどうやって領地を運営するのさ」

「十月まで凌しのげば税を徴ちよう収しゆうできるぞ」

「それまでどう凌ぐかが問題なんだよ」

　こんなことになるなら断っておけばよかった、とクロノは溜息を吐いた。

「税を徴収しようにも事務官がいてくれないと」

「事務官なら私の部下を置いていく」

「そんなことをしてもいいの？」

「元々、そのための人材だからな。という訳で事務官の心配はいらないぞ」
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「取り敢あえず、状況を確認しないと」

「それなら報告が上がっている」

　ティリアは一枚の羊皮紙を手に取った。

「何でも未払いの給きゆう与よが金貨六万枚あるそうだ」

「金貨六万枚！」

　クロノは思わず叫さけんだ。

「戦死者分を差し引くと金貨三万九千枚らしいぞ」

「それでもすごい額だよ。こんな借金がある状態からどうしろってのさ」

「なんだ、さっきから金金金と」

「ティリアが考えなしに退職金を払わなければこんなことにはならなかったんだよ」

「いや、まあ、それは悪かったと思うが……」

「もういいよ。予算は自分で何とかするからさ」

　クロノは溜息を吐き、執務室を後にした。





※






「大将、この像ぞうは何処に置けばいいんで？」

「見やすいように、適当に並べてくれればいいよ」

「分かりやした」

　ミノは抱きかかえていた裸ら婦ふ像ぞうをエントランスホールの床ゆかに置いた。

　人間サイズの裸婦像だが、ミノと比べると小さく見える。

「これで最後かな？」

「へい、この像で宝物庫にあったのは最後でさ」

「それにしても、随ずい分ぶんと溜ため込んだもんだね」

　クロノはエントランスホールを見回した。そこには美術品や工芸品、武器、マジックアイテムなどが所ところ狭せましと並んでいる。全てエラキス侯爵のコレクションだ。

「どうかしたんですかい？」

「何となくなんだけど、統一感がないような気がして」

　コレクターは特定のジャンルやシリーズに関係する物を集める。少なくとも方向性くらいは存在するはずだ。にもかかわらず、ここにあるコレクションからはそれらが感じられない。手て当あたり次し第だいに集めたような印象が拭ぬぐえないのだ。

　まあ、何を考えて集めたかなんて関係ないか、とクロノは部下達たち――ミノ、リザド、ホルス、レオ、シロ、ハイイロ、ゴルディ、レイラに視線を向けた。

「皆みんな、病やみ上あがりなのにありがとう」

「礼なんて必要ありやせん。鈍にぶった体を鍛きたえ直すにゃ足りないくらいでさ」

　クロノは声を掛けると、ミノが代表して答えた。

「大将、やっておいてなんですが、こんなことをしちまっていいんですかい？」

「うん、そのことなんだけど、実はティリアに次のエラキス侯爵に任命されたんだ」

「するってぇと？」

「今は僕がエラキス侯爵ってことだね」

「おめでとうございやす」

「ただ、この話には続きがあって……」

「へい、どんな？」

「お金がない」

　あちゃー、とミノが顔を覆った。

「大将、そいつはマズいですぜ。金がないのは首がないのと同じでさ」

「だから、エラキス侯爵のコレクションを売ってお金を稼かせごうと思ったんだよ」

　寝た子を起こしたくないので未払いの給与を払えないとは言わない。

　そんな自分の小ささが嫌になるが、ない袖そでは振ふれないのだ。

「大将がコレクションを売って金を稼ごうとしているのは分かりやしたが、どうしてこんな所に並べてるんで？」

「売うり払うにしても目録を作ってからじゃないとね」

「さっさと売り払っちまった方が楽でいいと思いやすが」

「どんな物があって、いくらで売ったのか把は握あくしておきたいんだよ」

「まあ、大将がそうするって言うんなら」

　取引をするのに必要だと思うのだが、ミノは今一つ納得していないようだ。

「レイラ、目録の作成を手伝って」

「……クロノ様」

　クロノが筆記用具――羊皮紙を貼り付けた板と羽根ペン、インク壺つぼを差し出してもレイラは受け取ろうとしなかった。わずかに顎あごを引き、目で何かを訴うつたえている。

「どうかした？」

「大将、レイラは文字を書けませんぜ」

「申し訳ありません」

　ミノが答え、レイラは俯いた。

「そうなの？」

「読み書きができるってヤツはそれほど多くいやせん」

「買い物する時はどうするの？」

「文字が読めなくて困ったことはありやせんね」

「じゃ、数字は？　数字は数えられるの？」

「そりゃ、数なら数えられやすぜ」

　う～む、とクロノは唸うなった。読み書きはできないのに数は数えられる。文字は生活に密着していないが、算数は生活に密着しているということなのだろうか。今、そんなことを考えても仕方がないが。

「この中で読み書き、算術ができるヒト、挙手！」

「できますぞ」

　ゴルディが怖おず怖ずと手を挙げた。

「何処で覚えたの？」

「鍛冶かじ職人として働いている時に叩き込まれたのですぞ。ある程度、読み書きができないと商人に騙だまされますからな」

「なるほど」

　識字率は十パーセントくらい、いや、もっと低いかも知れない。

　今まで意識してこなかったが、この世界で知識は限られた人間のものなのだろう。

「ゴルディ、よろしく」

「引き受けましたぞ」

　クロノはゴルディに筆記用具一式を渡わたし、一番端はしにある裸婦像に向かった。

「一番、裸婦像。二番、壺。三番――」

「一番は裸婦像、二番は壺、三番は――」

　クロノが品名を言い、ゴルディが羊皮紙にそれを書いていく。

「……二十番、ポールアクス？」

「クロノ様、これはカヌチ作のマジックアイテムですぞ」

　クロノが首を傾げながら言うと、ゴルディが説明してくれた。

「カヌチって、鍛冶の古い呼び方じゃなかったっけ？」

「カヌチは鍛冶師の門派ですぞ」

「そうなんだ」

　案外、この世界に来ている人間は多いのかも知れない。一方で生存率は低いように思える。言葉が通じない時点で詰つんだも同然だ。落ちた場所が悪かったり、初めて出会った相手が友好的でない場合も詰む。

　幸運にも生き延び、社会的に成功した者だけがカヌチのように自分の足そく跡せきを残せる。そう考えると、クロノはとんでもない幸運に恵めぐまれたことになる。まあ、この世界に落ちてきた時点でとんでもない不運に見み舞まわれているとも言えるが。

「カヌチ作の武器は高値で取引されておりましてな。マジックアイテムともなればその価値は計り知れませんぞ」

「どんな力があるか分かる？」

「使い方の書かれた箱が何ど処こかにあるはずですぞ」

　まさかの説明書、とクロノはポールアクスを見つめた。全長は二メートルを超こえる。斧おのは両りよう刃ばで片方が大きく作られ、頂端は槍やりの穂ほ先さきのようだ。石いし突づきは分銅のようになっていて、人間の頭ず蓋がい骨こつくらい簡単にかち割れそうだ。

「ミノさん、持てる？」

「そりゃ、これくらい」

　ミノは軽々とポールアクスを持ち上げた。

「じゃ、それはミノさんの」

「大将、本気ですかい？」

「武器として使えるんなら、そっちの方が良いかなと」

　感動しているのか、ミノは震ふるえていた。

「次……ガラス？　いや、水すい晶しよう？」

「クロノ様、それは離れた相手と会話できるマジックアイテムです」

　クロノが木箱に収められた二十個ほどの球体を見つめると、レイラが説明してくれた。

「どれくらい離れた相手と会話できるの？」

「ハシェルの中でなら何処にいても会話できます」

「そんなに便利なのに、どうして使わなかったんだろう？」

「そりゃ、高いからに決まってますぜ」

「ああ、そういうものかもね」

　通信用マジックアイテムは実用品ではなく、コレクションなのだ。

　自じ慢まんする物であって、使う物ではない。

「あとで皆に渡すよ」

「いいんですかい？」

「僕はコレクターじゃないからね」

　クロノは軽く肩かたを竦すくめた。

「次は弓か」

　クロノは弓を手に取り、注意深く見つめた。

　どうやら、この弓は複数の素材を組み合わせて作られたようだ。

「それは合成弓ですな」

「すごいものなの？」

「長ちよう弓きゆうとは比べものにならない射程と威い力りよくですぞ」

「へ～、そんなに」

　クロノはしげしげと弓を見つめた。

「量産できる？」

「工こう房ぼうさえあればできると思いますぞ」

「工房か」

　出費は抑おさえたいが、高品質の装備を支給すれば部下を死なせずに済むかも知れない。

　となれば答えは簡単だ。悩なやむまでもない。だが、一つだけ問題がある。

「でも、ゴルディだけじゃ量産できないよね？　職人の当てはあるの？」

「大だい丈じよう夫ぶですぞ」

　ゴルディは胸を張って言った。

　少し心配だが、ここまで言うのだから信用してもいいだろう。

「分かった。工房を建てよう」

「よ、よろしいのですか？」

「うん、でも、職人の確保とか、工房の立ち上げとか丸投げになると思うけど……」

「だ、大丈夫ですぞ！　粉ふん骨こつ砕さい身しんの覚かく悟ごで頑がん張ばりますぞッ！」

「じゃ、工房の話は後でするとして先に目録を作っちゃおう」

　クロノは合成弓を床に戻もどし、目録の作成を再開した。

「壺、壺、壺、皿、皿、絵画、絵画……大おお槌づち」

「それもカヌチの作ですな」

「ということはマジックアイテムか」

　大槌の長さは先さき程ほどのポールアクスと同じくらいだろう。

　並の生物なら撲ぼく殺さつできそうな感じだ。まともに振ることができればだが。

　ふと横を見ると、リザドと目が合ったような気がした。

「じゃあ、大槌はリザドに」

「……感謝」

　リザドはクロノの方を向き、右みぎ拳こぶしを左胸に置いた。これが帝国軍の敬礼だ。

「壺、壺、絵画、絵画、手の平サイズの裸婦像……五十番、大だい剣けん。これもカヌチの作？」

「クロノ様、慧けい眼がんですな」

「武器が二連続でカヌチ作だったから、これもそうかなって思っただけ。大剣はレオに」

「ありがたく頂ちよう戴だいする。この剣に恥はじない働きをするつもりだ」

　レオは大剣を手に取り、クロノに敬礼した。

「彫ちよう刻こく、彫刻、剣が二本……これもカヌチ作のマジックアイテム？」

「そうですぞ」

　これなら僕にも扱あつかえそうだ、とクロノは剣を手に取った。

　すると、シロとハイイロが期待に目を輝かがやかせてクロノを見つめていた。

「……この剣はシロとハイイロが使って」

「俺おれ、嬉うれしい！」

「必ず、クロノ様、役立つ！」

　クロノは千切れんばかりに尻しつ尾ぽを振るシロとハイイロに癒いやされ、目録を完成させるべく次々と品名を口にする。五十件くらいでうんざりしてきたが、終わりは必ず来ると自分を励はげまして作業を続ける。ゴルディが腕うでの痛みを訴えたので何度か休きゆう憩けいを挟はさみ――。

「六百六十……最後は剣か。これもカヌチ作のマジックアイテム？」

「マジックアイテムではないようですぞ？」

「ん？　柄つかに紋もん章しようがある」

　何処かで見たような、とクロノは首を傾げ――。

「ああ、皇室の紋章か。流石さすがにこれは売れないね」

「売り払ったら首が飛ぶと思いますぞ」

「じゃ、これは僕の腰こしに」

　皇室の紋章が刻まれているのだから何かの役に立つだろう。

「ゴルディ、目録は？」

「少し待って欲ほしいですぞ」

　十分ほど経過し――。

「できましたぞ！　計六百六十点の内訳は壺二百個、皿三百枚、絵画五十枚、彫刻大が十、彫刻小が五十、装そう飾しよく品ひん五十ですぞ」

「結構あるんだね。いくらくらいになりそう？」

「分かりませんぞ」

「ゴルディでも分からない？」

「私の専門は物作りですからな」

　ゴルディは難しそうに眉根を寄せた。

「相場が分からないと二束三文で買かい叩たたかれそうだね。何かいいアイディアは……」

「クロノ様、よろしいでしょうか？」

「レイラ、何か思い付いた？」

「大勢の商人に見積もってもらえばよいのではないでしょうか？」

「いいアイディアだね」

「い、いえ、そんなことはありません」

　レイラは恥ずかしそうに肩を窄すぼめたが、悪くないアイディアだ。

　引ひっ越こしをする時に複数の業者に見積もってもらうという話を聞いたことがある。

　確かにこの方法なら普ふ通つうに売るよりも高い金額になるだろう。

　だが、これも商人が実際に売る価格よりも安くなる可能性が高い。

　もっと高くなる方法はないだろうか、とクロノは腕を組んだ。





※






　ピクス商会はケフェウス帝国各地に支店を構える大商会だ。ニコラはエラキス侯爵領支店を預かる古参の商会員だが、商才は乏とぼしかった。人の何倍もの時間を掛け、ようやく支店を任されるようになったが、それを誇ることはできない。

　エラキス侯爵領支店の店長という職はニコラのような人材に用意された最後の花道だからだ。真ま面じ目めさだけが取り柄えの年寄りと言われたようなものだ。それでも、いや、だからこそ、真面目に商会の仕事をこなした。どんな相手も差別せず、見習い商会員の面めん倒どうもきちんと見てきた。そんなニコラの下に一組の男女がやって来たのは夕方のことだった。

　男の年ねん齢れいは二十歳はたちに届かないくらいだろうか。体付きは引き締しまっていて、右の額から頬にかけて大きな傷がある。右目の視力を失っているらしく目ま蓋ぶたを閉じていた。立ち居振ぶる舞まいから察するに軍人だろう。

　女はハーフエルフだった。二十歳を超えたくらいに見えるが、目安にすらならない。というのもエルフは人間の二倍から五倍の寿じゆ命みようを持つとされ、その血を引くハーフエルフもそれに準じた寿命を持つとされているからだ。

　こちらはかなりスマートな体形――栄養失調気味なのかも知れない――でみすぼらしい服を着ている。軍人が戯たわむれに娼しよう婦ふを買ったという所だろうか。

「どのようなご用件でしょうか？」

「この娘こに服を見繕って欲しいんです」

　ニコラが営業スマイルを浮うかべて応対すると、男は要望を口にした。

　丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいから高度な教育を受けていると判断する。

　恐らく、士官――貴族だ。ということはエラキス侯爵の関係者に違いない。

「では、こちらの服など如いか何がでしょう？」

　ニコラは黒と見み紛まがうような深い藍あい色いろのスカートとベージュのチュニック、スカートと同色のベストを差し出した。

「試着させてもらってもいいですか？」

「ええ、こちらが試着室になります。ベス、こちらのお客様を案内しなさい」

　ニコラは見習い商会員のベスを呼びつけ、ハーフエルフの女性を案内させる。

　しばらくして男はおずおずと口を開いた。

「あの、実は折り入って相談があるんですが？」

「何でしょう？」

「ある高貴な方から美術品の売ばい却きやくを命じられたのですが、相場が分からなくて」

「それはお困りでしょう。私でよろしければ相談に乗りますよ」

　それは本心から出た言葉だった。もちろん、商会の利益は考えているが、自分が力を貸さなければ美術品は二束三文で買い叩かれ、彼かれはエラキス侯爵に叱しつ責せきを受けるだろう。

　子どもが馬車の行き来する道に飛び出そうとしたら止める。それが人として当然の理だ。

「では、お願いできますか？」

「ええ、喜んで」

　あ、と男が小さく声を上げる。

「どうかなさいましたか？」

「申もうし遅おくれました。私はクロノと申します。クロード・クロフォード男爵の息むす子こと言えば分かりますか？」

「ええ、存じております」

　ニコラと同じかそれより上の世代ならば一度くらいはクロード・クロフォード男爵の名を聞いたことがあるはずだ。

「失礼しました。私はニコラと申します」

　ニコラは男――クロノと握あく手しゆを交かわした。

「この後、すぐに相談に乗ってもらうことは可能でしょうか？」

「ええ、問題ありません」

「それはよかった」

　クロノは安あん堵どしたかのように破顔したが、ニコラはすぐに自分の言葉を後こう悔かいすることになる。六百六十点に及およぶ美術品を鑑かん定ていさせられた上、実際の売却は翌日なのだから。





※






　翌日――ニコラは支店を部下に任せ、見習い商会員のベスとエラキス侯爵邸に赴おもむいた。

　馬車でエラキス侯爵邸の敷しき地ちに乗り入れるとベスが口を開いた。

「支店長、支店長！」

「何ですか？」

「あたしら殺されないッスよね？」

「そんなことはありませんよ」

　ニコラは苦く笑しようした。

「相場は分かったから用済み的な流れは嫌ッスよ」

「心配しすぎです」

　ニコラは馬車を止め、金貨の詰まった箱を抱だき上げて侯こう爵しやく邸ていに入る。

　すると、熱気が押し寄よせてきた。エントランスホールには大勢の亜あ人じんと人間がいた。

　亜人がホールを取り囲み、人間――商業区に店を構える商人達はイスに座すわっている。

　ニコラ達は空いている席に腰を下ろした。

「何かあるんスかね？　つか、あのステージの上に処しよ刑けい人が立つんスかね？」

「少し静かにしなさい」

　ニコラは正面にあるステージを見つめた。しばらくしてクロノがステージに上がった。

「皆さん、私はクロノ・クロフォードと申します。このたび、エラキス侯爵領の統治を任されることになりました」

　クロノが言葉を句切ると、商人達はざわめいた。

　恐きよう怖ふとも、怯おびえともつかない表情を浮かべている。

「今後の活動資金を得るために前任者が遺のこした財産を適正価格でお譲ゆずりしたいと思います。その方法とは皆さんにも馴な染じみ深ぶかいオークションです！」

　やられた。クロノは自分以外の商人にも声を掛けていたのだ。

　さらにオークションの方式を採ることで利益を最大化しようとしている。

「まずは、北にある自由都市国家群の彫ちよう刻こく家かが作った裸婦像です！　金貨四百枚からスタートです！」

「四百十！」

「四百三十！」

「五百！」

「はい、落札！」

「出で遅おくれたッスね」

「そうですね」

　ベスの言葉に頷く。普通はもう少し牽けん制せいし合うものなのだが、あっという間に値段が上がってしまった。あまりに不自然な上がり方だ。

　もしかして、とニコラは先程の商人達の表情を思い出した。あの中には美術品を二束三文で買い叩こうとした者がいたのではないかと。悪徳商人の汚お名めいを払ふつ拭しよくするために必死なのではないかとも。

　汚名が広がれば不利益は自分だけではなく商会にも及ぶ。それは商人としての死だ。クロノがそこまで計算して複数の商人に声を掛けていたのだとしたら恐るべき狡こう猾かつさだ。

「次は、百年前に作られたサダル焼の壺です！　こちらは金貨三十枚から！」

「三十五枚！」

「四十！」

「四十五！」

「四十七！」

「あわわ！　支店長、早く早く参加するッスよ！」

「いえ、それはできません」

　壺の適正価格は金貨五十枚だ。それを金貨四十七枚以上で競せり落おとすのはリスクが高すぎる。だが、買わずに済ませることもできない。新しい統治者の不興を買うし、同業者に舐なめられてしまう。

「四十八枚！」

「はい、落札です！　さて、次は――」

　やられた、とニコラは笑うしかなかった。





※






　翌日の夕方――ニコラはベスと競り落とした美術品を馬車に運んでいた。昨夜は家に帰れなかった。オークションが夜まで続いたこともあるが、泊とまっていくように言われたからだ。さらに防犯上の理由から部屋から出ることも禁止された。

　商人同士の会話――談合を防ぐための処置だったことは想像に難かたくない。

「あんまり、買えなかったスね」

「仕方がありません」

　ニコラは意い気き消しよう沈ちんした様子のベスを慰なぐさめた。皿を中心に六十点余りの小物を競り落とした。被ひ害がいを最小限で収めた自負はあるが、一点くらいは絵画や彫刻などの大物を競り落とすべきだったかも知れない。

　いや、私の選せん択たくは正しかったはずだ、とニコラは頭かぶりを振った。きっと、まだ熱気に当てられているのだろう。それほどオークションの熱気はすさまじいものだった。

　ニコラが馬車に乗ろうとしたその時――。

「ピクス商会の方！」

「何でしょうか？」

　声のした方を見ると、ハーフエルフの女性が駆かけ寄ってきた。

「クロノ様がお呼びです」

「私に？　何の用でしょう？」

「私に、クロノ様の考えは分かりません」

　ハーフエルフの女性は困こん惑わくしたように答えた。

「どうされますか？」

「もちろん、行きます」

　ニコラはハーフエルフの女性に先導され、侯爵邸の三階にある応接室に案内された。

「お疲つかれ様さまです、ニコラさん」

　応接室に入ると、クロノに声を掛かけられた。

　クロノは満面の笑えみを浮かべ、ソファーに座っている。

　実にいい笑顔だ。まあ、二日で金貨三万枚以上を稼いだのだから笑みも出るだろう。

「どうぞ、座って下さい」

「ありがとうございます」

　ニコラはクロノの対面に座った。

「オークションはどうでした？」

「クロノ様の方がご存じでしょう？」

　ええ、とクロノは頷うなずいた。

「私に何の用でしょうか？」

「それなんですけど、実はピクス商会……というよりもニコラさんに御ご用よう商人になってもらいたいんです」

「何な故ぜ、私なのでしょうか？」

　ニコラは思わず問い返した。

「接客がよかったので」

　クロノが視線を向けると、ハーフエルフの女性は恥ずかしそうに俯うつむいた。

　どうやら情婦という見立ては間ま違ちがっていなかったようだ。

「手始めに兵士の食しよく糧りようをお願いしたいと思います。ざっと六百五十人の部下がいて、どれくらいの金額になりますか？」

「ああ、それでしたら」

　ニコラは小麦の価格について説明しながら金額を提示した。

　クロノは満足そうに頷き――。

「五年契けい約やくなんてどうでしょう？　部下が増えた時はさっきの金額をベースにして増額する感じで」

「それなら……」

　ニコラは頷きかけ、何とか踏ふみ止とどまる。危ない、危ない。またしても態度や雰ふん囲い気きに惑まどわされる所だった。クロノはかなり強したたかな性格だ。

「それですと、凶きよう作さくの時に私が損をするのではないでしょうか？」

「だから、五年契約なんですよ」

「……なるほど」

　ニコラは頷きながら改めて計算する。今の相場は平均的といえば平均的だ。それに豊作の時に麦を備び蓄ちくすればリスクを軽減できる。悪い取引ではないと考えたその時――。

「量と一定以上の品質さえ保てればやり方は任せますよ」

「――ッ！」

　こちらの心底を見み透すかすような言葉にニコラは息を呑のんだ。

「分かりました。では、契約を結びましょう」

「ありがとうございます」

　ニコラはクロノと握手を交わした。

「……失礼かと存じますが、クロノ様は本当に貴族なのでしょうか？」

「ええ、もちろんです」

　クロノはにっこりと微笑ほほえんだが、目が笑っていなかった。まるでくだらないものを見ているかのようだ。もしかしたら、彼にとって貴族とはそれほど重要なものではないのかも知れない。ニコラはぶるりと身を震わせた。
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「疲れた～」

　クロノは部屋に入るなりベッドに倒たおれ込んだ。

　病室ではなく、侯爵邸の三階――客間のベッドだ。

「やっぱり、向いてないよな～」

　領主も、司会者も自分に向いているとは思えないが、この二日間のことを思い出すと自分でも知らない内に口元が緩ゆるんでしまう。

「今日はゆっくり眠ねむれそうだな」

　クロノは目を閉じ――コンコンという音で目を覚ました。誰だれかが扉とびらを叩いたのだ。

　ベッドから下りて扉に向かう。扉を開けると、レイラが廊ろう下かに立っていた。

「ど、どうかしたの？」

「クロノ様、ご寵ちよう愛あいを頂ければと」

　クロノが問いかけると、レイラは恥ずかしそうに俯きながら答えた。

「ご迷めい惑わくでしたら――」

「いや、迷惑じゃないよ」

　クロノはレイラを部屋に招き入れ、扉を閉めた。

　振り返かえると、レイラはベッドに座っていた。心なしか、目が潤うるんでいるように見える。

　クロノが座ると、レイラは擦すり寄ってきた。肩を抱き、服の上から胸に触ふれる。

「……クロノ様」

「な、何でしょう？」

「クロノ様に愛して頂けて嬉しいです」

「僕ぼくもだよ」

　レイラのような美人を愛することができるのだ。嬉しいに決まっている。

「あの、クロノ様？」

「何？」

「今回はお役に立てず、申し訳ありませんでした」

「いや、気にしなくていいよ」

「ありがとうございます」

　レイラはホッと息を吐はいた。

「愛してます」

「僕もだよ」

　クロノはゆっくりとボタンを外していく。上着がはだけ、傷きず跡あとが露あらわになる。

　不意にこのままでいいのだろうかという思いが湧わき上がる。

　レイラを抱けるのは嬉しいし、気持ちがいい。

　だが、それは本当に愛なのだろうか。彼かの女じよの愛に報むくいていると言えるのだろうか。

　今の関係は一方的に搾さく取しゆしているだけなのではないか。

　そんな疑問が浮かんでは消え、消えては浮かぶ。

「レイラは読み書きができないんだっけ？」

「申し訳ありません」

　レイラは必死さを滲にじませながら言った。

　クロノが立ち上がると、レイラが服の袖を掴つかんだ。

「何か失礼がありましたか？　もし、失礼があったのなら――」

「いや、そうじゃないんだよ。こっちに来て」

　クロノは机に歩み寄り、イスを引いた。

「座って」

「は、はい」

　レイラは困惑したような表情を浮かべながらイスに座った。

　クロノは羽根ペンでアルファベットに似た二十六の文字を羊皮紙に書いた。

「……クロノ様、今夜は愛して下さらないのですか？」

「今夜からレイラに読み書き……勉強を教えようと思うんだ」

「勉強ですか？」

　レイラは訳が分からないと言うように眉まゆ根ねを寄せた。

「レイラの愛にどうすれば報いたことになるのか考えたんだよ」

「それが勉強ですか？」

「うん、お金は……僕の一存でどうにかできるものじゃないし」

「いえ！　お金はいりません！　お側そばにいさせて下さるだけで満足です！」

「ありがとう」

　クロノは素す直なおな気持ちで感謝の言葉を口にした。

「まあ、それで、僕の一存でどうにかできるものが勉強だった訳。それに将来のことを考えたら必要かなって」

「分かりました。ありがたく頂きます」

　クロノは胸を撫なで下おろした。

「まず、基本になる文字から教えるよ。声に出して読んで、それから書く練習をしよう」

「……はい」

　クロノは一つずつ文字を読み上げ始めた。







第四章　『女将と花売り』







　オークションを開かい催さいした翌日――クロノが目を覚ますと、レイラの姿はなかった。

　昨夜は文字を教え、一いつ緒しよにベッドで寝ねた。もちろん、エッチなことはなしだ。

「格好つけすぎちゃったかな。いや、あれは正しい行いだった」

　クロノが体を起こしたその時、トントンと扉を叩く音が聞こえた。

　嫌いやな予感がしたが、扉を開けないという選せん択たく肢しはない。

「は～い、すぐに開けます！」

　ベッドから下り、扉を開けると、廊下にティリアが立っていた。

「……」

「閉めるな！」

　クロノが無言で扉を閉めようとすると、ティリアが質の悪いセールスマンのように扉の隙すき間まに足を挟んだ。

「閉まれ閉まれ閉まれ閉まれ！」

「何をするんだ、お前は！」

　クロノが勢いをつけて扉を閉めようとすると、ティリアが顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「で、何の用？」

「オークションの件を誉ほめてやろうと思ってきたんだ。よくやった」

　だが、とティリアは続けた。

「だがしかし、ハーフエルフを侯爵邸に連れ込むとは何事か！」

「そんな事実はございません」

「語るに落ちたな！　私はハーフエルフがお前の部屋から出て行く所を目もく撃げきしたぞ！」

「え？」

「見張りがいないと油断したお前のミスだ」

　ティリアは勝かち誇ほこったように豊かな胸を張った。

「ずっと見張ってたの？」

「もちろんだ」

　クロノの質問にティリアは鼻息も荒あらく答えた。

「身分違ちがいの恋こいは駄だ目めだと言っただろ。変な噂うわさが立つと私の沽こ券けんに関かかわるんだぞ。頼たのむからしっかりしてくれ」

　ティリアは眉根を寄せ、こちらを睨にらみ付つけてきた。

「返事は？」

「善処します」

　ぐぬ、とティリアは小さく呻うめいた。

「用件はそれだけ？」

「そんな訳がないだろう。進しん捗ちよくを聞こうと思ったんだ」

「進捗って何の？」

「人材集めに決まってるだろ」

　ティリアは呆あきれたと言わんばかりだ。

「もしかして、手を付けてないのか？」

「お金を稼かせがなくちゃいけなかったんだから手を付けられる訳がないじゃない」

「ぐぬ、た、確かに原因の一いつ端たんは私にあるが……」

　ティリアは呻き、拳を震わせた。

「どんな人材を集めればいいのか」

「事務官以外だな」

「ということはメイド、コック、経理……ああ、工房も作らなくちゃいけないんだ」

「工房？」

　ティリアは首を傾かしげた。

「うん、武器や防具を作る工房を作ろうと思って」

「それは構わないが、職人はどうするんだ？」

「ゴルディは当てがあるって言ってたよ」

「当てということはまだ確定じゃないということだな？」

「……多分」

「分かった。職人を確保できたら言え。シッターに工房を建てるように指示を出す」

「ありがとう。ところで、どうやってメイド、コック、経理を集めればいいと思う？」

「私に聞くな」

「だよね」

　クロノは小さく溜ため息いきを吐ついた。

「取とり敢あえず、外に出れば何とかなるんじゃないか？」

「微び妙みようなアドバイス」

「うだうだと考えるよりも行動すべきだ」

「散歩して終わりな気がする」

「健康的でいいじゃないか」

　健康になってどうするんだと思ったが、気分転てん換かんは必要かも知れない。





※






「……侯爵邸を出たものの、外に出たくらいでアイディアを思い付いたらウォーキングがブームになってるよね」

　クロノはぶつぶつと呟つぶやきながらハシェルをさまよう。

　どうやって人を集めればいいのか。

　元の世界ならば広告を出せば済むが、この世界では使える手段が限られる。

「看板を立てるのはどうだろう？」

　クロノは広場に設置された立て札の前で足を止めた。時代劇に出てくるような立て札の隣となりには槍やりを持った兵士が立っていた。兵士は口を開き、クロノを見るなり口を閉じた。

「ああ、識字率か」

　クロノは小さく呟いた。立て札の隣に兵士がいるのも文字を読める者が少ないからだ。

「イラストじゃ細かい内容は伝わらないし」

　口コミに頼たよるしかないのかな、とクロノが天を仰あおいだその時――。

「あら、そこにいるのはエラキス侯こう爵しやくでは？」

「違います」

　否定しながら声のした方を見ると、見知らぬ女が立っていた。

　一度も陽ひの光を浴びたことがないのではないかと思うほど青白い肌はだの女だ。

　長い髪かみを結ゆい上あげ、地味な服で肉感的な肢し体たいを包んでいる。

「否定しなくても貴方あなたがエラキス侯爵になったことは分かっているわ」

「だったら、わざとらしく声を掛けなくても」

「ハンカチを落とせばよかったかしら」

「それは余計にわざとらしいんじゃ？」

「結構、上う手まくいくのよ」

「どれくらいの確率で上手くいくんですか？」

「神のみぞ知るって所ね」

　女はくすくすと笑った。

「貴方の名前は？」

「エレインよ、エレイン・シナー」

「貴族ですか？」

「いいえ、箔はくを付けるために名乗っているだけ」

　女――エレインは軽く肩かたを竦すくめた。

「何をしている人なんですか？」

「職業は娼婦よ」

　エレインは両りよう腕うでで胸を押おし上げ、やや前ぜん傾けいになった。

「そのつもりなのだけど、自分の店を構えてからは客を取る機会は減ったわね。他にも商売をしているし、職業を聞かれると困ってしまうわ」

　エレインは体を起こし、溜息交じりに言った。

「今、目の前にいるエレインさんの職業は？」

「そういう切り返し方は好きよ」

　エレインは艶えん然ぜんと微笑んだ。

「今の私は情報屋よ」

「その情報屋さんがどうして僕に声を掛けたんですか？」

「あのイグニス将軍を一敗地に塗まみれさせた男ですもの。興味を持って当然でしょ？」

「はあ、どうも」

　クロノは頭を掻かいた。

「情報屋さんなのは分かりましたが、初任給前なので……」

「今回はサービスしてあげるわ」

「ありがとうございます」

　無料という意味ではなく、次の取引のために恩を売っておくつもりだろう。

「何を知りたいの？」

「人を雇やとう時ってどんな手順を踏むものなんですか？」

「場合によるわね」

「そりゃ、そうでしょうけど」

「娼館だったら路地裏で済むのだけれど」

「そんな簡単に集められるんですか？」

「質を問わなければ簡単に」

　エレインは蛇へびのような笑みを浮かべた。

「普通は口入れ屋を使うのよ」

「はい？」

「だから、人を雇う時の手順よ」

　クロノが聞き返すと、エレインは出会った時と同じ表情で言った。

「要するにそういうことを仕事にしている人に頼むってことね」

「そういう人達たちと繋つながりがないので、僕には無理ですね」

　だが、人を頼るのはいいアイディアのように思えた。

「よければ力になるわよ？」

「プライバシーが筒つつ抜ぬけになりそうなので結構です」

「顧こ客きやくの秘密は守るわ」

「出会ったばかりなのに何を信じればいいんでしょう？」

「だったら、私を囲ってみない？　これでも、私は尽つくす女よ」

「家を乗っ取られそうなので結構です」

「警けい戒かい心しんの強い子は嫌きらいよ」

　エレインはふて腐くされたように頬ほおを膨ふくらませた。

　表情がころころと変わるが、こちらを惑わせる手段なのかも知れない。

「ところで、どんな人材を探してるの？」

「……」

　クロノは黙だまってエレインを見つめた。初めて会った人に内部事情を話すのはマズい。

「そんなに警けい戒かいしなくても大だい丈じよう夫ぶよ。まあ、でも、貴方が侯爵になった経けい緯いを考えるに探しているのは経理のできる人かしら？」

「よく分かりますね」

「情報屋だもの」

　エレインはくすくすと笑った。

「元娼しよう婦ふならすぐにでも紹しよう介かいできるわよ」

「元娼婦以外でお願いします」

「あら、それって職業差別？」

「エレインさんの部下なんて怖こわくて雇えませんよ」

「冗じよう談だんよ。品定めも済んでいない男の所に部下を送り込むことはできないわ。情報を抜ぬくつもりが、抜かれてたなんて洒しや落れにならないもの」

　エレインはわざとらしく身を震ふるわせた。

「奴ど隷れいなんてどうかしら？」

「学のある奴隷なんているんですか？」

「もちろんよ」

　う～ん、とクロノは唸うなった。

「どうかしたの？」

「どうも馴染めなくて」

「馴染めない？」

　エレインは訝いぶかしげに眉根を寄せた。

「まあ、そういう人もいるわね。でも、奴隷の売買は国も認めているお仕事よ。立派かどうかは分からないけれど」

「それは分かっています」

「話が早くて助かるわ。それで、学のある奴隷についてなのだけれど、いるにはいるけれど、そんなに多くないのよね」

「そうですよね」

　この世界では裕ゆう福ふくな者でなければ教育を受けられない。逆に言えば学のある者は富ふ裕ゆう層そう出身ということだ。そんな人間が奴隷にまで落ちる可能性は低いように思える。

「で、どうかしら？」

「どうとは？」

「もう鈍にぶいわね。この話の流れなら奴隷を買うか、買わないかに決まってるじゃない」

「情報屋だったんじゃ？」

「そうだけど、これでも奴隷商人に顔が利きくのよ。条件に合う奴隷がいたら連れん絡らくしてあげることくらいはできるわ」

「連絡だけですか？」

「取り置きしてあげてもいいけど、奴隷商人どもは条件に合う人間を攫さらわせるくらいのことはするわよ？」

「犯罪者みたいだ」

「そう言われたら自分達は手を下していないって言うでしょうね。そういう可能性があるから連絡してあげるって言ったの」

「でも、高いんじゃないですか？」

「金貨二十枚くらいが相場ね。オークション形式になるから金貨二十枚で買えると決まっている訳ではないけれど」

「金貨二十枚か」

　かなりの大金だが、それで信用できる経理担当者を雇えるなら悪くないように思える。

「悪くないわよね？」

「そうですね」

　エレインはまたしても蛇のような笑みを浮うかべた。

「こういうのはどうかしら？　条件に合う奴隷がいたら連絡する。もちろん、連絡した時に経理担当者を雇っていればオークションには参加しなくてもいいわ」

「じゃ、それでお願いします」

「分かったわ」

　エレインは艶然と微笑んだ。
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「……口入れ屋に知り合いはいないけど、僕には頼りになる副官がいる」

　クロノはエレインとの会話を思い出しながら城じよう壁へき沿いを歩く。しばらくすると練兵場が見えてきた。練兵場といっても土を盛った箇か所しよがある以外はただの更さら地ちだ。

　そこでは部下達が種族ごとに分かれて組み手を行っていた。肉を打つ音が響ひびき、怒ど号ごうが渦うず巻まく実戦さながらの訓練だ。最も迫はく力りよくがあるのは大型亜人――ミノタウロスとリザードマンの組み手だ。丸太のように太い腕うでを振ふり回まわし、拳こぶしを叩たたき込む。

　人間ならば死んでしまうような一いち撃げきを受けながら次の瞬しゆん間かんには反はん撃げきに転じる。

「大将、どうかしたんですかい？」

　クロノが組み手の迫力に圧あつ倒とうされていると、ミノが近づいてきた。

「様子を見に来たんだ。皆みんなの調子はどう？」

「見ての通り、絶好調でさ」

　ミノは鼻息も荒く答えた。

「たっぷり寝て、たっぷり食いやしたからね」

「食った？　ああ、そうか、もう食糧が届いたんだね」

「へい、朝っぱらからすごい量の食糧が届いて驚おどろきやした」

　その時のことを思い出しているのか、ミノは歯を剥むき出だした。

「腹はら一いつ杯ぱい食えて泣いてるヤツもいやしたぜ。けど……」

「けど、何？」

「一日三食なんて本当にいいんですかい？」

「無理はしてないから安心して」

「疑うたぐり深ぶかくて申し訳ありやせん」

　ミノは恥はじ入いるように頭を掻いた。まあ、今まで一日二食――それも量がまるで足りない――だったことを思えば疑うのも無理はない。

「話は変わるんだけど、ミノさんに相談があるんだ」

「あっしにできることなら何でもしやすぜ。と言ってもあっしにできることなんざたかが知れてやすが」

「ミノさんにそんなことを言われたら僕は立たつ瀬せがないんだけど」

　現在、大隊を実質的に動かしているのはミノなのだ。

　そのミノに大したことができないのならクロノには何もできなくなってしまう。

「長いこと軍にいりゃ、これくらいできるようになりますぜ。それで、あっしは何をすりゃいいんですかい？」

「侯こう爵しやく邸ていで働くメイドを募ぼ集しゆうしようと思ってるんだ」

「それなら協力できやす。というか、あっしから大将に相談しようと思ってたんでさ」

「そうなんだ」

「へい、実は傷の治りが遅おそかったり、心が折れちまった連中がいるんでさ」

「心が折れる？」

「命に関わるケガをすると、戦えなくなっちまうことがあるんでさ」

「ＰＴＳＤってヤツかな？」

　クロノは首を傾げた。ＰＴＳＤ――心的外傷後ストレス障害とは、命の危険に晒さらされるような出来事が原因で生じる障害のことである。

「ＰＴ？」

「いや、こっちのことだよ」

　組み手に参加してるのかな、とクロノは視線を巡めぐらせた。

「そいつらは兵舎で休ませてやす。事後報告になって申し訳ありやせん」

「それは問題ないよ」

　大隊の指揮を任せている状じよう況きようなのだ。

「何人いるの？」

「エルフとドワーフ、合わせて三十人でさ。十人は鍛冶かじの修しゆ業ぎようを積んだドワーフなんで工こう房ぼうで雇ってもらえりゃと思ってたんですが」

「もちろん、全員雇うよ」

「本当ですかい？」

「放ほうり出す訳にはいかないからね。ただ、鍛冶師とメイドでは給料に差が出ると思うけど」

「手に職があるヤツとそうでないヤツじゃ待たい遇ぐうに違いがあって当然でさ」

「そう言ってくれるとありがたいよ」

　クロノは胸を撫で下ろした。

「ん？　もしかして、ゴルディの当てって……」

「へい、今言った十人でさ」

「残り二十人は？」

「女なんで安心して下せぇ」

「うん、まあ、男女の比率を聞きたかったのは事実なんだけどね」

　自分とミノでは安心するポイントが違っているような気がしてならない。

「とにかく、これでメイドは集まった。職人も問題なし。次はコックか」

「大将、レイラには会っていかないんですかい？」

「訓練中だし、あまり特別扱あつかいするのも問題かなと思って」

　と言いながらクロノはレイラを捜す。

「あっちですぜ」

　ミノが指差した方向を見ると、レイラが弓を引いていた。矢や継つぎ早ばや――そんな言葉の意味を実感させられるスピードで何十メートルも先にある的を射い貫ぬいていく。

　他のエルフが外していることから察するにレイラは優すぐれた弓兵のようだ。

「レイラは弓が得意なんだ」

「魔ま術じゆつの腕もダントツでさ。実力だけなら百人隊長になってもおかしくないんで」

「分かった。弓兵の隊長に昇しよう格かくさせるよ。人数的に五十人隊長って感じになるけど、そこは百人隊長と同格ってことで」

「ありがとうございやす」

　ミノは深々と頭を垂れた。

　クロノはしばらく訓練を見学して練兵場を後にした。





※






「この分だと、コックもすぐに見つかりそうだな」

　クロノは意い気き揚よう々ようと居住区にある女将の店に向かった。ハシェルで何年も商売をしている彼女ならばコックを紹介してくれると思ったのだ。

「おや、クロノ様。いらっしゃい」

　店に入ると、女将がカウンターから声をかけてきた。昼時なのに客の姿はない。

「今は営業中でいいんだよね？」

「そりゃ、嫌いや味みかい」

「確かく認にんしただけだよ」

　クロノは肩を竦め、カウンター席に座すわった。

「食事でいいね？」

「食事以外の何をしろと？」

「毎日、閑かん古こ鳥どりが鳴いてりゃ確認したくもなるだろ」

「景気がよくないんだ」

「閑古鳥が鳴いてるってのは不景気ってことだよ」

　女将はうんざりしたように言い、カウンターから出た。

　何を思ったのか、クロノの隣に座る。

「領主様が代わって少しは上向くかも知れないけどね」

　女将は小さく息を吐き、クロノにしな垂れかかってきた。

　ねぇ、と女将は媚こびるように言った。

「今はアンタが領主様なんだろ？　同郷のよしみで援えん助じよしちゃくれないかい？」

「同郷？」

　心臓の鼓こ動どうが速まるのを自覚しながら問い返す。

「あたしも南辺境出身なんだよ。まあ、あたしがいた十年前にはクロフォード男だん爵しやく夫妻に子どもはいなかったけどねぇ」

「脅おどすつもり？」

　戸こ籍せき上、クロノはクロフォード男爵夫妻の実子になっている。

　どういう手段を使ったのか、養父がそういうことにした。

　黙っているように言われたことはないが、バレたらマズいことは分かる。

「そんなつもりはないよ。あたしはアンタにパトロンになって欲ほしいだけさ」

「借金でもあるの？」

「……そうだよ」

　女将は低く押し殺ころしたような声で言い、それっきり黙り込んでしまった。

　養父母との関係を切り出された時はドキッとしたが、主導権はこちらにあるようだ。

　そう理解した途と端たん、気分が楽になった。

「借金はどれくらいあるの？」

「……金貨百枚」

　女将は体を起こし、ふて腐れたように唇くちびるを尖とがらせた。

「それはすごい額だね」

　この建物に金貨百枚の価値があるのかな？　とクロノは視線を巡らせた。

　それとも、と女将を見る。

「……パトロンになってもらえないかい？　このままじゃ娼館に叩き売うられちまうよ。もちろん、ただとは言わないよ。あたしの体を好きに――」

「マジで！」

「す、すごい食いつきだね」

　クロノが身を乗り出すと、女将は体を退ひいた。

　笑えみを浮かべているのは店を守れる可能性が出てきたからだろう。

「好きにしていいって、たとえばお尻しりの××に××したり、●●を△△しても構わないってことですよね！」

「構うに決まってるだろ、このスカタン！」

　女将は顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「アンタ、何を考えてるんだいッ？」

「これくらい普ふ通つうだと思うんだけど」

「……普通」

　女将は訝しげに呟き、激しく頭かぶりを振った。

「普通じゃない！　異常だよ！」

「じゃ、女将の言う普通って？」

「そ、そりゃ、普通に……」
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　声は尻すぼみに小さくなり、女将は俯うつむいてしまった。

「よく聞き取れなかったけど、その程度は好きにさせる内に入らないと思うな。少なくとも金貨百枚の価値があると言ったら○○を××させるくらい――」

「そ、そ、そんなことをさせられる訳ないだろ！」

　女将は顔を上げて叫んだ。

「で、パトロンになってくれるのかい？」

「○○を――」

「だから、そんなことはできないって言ってるだろ！」

　クロノの言葉を遮さえぎり、女将は叫んだ。

「あたしは店を守りたいんだよ」

「その割には覚かく悟ごが足りないのでは？」

　キッと女将はクロノを睨んだ。

「あたしは旦だん那なの店を守りたいんだよ。苦労してやっと手に入れた店なんだ。旦那も死んで、何もかもなくなっちまうなんてあんまりじゃないか」

「……提案なんだけど、女将が侯爵邸でコックとして働いてくれるなら借金を肩かた代がわりしてあげることはできるよ」

「侯爵邸のコックなんてしたら店を閉めることになっちまうよ」

「その間、店を貸し出せば借金の返済も早まるね」

　女将は唇を噛かみ締しめ、クロノを睨み付けた。

「悪い取引じゃないと思うけどな」

「どうしても駄目なのかい？　アンタが借金を肩代わりしてくれりゃ――」

「それが無理だと思ったからパトロンになって欲しいって頼んだんでしょ？」

「……」

　女将は押し黙ったが、クロノの提案を受け入れる以外の道はない。

「…………分かったよ」

　長い長い沈ちん黙もくの後、女将は絞しぼり出すように言った。

「それで、いつから働けばいいんだい？」

「すぐにでも働いて欲しいんだけど……」

「この店をどうするか決めなきゃいけないんだから、そいつは無理な相談だよ」

「分かった。女将の都合に合わせるよ」

「ありがとさん。できるだけ早めに仕事を始められるようにするよ」

　女将は溜息交じりに言った。





※






「……何とかなるもんだね」

　クロノは自分の仕事に満足感を抱いだきながら居住区を歩いていた。あとはエレインからの連絡を待つばかりだ。そんなことを考えて歩いていると、少女が目の前を通り過ぎた。

　いつかの花売りの少女だ。覚おぼ束つかない足取りで花を売ろうとするが、道行く人は気にも留めない。当たり前といえば当たり前か。少女の売っている花はみすぼらしく、重税を課せられた領民は余よ裕ゆうがない。少女は何かに誘さそわれるように道の中央に向かう。

　箱馬車がガラガラと音を立てて近づいてくる。少女も、箱馬車も止まらない。

　箱馬車が少女に迫せまり――。

「危ない！」

　クロノが少女を引き寄せるのと箱馬車が通り過ぎるのはほぼ同時だった。

　飛び出すのが数秒遅ければ少女はミンチになっていただろう。

　それくらいギリギリのタイミングだった。

「大丈夫？」

「――ッ！」

　クロノが声を掛かけると、少女はびくりと体を震わせた。

「お、お花が！」

　少女は道路を見つめ、悲鳴じみた声を上げた。道路には無む惨ざんに踏ふみ潰つぶされた花と壊こわれた籠かごが落ちていた。少女はクロノの手を振り解ほどこうとしたが、細ほそ腕うでにはその力がない。

「お花、お花を売らないと」

「僕ぼくが花と籠を買い取るから」

　少女は動きを止め、クロノを見上げた。期待にか、瞳ひとみが輝かがやいている。

　損失を埋うめられたことを喜んでいる訳ではないのだろう。

　花と籠を駄目にしてしまった重圧から逃のがれられたことに安あん堵どしているのだ。

　不意に少女の表情が曇くもる。

「申し訳ありません、旦だん那な様さま」

　少女は心から申し訳ないと思っているかのように頭を下げた。

「どうして？」

「施ほどこしを受ける理由がありません」

　どんな風に育てればこんなにしっかりした子どもになるのだろう、と目を見開く。

「貴族としての義務はどうだろう？」

「聞いたことがありません」

「僕もないね」

　クロノは肩を竦めた。

「こういうのはどうかな？　僕があの花と籠のお金を立て替かえる。君は……」

「アリスンです」

　少女――アリスンはぼそぼそと呟いた。

「アリスンは少しずつお金を返す。もちろん、利子は取らないし、催さい促そくもしない」

「……でも」

「僕の面子メンツを守るためにも承しよう諾だくして欲しいんだけどな」

「分かりました、旦那様。お心こころ遣づかいに――」

「――ッ！」

　アリスンの体が傾かたむき、クロノは手に力を込めた。

「申し訳ありません。朝から体調が……」

「家まで送るよ」

「そこまでして頂く訳にはいきません」

「いいから」

「重ね重ね申し訳ありません」

　アリスンはぼそぼそと呟いた。





※






　アリスンの家はハシェルの外がい縁えん部にあった。外縁部は城壁で日差しが遮られているせいか、五月にもかかわらず肌はだ寒さむい。湿しつ気けもひどいのだろう。建物は黒ずみ、あるいはカビに侵しん食しよくされていた。朽くちる日を待つ建物の群れ――アリスンの家はその一つだった。

　アリスンがぐったりした様子で扉とびらを開ける。その先は小さな部屋になっていた。アリスンに似た女性がベッドに横たわり、針仕事をしていた。体調が悪いのか、肌は青白い。

「……ただいま」

「アリスン、どうしたのッ？」

　女性はベッドから飛び降り、苦しげに顔を歪ゆがめた。

　それでも、アリスンの下に辿たどり着ついた。

「ごめんな――」

「体調が悪いようだったので、余計なお世話と思いながら送らせてもらいました」

　アリスンの言葉を遮って説明する。

「部屋で寝ねてなさい」

「……はい」

　アリスンは小さく頷うなずき、奥おくの部屋に向かった。

「どなたか存じませんが、ありがとうございました。ここは治安が悪いので、暗くなる前にお帰りになった方がよろしいかと思います」

「少しお話を聞かせて頂く訳にはいきませんか？」

　クロノは視線を巡らせた。薄うす汚よごれた壁かべと雨あま漏もりの跡あとが残る天てん井じよう、必要最低限の家具さえない。それだけで二人が困こん窮きゆうしていると分かる。いや、これで困窮していないと判断したら単なる馬ば鹿かだ。

「……どのようなお話でしょうか？」

　アリスンの母親は下腹部を押さえながら言った。

「辛つらいようでしたらベッドでも構いませんよ」

「…………いえ、お客様に対して失礼ですから」

　アリスンの母親は長い沈黙の後に答えた。

　楽と良識のどちらを優先するのか考えたのだろう。

「僕はクロノ・クロフォードと言います」

　エラキスを名乗るべきだったかな、とすぐに後こう悔かいする。

「私はアリッサと申します」

「失礼ですが、貴族の屋や敷しきで働いた経験があるのでは？」

「……エラキス侯爵の下で十五年ほど奉ほう公こうしていました」

　アリスンの母親――アリッサは唇を噛み締め、下腹部を押さえた。

「どんな仕事を？」

「ただのメイドです。体を……体を壊してしまい、暇ひまを頂きました」

「そうなんですか」

　クロノは相あい槌づちを打ちながらメイドとして雇えないか考えを巡らせた。同情もあるが、メイドの仕事に精通し、指示を出せる人物――メイド長が必要ではないかと思ったのだ。

「つい先日ですが、僕はエラキス侯爵になりました」

「――ッ！」

　アリッサはハッと顔を上げた。

「エラキス侯爵は？」

「横領の罪を告発され、帝てい都とに護送される前に自殺しました」

「そう、ですか」

　アリッサは寂さびしそうに呟つぶやいた。

「まあ、告発したのは僕なんですが」

「どうして、そんなことを？」

「ちょっとした確認です」

　エラキス侯爵の仇かたき！　と襲おそい掛かってくると思ったが、杞き憂ゆうだったようだ。

「侯爵邸の使用人を全すべて解かい雇こしてしまったので働いてくれる人を探してるんです。十五年も働いた経験があるのでしたら、それを活いかしてみませんか？」

「……ありがたい申し出ですが、私は体を壊していて」

「それは分かっています。その上でお願いしています。体が治るまでこちらで面めん倒どうを看みますし、治ち療りよう費ひを請せい求きゆうすることもしません」

「どうして、私なんかに？」

「アリスンちゃんをあれだけ礼れい儀ぎ正ただしく育てた方ですからね。メイド長に相応ふさわしい働きをしてくれるんじゃないかと思ったんです」

「あの、私は、このような格好で……」

「どうぞ」

　クロノはマントを脱ぬぎ、アリッサに差し出した。

「……旦那様、ご厚こう意いをありがたく頂ちよう戴だいいたします」

　そう言って、アリッサは深々と頭こうべを垂れた。





※






　クロノはアリッサとアリスンを連れて侯こう爵しやく邸ていに戻もどるとティリアに顛てん末まつを報告した。

　そして、翌日には侯爵邸を取り囲む塔とうの一つを改築して工房とすることが決まった。







幕間　レイラ







　帝てい国こく暦れき四三〇年五月末日――レイラは一日の訓練を終え、兵舎に向かう。

　訓練を終えたばかりで体の節々が痛むが、感覚が研とぎ澄すまされている実感がある。

　早く以前の感覚を取り戻さなければと拳を握にぎったその時、左右から声が響いた。

「「レイラ、お疲つかれ様さまみたいな！」」

　左右を見ると、そこには双ふた子ごのエルフ――アリデッドとデネブの姿があった。

　二人とはエラキス侯爵領に配属された時からの付き合いだが、今も見分けがつかない。

　ただでさえそっくりなのに髪かみ型がたまで同じにしているからだ。

「お疲れ様です」

「さあ、早く帰ってご飯を食べようみたいな！」

「朝昼晩お腹一杯食べられて幸せみたいな！」

　急せかしているのか、二人は少しだけレイラに先行する。

「「時にレイラ！」」

「何ですか？」

「最近、胸とかお尻とかキツくない？」

「レイラはどうかと思ったり？」

「キツいです」

「「よかった～！」」

　二人が安堵したかのように言い、レイラも内心胸を撫なで下おろした。

　最近、軍服がキツくなってきたので心配していたのだが、自分だけではなかったようだ。

　突とつ然ぜん、二人は立ち止まり――。

「時にレイラ！」

「この後のご予定はみたいなッ？」

　そんなことを言った。

「……」

「無視するなんてあんまりだし！」

「塩？　塩対応みたいな？」

　レイラが無言で通り過ぎると、二人は追おい掛けてきた。

「兵舎で夕食を食べ、水浴びをして――」

「今日もクロノ様の部屋に行ったり？」

「昨夜も、一昨日もお楽しみでしたねみたいな」

「……ええ、まあ」

　レイラは言葉を濁にごした。一応、同じベッドで寝ているが、初めて結ばれた日から一度もまぐわっていない。では、足あし繁しげくクロノの部屋に通って何をしているのかといえば勉強をしているのだ。その甲斐かいがあってか、簡単な文章なら読んだり書いたりできるようになった。足し算、引き算もマスターした。

　大切にされているとは思うが、どうしても愛と勉強がイコールで結びつかなかった。

「毎日朝帰りは感心しないけれど、どんなことをしているのか興きよう味み津しん々しんだし。クロノ様はネチネチしてる？　それともハードに責めてくるみたいな？」

「その質問はハードルが高すぎだし。もう少しハードルを下げて優やさしいか優しくないかを聞くべきみたいな」

「…………多分、優しいと思います」

「多分という所にレイラの悲しみを見たみたいな」

「いや、あたしらも似たようなもんだし」

　二人はケラケラと笑った。

「レイラ、毎晩が負担だったら是ぜ非ひともあたしらを推すい薦せんして欲しいし」

「五十人隊長になった上、貴族様の愛人だなんて人生勝ち組みたいな」

　レイラは内心胸を撫で下ろした。

　どうやら、二人ともレイラが実力で五十人隊長に昇格したと考えてくれているようだ。

「勝ち組にはなれないと思いますが」

「何な故ぜッ？」

「理由を教えて欲しいし！」

　二人はレイラを見つめた。

「クロノ様に同どう僚りようを見下すような態度を取るなと命じられていますから」

「報ほう酬しゆうが愛だけというのはなかなか厳しい対応だし」

「それでこそ愛人という気もするし。所しよ詮せん、あたしらは日ひ陰かげ者ものみたいな」

　およよ、と二人はわざとらしく顔を覆おおった。レイラ達たちは薄うす暗ぐらい路地を進む。

　あと少しで兵舎に着くという所でアリデッドとデネブが声を上げた。

「む、兵舎の前に誰だれかがいるし！」

「あれはピクス商会の人みたいな！」

　見れば兵舎の前に荷車が止まっていた。どうやら、食しよく糧りようを届けに来たようだ。

　ピクス商会が食糧を納入するようになってから確認作業を行うようになった。

　最初はゴルディが確認を行っていたが、工房の開設作業に従事するようになってからはクロノが担当している。ニコラはレイラに気付くと駆かけ寄よってきた。

「レイラ様、食料を納めに来たのですが、クロノ様はどちらに？」

「少々、お待ち下さい」

　レイラはポーチから通信用のマジックアイテムを取り出した。

「クロノ様、ピクス商会のニコラ様が食料を納めにいらっしゃってます」

『レイラ、僕の代わりにやってくれない？』

「わ、私がですか？」

　通信用マジックアイテムからクロノの声が響き、レイラは思わず問い返した。

『納品書と実際の数字が合っているか確認するだけの簡単な作業だから』

「……簡単な作業」

　クロノ様にとってはそうかも知れませんが、とレイラは心の中でぼやいた。

『ちょっとニコラさんと話したいことがあるから代わって』

「……はい」

　レイラは暗あん澹たんたる気分で頷き、ニコラに通信用マジックアイテムを渡わたした。

「クロノ様、はい、はい、はい、分かりました。では、そのように……失礼いたします。レイラ様、ありがとうございました」

　ニコラはクロノと言葉を交かわすと通信用マジックアイテムを返してくれた。

「それでは、レイラ様、私がサポートしますので確認をお願いします」

「ちょ、ちょっと、レイラ！」

「大だい丈じよう夫ぶみたいな？」

「……クロノ様の命令ですから」

　レイラは深呼吸を繰くり返した。

　これはクロノの命令なのだ。自信がなくてもやり遂とげなければならない。

「こちらを」

「あ、ありがとうございます」

　レイラは納品書を受け取り、ホッと息を吐ついた。

　そこに書かれていたのが品名と数だけだったからだ。

「では、最初に麦から」

「真ん中のこれですね」

　ニコラが手の平で荷車を指し示し、レイラは麦の入った麻あさ袋ぶくろを見つめた。

「納品書と数は合ってますか？」

「はい、合ってます」

「では、次に干し肉――」

　ニコラが手の平で商品を指し示し、レイラは納品書と商品を交こう互ごに見つめた。

　失敗したらと考えるだけで嫌いやな汗あせが滲にじんでくる。

　長いのか、短いのかよく分からない精神的に堪たえる時間が過ぎ――。

「……お疲れ様です。これで確認が終わりました」

「お疲れ様です」

「では、最後にレイラ様のサインをお願いします」

「は、はい、分かりました」

　レイラはニコラが差し出した紙に自分の名前を書いた。

　汚きたない文字だが、ニコラは満足そうに頷いた。

「これで完かん了りようとなり――」

「ちょっと、レイラ！」

「いつの間に読み書きを覚えたみたいな？」

　アリデッドとデネブがニコラの言葉を遮った。

「……クロノ様に教えて頂きました」

「クロノ様も、レイラも忙いそがしいのによくそんな時間があるみたいな」

「毎晩、クロノ様の部屋でお勉強会をしているだけだったり？」

　くッ、とレイラは小さく呻うめいた。

「やりたい盛りの若い二人がお勉強会なんてマジでありえないみたいな」

「レイラ、ちゃんと誘った？」

「ちゃんとお願いしたつもりなのですが、いつも勉強をすることに。クロノ様は将来、必要になると仰おつしやっていたのですが……」

「クロノ様って変わり者みたいな？」

「勉強を教えるって訳が分からないし」

「いやいや、レイラ様はクロノ様に深く愛されているのですね」

「――ッ！」

　レイラは息を呑のみ、ニコラに視線を向けた。

「クロノ様の真意が分かるのですか？　どうか、クロノ様の御お心こころを教えて下さい！」

「あくまで推測の域を出ませんが、よろしいですか？」

　はい、とレイラは頷いた。

「これはあくまで例に過ぎませんが、レイラ様が軍を辞やめ、別の仕事を探すとします」

「いや、あたしらはそんな簡単に仕事を探せないし」

「体を売るか、盗ぬすむか、命の遣やり取りをするしか金を稼かせぐ方法はないし」

「無学なままならば難しいと言わざるを得ないでしょう。しかし、読み書きと算術ができれば話は変わってきます。もし、最低限の学力が備わっているならば、私の預かるピクス商会エラキス侯爵領支店で見習い商会員として採用することができます」

　ニコラは毅き然ぜんと答えた。

「最初は苦労するでしょうが、実績を上げれば誰も文句は言えなくなります。支店を任されることも、独立して自分の商会を起たち上げることも不可能ではありません。また、私し塾じゆくを開くという選せん択たく肢しもあります」

「は～、読み書きができるだけでそこまで違ちがうのみたいな」

「そっか、勉強を教えることもできるようになるみたいな」

　二人は溜ため息いきを吐くように言った。

「……それがクロノ様の愛」

　レイラは胸に手を当てた。今だけではなく、五年後、十年後のことを考えてくれている。

　クロノの大きな愛に胸が高鳴っていた。





※






　夜――レイラは兵舎を抜ぬけ出だし、人気のない道を通って侯こう爵しやく邸ていに向かった。警備の兵に見つかっても咎とがめられることはないが、恥はずかしいものは恥ずかしいのだ。幸い、誰にも見つからずに侯爵邸に辿り着いた。侯爵邸の塀へいを乗のり越こえ、拳こぶしを握ったり開いたりする。食糧事情が改善したせいか、以前よりも身体能力が上がったような気がする。

「……クロノ様の部屋に」

「誰だ！」

　レイラが歩き出した次の瞬しゆん間かん、男の声が響ひびいた。同僚であれば見み逃のがしてもらえるのだが、男はティリア皇女の部下だ。捕つかまったら牢ろうにぶち込まれてしまう。素す早ばやくその場から離はなれ、工こう房ぼうとして改築されたばかりの塔の中に隠かくれる。

　幸い、工房はまだ稼か働どうしていない。そのはずだが――。

「何か用ですかな？」

「――ッ！」

　レイラは息を呑み、声の主がゴルディだと気付いて胸を撫で下ろした。

「警備の兵士に見つかったので匿かくまって下さい」

「構いませんぞ」

　そう言って、ゴルディは工房の中を歩く。

「まだ、工房は稼働していないと思っていました」

「もう試験的に稼働しておりますぞ」

「なるほど、それで工房に……」

「いや、工房にいたかっただけですぞ。何しろ、夢にまで見た自分の工房ですからな」

　ゴルディは興奮した面おも持もちで言った。どうやら、自分とゴルディは同じ穴の狢むじなのようだ。

「警備の兵士は？」

「工房でじっとしていれば見つかりませんぞ」

『外だ！　外に逃にげたぞ！』

　男の声が響き、足音が遠ざかる。

「……私はクロノ様の部屋に行きます」

「私は朝までここにいますぞ」

　レイラは工房を出て、木に向かって走った。木をよじ登り、窓から侯爵邸に侵しん入にゆうする。

「……侵入経路を変えた方がいいかも知れませんね」

　兵士を誘ゆう導どうする手もあるが、この方法は警けい戒かい心しんを掻かき立たててしまう。レイラはゆっくりと歩き始めた。壁に設置された照明用マジックアイテムが廊ろう下かを白々と照らしている。

「ちょっと、何してるんだい？」

「――ッ！」

　突然、背後から声が響き、レイラは振ふり向むき様に裏うら拳けんを放った。衝しよう撃げきが腕うでに伝わるが、腕を振り切きることはできなかった。攻こう撃げきを受け止められたのだ。前に跳とび、背後にいる人物と距きよ離りを取る。向き直るとそこには――。

「女将おかみ、どうして貴方あなたが？」

「そりゃ、あたしが住み込みのコックで、夜よる遅おそくまで仕込みをしてたからだよ。なんだ、聞いてないのかい？」

「はい、聞いていません」

「まあ、クロノ様も忙しいみたいだからね」

　女将はバツが悪そうに頭を掻いた。

「コックとして雇やとわれているのは分かりましたが……」

「ん？　一度も侯爵邸で見たことがないって？」

「はい、その通りです」

「何しろ、今日が仕事始めだからねぇ。もっと早く働き始めるつもりだったんだけど、後処理やら何やらで遅くなっちまってね。ま、色々あったけど、これでようやくクロノ様に美お味いしい料理を作ってやれるよ」

「その格好は？」

　レイラは女将を見つめた。女将は非常に露ろ出しゆつ度どの高いドレスを着ている。

　スカートの丈たけは短く、胸むな元もとは大きくカットされて胸が三分の一ほど露あらわになっている。

　正直、裏拳を止められたことより女将の格好の方がショックだ。

「この格好でクロノ様に夜よ這ばいを掛けようと思ってるんだけど、どうだい？」

「年ねん齢れいを考えるべきでは？」

　ぽこん！　と頭を叩たたかれた。

「これでもあたしは二十歳はたちそこそこだよ」

「……二十歳そこそこ」

　レイラは鸚おう鵡む返しに呟いた。

「けど、一号さんに免めんじて今日は止やめておくかね」

「……そうですか」

　レイラは胸を撫で下ろしたが、嫌な予感が拭ぬぐえなかった。クロノが女将に籠ろう絡らくされる未来が見えたような気がした。

　気を取り直してクロノの部屋に向かう。扉の前で立ち止まり、扉とびら越ごしに気配を窺うかがう。気配は一つだけだ。レイラはクロノの部屋に忍しのび込み、安堵の息を吐いた。

「いらっしゃい、今夜も始めようか」

「……はい」

　レイラはクロノに促うながされるままにイスに座すわり、声に出して本を読み始めた。

　この本に書かれているのは六柱神の神話だ。昔々――神代の時代について書かれた物語。

　レイラはキリのいい所で本を読むのを止める。

「疲れた？」

「少しだけです。あの、クロノ様……」

　レイラは膝ひざの上で拳を固く握り締めた。

「あの、私……ようやく、クロノ様の愛が分かりました。クロノ様は私に未来を与あたえて下さったのですね」

「最低限の学力を身に付ければ選択肢を増やせるんじゃないかって、そう思ったんだ」

「クロノ様！」

　レイラは立ち上がり、クロノの胸に飛び込んだ。

　クロノの体温、息いき遣づかいが伝わってくる。

「……クロノ様」

「レイラ」

　レイラがキスをすると、クロノは戸と惑まどうような素そ振ぶりを見せたが、戸惑うようなキスはすぐに荒あら々あらしいものに変わった。自分がクロノに求められていることを強く実感し、陶とう然ぜんと息を吐く。

「あの、愛して頂けますよね？」

「こんなになっちゃったら、収まりつかないしね」

　クロノは頬ほおを掻きながら、照れたように微笑ほほえんだ。

「……私、浅ましいです。クロノ様は先のことを考えて下さったのに、私はクロノ様が愛して下さらないことを不満に思って」

「ご、御ご不ふ満まんでしたか？」

　レイラが呟くと、クロノは丁てい寧ねいな言葉遣いで言った。

「あのさ、領主だから、将来のことは真しん剣けんに考えてるけど、僕はレイラが思ってるほど立派じゃないよ」

　謙けん遜そんするクロノの姿が面おも白しろくて、レイラは吹ふき出しそうになった。

「では、今夜は私を愛して下さい」

「分かったよ」

　もう一度、レイラはクロノと長いキスを交わした。







第五章　『奴隷市場』







　帝国暦四三〇年六月初日――クロノは鴨かも肉にくを切り分けて口に運んだ。

　肉を噛かみ締しめると、脂あぶらがじゅわっと滲み出でる。それでいながらくどさはない。

　香こう辛しん料りようが肉の旨うまみを引き出し、香こう草そうが深みを与えている。

　これこそが肉料理だ。久しぶり――二ヶ月ぶりの肉料理に口元が綻ほころんでしまう。

　顔を上げると、ティリアが対面の席で料理を食べていた。

　フォークとナイフで器用に鴨肉を切り分けて口に運ぶ。

　その動作は優美の一言に尽つきる。

　恐おそらく、それは幼い頃ころから積み重ねた教育の賜たま物ものだろう。

　クロノは不作法と知りつつ、ティリアを見つめた。

　美味しいのか、不ま味ずいのか。どちらともつかない表情で機械的に料理を口に運ぶ。

　ティリアが手を止めると、傍かたわらに控ひかえていたメイドが恭うやうやしくナプキンを差し出した。

　視線さえ動かさずにナプキンを受け取り、唇くちびるに付いた脂を拭う。

「どうして、私の顔を見るんだ？」

「澄ました顔をして食事をするんだな、と思って」

　クロノの言葉に反応したのはメイドだった。不ふ愉ゆ快かいそうに顔を顰しかめる。

「構わん」

「失礼いたしました」

　ティリアが溜息交じりに言うと、メイドは表情を取り繕つくろった。

「お前は本当に幸せ――」

「こんなに幸せそうに食べてもらえるんならコック冥みよう利りに尽きるってもんだよ」

「……ぐぬ」

　女将が割って入り、ティリアは小さく呻いた。

「……クロノ、短期間でメイドとメイド長、コックを集め、工房を開設した手しゆ腕わんは見事だった。誉ほめてやろう。だが、コックはもう少し何とかならなかったのか？」

　そう言って、ティリアは女将を睨にらんだ。

「ちょいと冒ぼう険けんしすぎちまったかね」

　女将はくるりとその場で回転し、胸を強調するように腕を組んだ。

　脚きやく線せん美びと胸の谷間が眩まぶしい。

「年とし甲が斐いもなくが抜けているぞ」

「まだ、ギリ、何とかなると思うけどねぇ」

　女将はムッとしたように言い返した。

「今からでもいいからクビにしろ」

「そいつはお気の毒様。あたしとクロノ様は切っても切れない関係でね」

「借金を立て替えました」

「いくらだ？」

「金貨百枚」

「そこまでの価値があるのか？」

「姫ひめ様さまにゃ熟うれた女の魅み力りよくは分からないかも知れませんねぇ」

　無ぶ遠えん慮りよな視線を向けられながら女将は挑ちよう発はつするかのように言った。

　メイドが鬼おにのような形相で睨んでいるが、気にも留めていない。

　これだけの図太さがあるからこそ借金を背負ってもやってこられたのかも知れない。

「まあ、いい」

　ティリアはクロノに向き直った。

「メイド長の方はどうなんだ？」

「医者の話ではもう少し時間が掛かかるっぽい」

「そうか、あとは経理担当だな」

「そうだね」

　クロノは頷き、パンを囓かじった。





※






　カーン、カーンと鎚つちを打つ音が侯爵邸の庭園に響き渡る。音は侯爵邸を囲む四つの塔――その一つから発せられている。正確に言えば塔を改築して造った工房だ。そこでは十人ほどのドワーフが働いている。

　クロノが黙だまって見ていると、ゴルディが近づいてきた。

「見学ですかな？」

「うん、工房の調子はどうかと思って」

「まだ試験稼か働どうの段階ですが、問題ないと思いますぞ」

「よかった」

　クロノは胸を撫で下ろした。

　この工房には少なくない額を投資しているのだ。役に立たなかったら洒しや落れにならない。

「クロノ様、これを」

　ゴルディはその場に跪ひざまずき、恭しく短たん剣けんを差し出した。

「これは？」

「この工房で作った武器第一号ですぞ。お約束通り、クロノ様に献けん上じようしますぞ」

「ありがとう」

　クロノは短剣を受け取り、鞘さやから引ひき抜いた。濡ぬれたような光こう沢たくを持つ刃はが露わになる。

　クロノが持っている量産品とは明らかに次元が違う。

「よく斬きれそうだ」

「新製法で作った短剣ですぞ。短剣だけではなく、長剣、槍やり、鎧よろいも作っておりますぞ」

「いいね。耐たい久きゆうテストをやって問題なければ古い装備と入いれ替かえていこう」

　クロノは短剣を鞘に納め、剣帯の隙すき間まに差し込んだ。

　高品質の装備を支給すれば部下が死なずに済み、経費も節減できる。まさに一石二鳥だ。

「そういえば合成弓の複製は？」

「材料は揃そろえているのであとは作るだけですぞ。ただ……」

「ただ？」

「エルフの筋力では性能を十分に引き出すことができないと思われますぞ」

「そこまで考えてなかったや」

　種族的な特とく徴ちようなのか、エルフは華きや奢しやな者が多い。

　長ちよう弓きゆうも、合成弓も同じ弓なのだから使えるだろうと考えていたクロノが浅はかなのだ。

「エルフでも扱あつかえるようにできないかな？」

「分かりましたぞ」

「そんな簡単に請うけ合っていいの？」

「新たな技術を開発するのも鍛冶かじ師しの務めですぞ」

　ゴルディの口調は何ど処こか自信を感じさせた。

「いいアイディアでもあるの？」

「イメージのようなものはありますぞ」

「じゃ、任せるね」

「承うけたまわりましたぞ」

　ゴルディが立ち上がり、工房に向かって歩き出す。

　ふとティリアが食事の時に布のナプキンを使っていたことを思い出した。

「ゴルディ！」

「何ですかな！」

　ゴルディはどたどたとクロノに駆け寄ってきた。

「新たな技術を開発するのも鍛冶師の務めって言ってたけど、それって武器や防具以外のものも作れるの？」

「物によりますな。クロノ様は何を作って欲ほしいのですかな？」

「紙なんだけど」

「紙ですと？」

　ゴルディは難しそうに眉まゆ根ねを寄せた。

　紙の製法は帝てい国こくに伝わっていないので当然といえば当然の反応だ。

　帝国で紙を手に入れるためには自由都市国家群から輸入しなければならない。

「一から開発するとなると何年も掛かりますぞ」

「一応、作り方は知ってるんだよね」

「何ですと！」

　ゴルディは驚おどろいたように目を見開いた。

「木の皮を剥むいて、植物の灰と一いつ緒しよに煮に込こんで、綿状になるまで叩く。それを水にぶち込んで、木き枠わくでじゃぶじゃぶすれば完成だよ」

「クロノ様、大おお雑ざつ把ぱすぎですぞ」

「一度、見ただけだからね」

　ゴルディが落らく胆たんしたように肩かたを落とし、クロノは頭を掻いた。

　流石さすがに小学校の社会科見学で学んだ知識で紙を作るのは厳しいか。

「ですが、そこまで分かっているのなら作れそうな気がしますぞ」

「できるの？」

「確約はできませんが、やれる所までやってみますぞ」

「無責任なようだけど、頑がん張ばって」

「承りましたぞ」

　ゴルディは胸を叩き、正門の方を見た。

「どうかしたの？」

「箱馬車が止まりましたぞ」

　正門を見ると、箱馬車が止まっていた。

　扉とびらが開き、露出度の高いドレスを着た女性――エレインが下りてきた。

　ドレスには袖そでがなく、二枚の布が豊かな胸を隠している。

　スカート丈は下着が見えてしまいそうなほど短い。

　階段を登ったり、座ったりしたら下着が見えるに違いない。

　エレインは色っぽく腰こしを振りながらこちらに近づいてきた。

「いらっしゃい」

「あら、侯爵様に出で迎むかえてもらえるなんて光栄だわ」

　エレインは立ち止まり、艶えん然ぜんと微笑んだ。

「迎えに来たということは？」

「ええ、条件に合う奴隷が出品されるから迎えに来たのよ」

「じゃ、お金を取ってきます」

　クロノが踵きびすを返した直後、風が吹いた。

　甘あまい匂においが鼻び腔こうを刺し激げきし、柔やわらかな感かん触しよくが二の腕に押おし付つけられた。

　エレインが腕を絡からめてきたのだ。

「時間がないから行きましょ？」

「いくらなんでもお金がないとマズいですよ」

「立て替えてあげるから安心して。もちろん、利子を取ったりしないわ。だから、早く行きましょ？」

「いや、でも……」
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　理性は金を取りに行くべきだと訴うつたえていたが、クロノは手を振り解ほどけなかった。

　気が付くとエレインに誘導されるまま箱馬車に乗っていた。





※






「着いたわよ」

「ここは？」

　クロノは箱馬車から降り、目の前にある二階建ての建物を見上げた。

　石造りの建物で扉の前には二人の男――黒服というヤツだろう――が立っている。

「商業区にある私の店よ」

「ということはしょ、娼館？」

「照れちゃって可愛かわいいわね。娼館に来るのは初めて？」

　はい、とクロノは頷うなずいた。

　二年間を過ごした帝てい都とにも娼館――歓かん楽らく街がいはあったが、お世話になることはなかった。

　軍学校の授業についていくのに必死だったし、誘さそってくれる友達がいなかったからだ。

　もし、誘われたとしても断った可能性が高いが――。

「そんなに身構えなくてもいいわよ。もし、娼館っていう響きに抵てい抗こうがあるのなら紳しん士しの社交場と思えばいいわ」

「言いい換かえても実体は変わらないと思いますけど？」

「変わるわよ。体を売っているのではなく、日々の癒いやしを提供していると言えば少しだけ気分が楽になるわ」

「それは働く側の話じゃ？」

「どちらにとっても大事って話よ」

　言葉遊びに過ぎないような気もするが、体を売るという事実と向き合い続ける人達にとっては違うのかも知れない。

「行きましょ」

　エレインに先導されて歩き出す。黒服に咎められることなく店に入り、高そうな絨じゆう毯たんの敷しかれたロビーを抜ける。その先にあったのはホールだった。本格的なカウンターバーがあり、黒くろ革かわのソファーがいくつも並んでいる。さらにちょっとした舞ぶ台たいまであった。

「ここよ」

　エレインは舞台の近くにあるソファーの前で立ち止まった。

「座って」

　クロノは促されるままにソファーに座った。

「お酒は？」

「結構です」

「いいお酒を揃えているのに残念ね」

　エレインはぼやくように言って、クロノの隣となりに腰を下ろした。体を密着させ、しなだれ掛かってくる。距離を取りたかったが、剥き出しの横乳と太ふと股ももの誘ゆう惑わくに抗あらがえなかった。

「この席はどうかしら？」

「いい席ですね」

「領主様をもてなすんだもの。いい席を用意するのは当たり前じゃない。でも、そう言ってくれて嬉うれしいわ」

　エレインはくすくすと笑った。

「奴隷を購こう入にゆうするのは初めてなんですが……」

「なら手順を説明するわね。まず、奴隷商人と奴隷が舞台の袖に立つの」

「奴隷商人？」

「ええ、私は奴隷を売買する場所を提供しているだけなの。多少は利用料が入ってくるけれど、それだけよ」

　クロノが鸚鵡返しに呟つぶやくと、エレインは説明してくれた。

「最後は貴方がやったオークションと同じように値段を付けていくって寸法ね」

「オークションのことをよく知ってますね」

「人の口に戸は立てられないものよ。特に男はベッドの上じゃ口が軽くなるわ」

「守秘義務を課せばよかった」

「そうね」

　エレインはくすくすと笑った。

「競せり落おとせると思いますか？」

「根回しはしてないけど、貴方と本気で競り合あう人なんていないわよ」

「自信がありません」

「次は根回しをしておくわ」

　エレインは小さく微笑んだ。

「……埋うまってきたわね」

　エレインが囁ささやくような声こわ音ねで言い、クロノは視線を巡めぐらせた。

　話に夢中になっていたつもりはないのだが、いつの間にか席は半分ほど埋まっていた。

「そろそろ、始まるわよ」

　顔を上げると、奴隷商人と思おぼしき男に連れられた少女が出てくる所だった。

　少女の発達具合を確かく認にんしやすくするためか着ているのは布きれ一枚だ。

　男が顎あごをしゃくると、少女はゆっくりと歩き出した。

　足を踏ふみ出すたびに布が揺ゆれ、未発達の乳ち房ぶさや淡あわい恥ち毛もうが見みえ隠れする。

　男達たちが声を上げ、身を乗り出す。ショーにも見えるが、少女の瞳ひとみは絶望に染まっている。

　少女は舞台を一周し、立ち止まった。

「……シアです。ボウティーズ男だん爵しやく領出身です。特技は家事全ぜん般ぱんです」

　男達から失しつ笑しようが漏もれた直後――。

「自己紹しよう介かいが終わりました！」

　司会と思われる男が舞台の袖から飛び出した。

「シア嬢じようは大した技能は持っていませんが、健康そのもの、正しよう真しん正しよう銘めいの生き娘むすめですので金貨十枚からいきましょう！」

「健康な生娘ね」

　エレインはぼやくように言った。

「どうかしたんですか？」

「あれって奴隷商人の申しん告こくなのよね」

「それが？」

「奴隷商人は偶たまに嘘うそを吐つくのよ。買う側もそれを知ってるから健康な生娘ってだけじゃ値がなかなか上がらないの」

「なるほど」

　クロノは男達の様子を確認する。

「……金貨十枚なら」

「金貨十枚が出ました！　真しん鍮ちゆう貨か一枚でも上乗せすれば落札できますよ！」

　司会が声を張り上げるが、金貨十枚よりも上の値を付ける者はいない。

　エレインが危き惧ぐしていた通りの展開だ。

「他にいらっしゃいませんね？　はい、金貨十枚で落札です！」

　司会が宣言し、少女は安あん堵どしたかのような表情を浮うかべた。

　少女と奴隷商人は舞台の袖に消えた。

「さあ、次にいってみましょう！」

　司会が叫さけび、次の少女と奴隷商人が舞台の袖から出てくる。

　今度の少女は胸が大きい。そのせいで布が押し上げられ、下半身が隠し切れていない。

「女の子ばかりなんですね」

「この辺りでは男の奴隷は必要とされていないのよ」

　胸の大きな少女が目の前を通り過ぎて行く。

　色っぽさをアピールしようとしてか、必死に腰を振る姿は痛々しくもある。

「売れ残ったらどうなるんですか？」

「見込みがあれば次の市に立つわ」

「次の市でも駄だ目めなら？」

「うちの娼館で引き取ることもあるけど、それ以外は分からないわ。でも、愉ゆ快かいなことにはならないでしょうね」

「条件に合う奴隷の名前って分かりますか？」

「ええ、エレナという名前で自由都市国家群に留学経験があると聞いているわ」

「エレナか」

　クロノは口の中で名前を転がした。





※






　どうして、こんな所にいるんだろう？　とエレナは膝を抱かかえる腕に力を込めた。

　視界は闇やみに閉ざされ、目を凝こらしても見通すことはできない。

　いや、仮に見通せた所で何になるのか。

　エレナがいるのは両りよう腕うでを広げることも、立つこともできない檻おりの中なのだ。

　自分の置かれている状じよう況きようを知れば却かえって絶望が深くなるかも知れない。

「どうして？」

　自分のものとは思えないしわがれた声が漏れる。

　それは数え切れないほど繰くり返かえしてきた問いかけだった。

　どうして、自分はこんな所にいるのか。

　どうして、自分がこんな目に遭あわなければならないのか。

　もし、これが罰ばつなのだとしたら、自分はどんな罪を犯おかしたと言うのか。

　エレナ――エレナ・グラフィアスはケフェウス帝国の準貴族だ。

　出自は帝国の黎れい明めい期きにまで遡さかのぼれる。

　先祖は森を切り拓ひらき、畑を広げ、小作人を増やし、土地を守るために武装した。

　時の皇こう帝ていさえも無視できない勢力を築き上げた。

　その過程で罪を犯したかも知れないが、自分が罰を受ける理由にはならないはずだ。

「どうして？」

　エレナは頭を掻き毟むしった。

　父は保守的な人だったが、エレナの最大の理解者でもあった。

　自由都市国家群に入学したいと言った時、快く賛同してくれた。

　母を説得する方がよほど難しかった。

　留学先にはイーメイを選んだ。東方の玄げん関かん口ぐちとして発展した東西文明の交流点だ。

　異国の言葉、習慣、文化、様々なことを学んだが、算術は興味深い分野の一つだった。

「どうして、あたしが奴隷なんかに」

　ぶち、ぶちと髪かみを引き抜く。

　切っ掛けは――父の死だったように思う。

　留学先で父の死を知らされ、取る物も取らずに帰国した。

　数年ぶりの帰郷に不安を覚えなかったと言えば嘘になる。

　だが、エレナの心配は杞き憂ゆうに過ぎなかった。

　婚こん約やく者しやのフィリップは優やさしく接してくれたし、叔父おじも気き遣づかってくれた。

　このまま故郷に骨を埋うずめるのも悪くないと思い始めた頃、事件は起きた。

　盗とう賊ぞくが屋や敷しきを襲しゆう撃げきしたのだ。使用人は殺された。恐らく、母も生きてはいないだろう。

　そして、エレナは奴隷商人に売り飛ばされた。

　奴隷商人の下にはエレナのように攫さらわれてきた少女が大勢いた。

　最初は彼かの女じよ達たちも人間らしい感情を残していたように思う。

　けれど、彼女達は暴力を振るわれるたびに抵抗する気力を失っていった。

　エレナは折れなかった。

　もちろん、その代だい償しようは安いものではなかった。反はん抗こうするたびに暴力を振るわれた。

　体中が痛かった。痛くて、熱かった。

　それでも、耐たえられたのは――。

「……フィリップ、早く助けて」

　フィリップが助けに来てくれると信じているからだ。

　フィリップは幼い頃から騎き士しになるべく鍛たん錬れんを積んできたと言っていた。

　軍学校を卒業したばかりだが、奴隷商人の護衛など簡単に蹴け散ちらせるはずだ。

「お願い、早く助けに来て」

　でないと、心が折れてしまう。

　反はん抗こう的てきな態度を取っても殺されずに済んでいるのは商品価値が残っているからだ。

　もし、商品価値がなくなったら、奴隷商人はエレナを殺すだろう。

　いや、殺されるより酷ひどい目に遭うかも知れない。

　突とつ然ぜん、光が差した。

「フィリップ！」

「あ？　殴なぐられすぎて本格的にぶっ壊こわれちまったのか？」

　逆光を背に立っていたのは奴隷商人の部下だった。

　奴隷商人の部下は顔を顰め、面めん倒どう臭くさそうに鍵かぎを開けた。

「嫌いや！　来ないでよ！」

「うるせぇッ！　とっとと檻から出やがれッ！」

　奴隷商人の部下は激げき昂こうしたように叫び、何度も長なが柄えの棒でエレナを突ついた。

　棒の先せん端たんが突き刺ささるたびに息が詰つまった。

「分かったか？　分かったんなら早く檻から出ろ」

「……」

　エレナは唇を噛み締め、檻から這はい出だした。

　立ち上がろうとしてよろける。脚あしがすっかり萎なえていた。

　それでも、奴隷商人の部下は手を貸してくれなかった。

「ほら、さっさとこっちに来い。出たら、廊下を真まっ直すぐに進むんだ」

　エレナは棒で追い立てられながら細い通路を進んだ。

　しばらくして誰だれかが通路に立っていることに気付いた。

　ゆっくりとこちらに近づいてくる。

　酷い格好の少女だった。体は血と排はい泄せつ物ぶつ、吐と瀉しや物ぶつに塗まみれている。

　髪はボサボサ、肌はだは痣あざと垢あかで黒ずみ、左目は腫はれ上あがっていた。

　まるでお化けみたいだ、と思う。

「感想はねーのか？」

「何を――ッ！」

　奴隷商人の部下が嘲あざけるように言い、エレナは息を呑のんだ。

「あ、ああ！」

　エレナは喘あえいだ。お化けのような少女の隣には奴隷商人の部下が立っていた。

　つまり、それは――。

「ひひひ、こんなになっちまったら自分でも気付かねーか？」

「ち、違ちがうわ！　こんなのあたしじゃない！」

　エレナが頭かぶりを振ふって否定すると、お化けのような少女も頭を振った。

「こ、こんな、あんまりだわ」

「さあ、奴隷市に行くぞ。お前の晴れ舞台だ」

　奴隷商人の部下は楽しそうに言った。実際、楽しくて仕方がないのだろう。

「お、お願い。せめて、水浴びをさせて」

「臭ぇから近寄るな」

　奴隷商人の部下は手で口元を覆おおって後あと退ずさった。

「お願いだから水浴びをさせてよ。これじゃ――」

「臭ぇから近づくなって言ってるだろうがッ！」

　奴隷商人の部下は激昂し、木の棒を突き出した。

　棒の先端が鳩尾みぞおちに突き刺さり、エレナは堪たまらず跪いた。

「お願い、お願いよ。こんな格好じゃ――」

「俺おれに触さわろうとするんじゃねーよ！　このゲロ豚ぶたがッ！」

　ガツンという衝しよう撃げきが走る。奴隷商人の部下がエレナを蹴けったのだ。

「売れ残り確定の無む駄だ飯めしぐらいが！　準貴族とか吹いてやがったけどな」

「あたしはグラフィアス家の――」

「知るかよ！　ここじゃお前は奴隷なんだよッ！」

　奴隷商人の部下はエレナの言葉を遮さえぎって言った。

「買ってもらえなきゃそれでしまいの商品だ」

「あ、あたしは……」

　馬ば鹿かだった、とエレナは心の底から後こう悔かいした。

　現実を理解していなかった。意地を張るべきじゃなかった。

　奴隷として買われれば逃にげ出せたかも知れない。

　涙なみだが零こぼれた。

「ようやく自分の置かれてる状況を理解したのか」

「理解したわ。理解したから――」

「理解したんなら諦あきらめろ。大体、そんなボロボロになっちまったのに水浴びしてどうなるってんだよ？」

　あんた達が殴ったからじゃない、と言えればどれだけ楽だろう。

　だが、今のエレナ――奴隷にはそんな生意気は許されないのだ。

「お願いします、水浴びをさせて下さい」

「頼たのんだって水浴びなんてさせる訳ねーだろ。ほら、さっさと立ち上がれよ」

　奴隷商人の部下が苛いら立だったように棒で床ゆかを叩たたいたので、エレナは立ち上がった。

「ほら、左だ。左の階段を登れ」

「……」

　エレナはふらつきながら階段を登った。

　半分も登っていないのに太股がパンパンになる。

　残り半分という所で奴隷商人の部下が口を開いた。

「売れ残った時が楽しみだ」

「……」

　エレナは無言で階段を登る。

「何だ？　自分がどうなるのか興味がないのか？」

　棒で壁かべを叩いているのか、コツ、コツという音が響ひびく。

「最後に一仕事させてやるから楽しみにしてろよ」

「最後の、仕事？」

　鸚おう鵡む返しに呟くと、ニチャリという音がした。

　奴隷商人の部下が笑ったのかも知れない。

「役に立たなくなった家か畜ちくは殺すだろ？　奴隷も一緒だ。新入りの前でとびきり惨むごたらしく殺してやる」

　全身が総毛立った。

　死は恐ろしいが、それ以上に楽しげに語る奴隷商人の部下が恐ろしかった。

「楽には殺さないからな。お願いだから殺して下さいって懇こん願がんした所がスタートだ。簡単に死なないでくれよ」

　ははッ、と奴隷商人の部下は笑い――。

「お前は馬鹿だな」

　奴隷商人の部下は笑うのを止やめ、しみじみと呟いた。

「俺は馬鹿だ。他の奴隷だって馬鹿だ。だけど、お前ほど馬鹿じゃない。お前ほど馬鹿な奴隷は久しぶりに見た」

　とうとう階段を登り切る。階段を登り切ったそこは舞台の袖だった。

　和なごやかな話し声が聞こえてくる。

「ほら、行け！　行って、舞台の縁ふちを一周するんだ！」

「――ッ！」

　奴隷商人の部下が棒で背中を突き、エレナは堪らずに舞台に飛び出した。

　次の瞬しゆん間かん、場が静まり返った。

「……こんなに小こ汚ぎたなくなっていたのか」

　舞台に立っていた奴隷商人が顔を顰める。

「え、あ～」

　司会と思しき男まで言葉を失っていた。

　エレナは覚おぼ束つかない足取りで歩き出した。足を踏み出すたびに絶望が募つのった。

　エレナが近づくと、会場にいた男達が顔を顰めたからだ。

　気まずそうに顔を背そむける者もいれば、鼻を摘つまむ者もいる。会場を出て行く者もいた。

「……ああ」

　舞台の縁を歩きながら喘いだ。

　ほんの少し前までグラフィアス家の令れい嬢じようだったのに、今の自分は無価値なのだ。

　いや、価値がないどころの話ではない。

　汚お物ぶつだ。エレナ・グラフィアスは舞台を汚よごすだけの汚物に成り果てた。

　涙で視界滲にじんだ。まるで酔よっ払ぱらってしまったかのように足あし下もとが覚束ない。

　それでも、何とか舞台を一周して客に向き直る。

「自己紹介だ、自己紹介！」

　奴ど隷れい商人の部下が舞台の袖から叫ぶ。

　自分を殺すのが楽しみだと言っていたのに、と笑いそうになる。

　ああ、もしかしたら、殺すのが面倒臭くなったのかも知れない。

「……エレナ、エレナ・グラフィアスです。自由都市国家群に留学していました。特技は算術です」

「金貨十枚からスタートです」

　司会が宣言するが、誰も手を挙げようとしなかった。

　頭がぐわん、ぐわんする。誰かが何かを叫んでいる。

　分からない。分からないけど、自分はもう終わってしまったのだと思った。

　盗賊が押し入ってきた時に殺されておけばよかった。

　奴隷商人に売られた時に死んでおけばよかった。

　死ねばこんな惨みじめさを味わわずに済んだのだ。

「どうして？」

　幾いく度どとなく繰り返した問いかけにようやく答えが出る。

　自分は馬鹿だったのだ。

　準貴族だとか、学だとか、婚約者だとか、そんなものに縋すがっていた。

　暴力に曝さらされている時にそんなものが何の役に立つだろう。

　頭こうべを垂れるべきだったのだ。

　そんなことも分からなかったから汚物として死ぬ羽目になるのだ。

　死を意識した次の瞬間――。

「う、ウゲェェェェッ！」

　エレナは堪らず嘔おう吐とした。酸すっぱいものを吐き出しても嘔吐感はなくならなかった。

　胃がひっくり返るような不快感に何度もえずく。

　吐き気けが治まり――。

「……お願いします。あたしを買って下さい。何でもします。だから、あたしを殺さないで下さい。貴方あなたの奴隷として死なせて下さい」

　エレナは吐瀉物に顔を埋めるように平へい伏ふくした。

「買った！　僕ぼくが買ったッ！」

「――ッ！」

　エレナは勢いよく顔を上げた。

　隻せき眼がんの青年――いや、少年だろうか――が手を挙げていた。

「だから、早く――」

「……ああ」

　エレナは安堵の息を吐いた。

　隻眼の青年は騒さわいでいるようだったが、そんなことはどうでもよかった。

　汚物ではなく、奴隷として死ねる。それはまだしも人間らしい死に方だろう。

　エレナは泣いて、泣いて――そのまま意識を失った。





※






　覚かく醒せいは曖あい昧まいだった。いつから意識を取とり戻もどしていたのか判然としない。

　気が付くと、ベッドに横たわって天てん井じようを見上げていた。

「……生きてる」

　エレナは呆ぼう然ぜんと呟き、軽く咳せき込んだ。喉のどが焼け付くように痛んだ。

「よかった。目を覚ましたんだね」

　ベッドに横たわったまま声のした方を見ると、隻眼の青年がイスに座すわっていた。

　その傍かたわらにはメイドが控ひかえていた。胸むな元もとが大きく開いたメイド服を着た女だ。

「このまま目を覚まさないんじゃないかって……ごめん」

「謝あやまらなくてもいいわよ」

　エレナは苦く笑しようしながら返した。

「貴方があたしを買ってくれたのよね？」

「覚えてるの？」

「ええ、覚え――ケホケホッ！」

　軽く咳き込むと、鉄てつ臭くさい味が口の中に広がった。

「喉が渇かわいてるんじゃないかい？」

「そうだね。体を起こせる？」

　青年が立ち上がり、エレナは助けを借りながら体を起こした。

　たったそれだけで体が痛んだ。

「ほら、水だよ」

「あ、ありが――ケホケホッ」

　メイドに礼を言いたかったが、またしても咳き込んでしまう。

「礼なんていいからさっさと飲んじまいな」

「……」

　エレナはメイドからカップを受け取り、青年の助けを借りながら口元に運んだ。

　生温かい水を貪むさぼるように飲む。

「飲み過ぎはよくないと思うから」

「……あ」

　カップが口元から離はなれ、思わず声を漏らす。

「横になって」

「何だかお婆ばあちゃんになったみたい」

　青年の助けを借りながらベッドに横たわる。

　鉄臭い息を吐き、どす黒い痣と小さな傷の刻まれた腕うでを見る。

「あたしは――」

「エレナだったよね」

「ええ、エレナ・グラフィアス」

　名前を名乗った瞬間、安あん堵ど感かんが胸に広がった。

　少なくとも名乗れる程度に人間性を取り戻せたのだ。

「貴方は？」

「僕はクロノ……クロノ・クロフォード」

「エラキスを名乗らないのかい？」

「僕の中ではクロフォードの方が格上なんだよ」

　メイドが茶ちや化かすように言うと、青年――クロノはムッとしたように言った。

「ここはエラキス侯こう爵しやく領なのね？」

「エラキス侯爵領のハシェルって街だよ」

　エレナの記き憶おくが確かならばエラキス侯爵領はケフェウス帝てい国こくの北ほく西せい端たんと言っても差さし支つかえない場所に位置していたはずだ。

　実家までかなり距きよ離りがあるが、外国に比べればマシだろう。

「厚かましいお願いなんだけど、あたしを家に届けてくれないかしら？」

「分かった。知り合いの商人に頼んで実家に連れん絡らくを取ってみるよ」

「ありがとう。ついでにお願いがあるんだけど……」

「何？」

「水浴びをさせて欲ほしいの。あと手紙も……」

「いいよ。人を呼んでくるからちょっと待ってて」

　クロノは部屋を出て行き、ミノタウロスを連れて戻ってきた。

「ミノタウロスに運ばせる気なの？」

「女将おかみ一人じゃ無理だからね」

　ミノタウロスは力仕事をさせる亜あ人じんで、貴族や準貴族に触ふれるべきじゃない。

　そう思ったが、口にはできない。

「大将、普ふ通つうはエルフやドワーフを使うもんですぜ」

「そこまで気にすることないんじゃない？」

「まあ、大将が言うんなら」

　ミノタウロスは軽々とエレナを抱だき上げ、同じ階にある脱だつ衣い所じよまで運んだ。

「ここからはあたしの仕事だね。男どもは出て行きな」

「……」

　女将と呼ばれたメイドはクロノとミノタウロスを追い出した。

「ほら、立てるかい？」

「手を貸して」

「子どもじゃないんだから一人で歩きな」

　エレナは痛む体を引ひき摺ずり、ネグリジェを脱ぬいだ。

　傷だらけの体を見て、元に戻るのか心配になる。

　涙を堪こらえながら浴室に入ると、湯気が立ち込めていた。

　一秒でも早く垢を落とすためにお湯の満たされた浴よく槽そうに近づき――。

「先に体を洗いな！」

「分かってるわよ」

　エレナは桶おけで浴槽のお湯を掬すくい、そっと肩かたから掛かけた。それだけで傷が痛んだ。

「……痛いわ」

「痛いのは生きてる証しよう拠こだよ」

　エレナは屈くつ辱じよくに耐えながらお湯を掛けた。

　赤黒いお湯がタイルを汚し、耐え難がたい臭しゆう気きが立ち上る。

「臭いねぇ。アンタ、どれくらい水浴びをさせて貰もらえなかったんだい？」

「そんなの、分からないわよ」

「髪を洗ってやるから背中を向けな」

　エレナがその場に座って背中を向けると、女将は頭からお湯を掛けた。

　先さき程ほどと同じようにお湯が赤黒く染まるが、繰り返す内に透とう明めいなまま流れるようになる。

「あの男の人って、何なの？」

「クロノ様かい？」

　女将は石せつ鹸けんを手にしたまま動きを止める。

「変わり者の貴族って所かね」

「答えになってないわ」

「そりゃ、あたしだって分かってないんだから答えられる訳がないだろ」

「からかってるの？」

「だから、あたしにも分からないって言っただろ」

　そう言って、女将はエレナの髪を洗い始めた。
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「もう、一ヶ月か」

　エレナはベッドに横たわったまま呟いた。

　クロノに保護されてから一ヶ月が過ぎようとしている。

　左目の腫れは引き、痣もかなり薄うすくなった。

　まだまだ本調子ではないが、一人で歩ける程度に回復している。

「そろそろ、返信が届く頃ころよね」

　迎むかえに来てくれると嬉しいんだけど、とエレナはそんなことを考えて苦笑した。

　叔父は事後処理で忙いそがしいだろうし、フィリップも騎士の仕事で忙しいはずだ。

　それに、どんな顔をして会えばいいのか。

「起きてる？」

「……っ！　ええ！　起きてるわ！」

　クロノが扉とびらの隙すき間まから顔を出し、エレナは体を起こした。何な故ぜか、女将も一いつ緒しよだ。

「て、手紙は？」

「……そのことなんだけど」

　クロノは何とも気まずそうな表情を浮かべ、ベッドの横にあるイスに腰こしを下ろした。

「あのさ、ピクス商会って知ってる？」

「ええ、有名だし」

「ピクス商会の人に頼んで、君の手紙を届けようとしたんだけど……どうやら、君は死んだことになっているらしい」

　え？　とエレナはクロノの言葉の意味を理解できなかった。

「ど、どうして、あたしは生きてるのに」

「盗賊に襲撃を受けた時、君は使用人と一緒に殺されたことになってるんだ」

「すぐに誤解を解かなくちゃ！」

「――ッ！」

　ベッドから下りた途と端たん、エレナはクロノに腕を掴つかまれた。

「ちょっと、離してよ！　家に帰してくれるって言ったじゃない！」

「……帰してあげたいけど、事情が変わったんだよ」

　ぞくりと悪お寒かんがエレナの背筋を這い上がる。

　公式に死んだはずの人間――つまり、何をしても構わないということだ。

「ま、まさか、あたしを奴隷にするつもり？」

「いや、そうじゃなくて……」

「クロノ様、本当のことを言っておやりよ」

　女将はうんざりしたように言った。

「本当のことって何よ？」

「はぁ、察しが悪いねぇ」

　女将はわざとらしく溜ため息いきを吐いた。

「女将、そこから先は僕が言うよ」

　クロノは憂ゆう鬱うつそうに言った。

「エレナ、君は叔お父じさんとフィアンセに陥おとしいれられたんだ」

「どうして、二人があたしを？」

「目的はグラフィアス家の財産だ。君の叔父さんは財産管理を任されているけれど、正式な相続人は君だ」

「ふぃ、フィリップは？　あたしと結けつ婚こんすれば、グラフィアス家の財産は全部、彼かれのものになるわ！　彼にはあたしを陥れるメリットなんてない！」

「エレナは自由都市国家群に留学してたんだよね？」

「そ、それが何よ」

「彼は、こう考えたんじゃないかな？　結婚しても、賢かしこい君は財産の管理を自分に任せるつもりがないんじゃないか、って。もしかしたら、自分の娘むすめと結婚すれば財産はお前の物だ、と君の叔父さんに共犯を持ちかけられたのかも」

「……そ、そんな」

　エレナは足下が崩くずれ落おちていくような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　盤ばん石じやくだと思っていたものは砂上の楼ろう閣かくに過ぎなかったのだ。

「お、お母様は！」

「殺されたみたいだね。確証はないけど、殺されたんだろうね」

　今度こそ、エレナは言葉を失った。

「これで君がエレナ・グラフィアスだと証明してくれる人はいない。使用人は全員殺されているし、出て行った所で殺されるのがオチだよ」

「……てよ、出てって！」

　エレナはそう叫ぶのがやっとだった。
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　夜になって、エレナは目を覚ました。どうやら、泣なき疲つかれて眠ねむっていたらしい。

「夕飯の時間だよ」

「いらない」

　女将は溜息を吐き、銀のトレイを机の上に置いた。

「ふー、どっこいしょ」

「トレイを置いたら、出て行きなさいよ」

　女将は億おつ劫くうそうにベッドの横にあるイスに座った。

「身の振り方かたを少しは考えたかい？」

「こんな状況で考えられる訳ないじゃない。叔父さんとフィアンセに裏切られて、奴隷として売られて、その上、お母様まで……もう、何か、どうでもよくなっちゃった」

　エレナは枕まくらに顔を埋うずめ、涙なみだ声ごえで答えた。心の支えだったフィリップまでも敵だった。

　親同士が決めた許嫁いいなずけに過ぎないのに、どうして愛があると思っていたんだろう。

「母親が殺されたってのに、随ずい分ぶんと薄はく情じようなんだね」

「あんたに、あんたに何が分かるの！　お母様が殺されて、復ふく讐しゆうしたいに決まってるじゃない！　でも、でも……今のあたしには何もない。準貴族の地位も、お金も、自分がエレナ・グラフィアスだって証明する術すべさえない！　これで、どうやって、復讐しろってのよ！」

　エレナが怒いかりに任せて叫さけぶと、女将は呆あきれたように溜息を吐ついた。

「お前さんの頭は飾かざりかい？　何もないのなら復讐する方法を考えるんだよ」

「考える？」

　エレナは女将の言葉に光明を見たような気がした。

　全すべてなくしてしまったけれど、三年の留学で培つちかった知識は健在だ。

　貴族の奴隷という立場もある。

「それで、食事はどうするんだい？」

「食べるわ」

　エレナは立ち上がり、机に座った。

　そして――。

「……畜ちく生しよう、覚えてなさいよ」

　スプーンを握にぎり締しめ、怨えん嗟さを吐はき出した。







第六章　『盗賊団』







　帝てい国こく暦れき四三〇年七月上じよう旬じゆん――クロノは経理担当者の部屋にあるソファーに寝ね転ころび、女将とエレナの話に耳を傾かたむけていた。

「この竈かまど税ぜいと薪まき税ぜいって何？」

「読んで字の如ごとくさ。ここじゃ竈にも、薪にも、新しん婚こんさんが初夜を迎える時にも税金が掛かってたんだよ」

　エレナが訝いぶかしげに尋たずねると、女将はうんざりしたような口調で言った。

「ったく、揺ゆり籠かごから墓場まで税、税、税ってうんざりだわ、ここの領主。こんなんでよく反乱を起こさなかったわね」

「ちょっとずつ税が積み重なっていったから反乱を起こそうって機運が高まらなかったんだよ。いきなり税が上がってたらあたしらだって――」

「で、どうするのよ？」

　エレナは女将を無視して問いかけてきた。

「訳の分からない税は廃はい止ししてもらったよ」

　クロノは机に向かうエレナに視線を向けた。

　赤く、長い髪を左右で束ねている。雀斑そばかすが鼻び梁りようの辺りにあり、目付きは生意気そうだ。

　痩やせぎすな肢し体たいを白いワンピースで包み、どういう訳か、革かわ製せいの首輪を着けている。

　医者は完治していると言ったが、顔色はまだよくない。

　仕事始めだから無理して欲しくないのだが、本人はやる気満々だ。

　そういえばアリッサも今日が仕事始めだった。

　あとで様子を見に行くべきかも知れない。

「人気取りに余念がないわね」

「前任者のせいで吊つるされたくないからね」

　クロノは苦笑しながら答える。

「これで景気が上向いてくれればいいんだけどね」

「分かるの？」

「税率が上がれば消費が抑よく制せいされるし、消費が抑制されれば領民の懐ふところが寂さびしくなる。あとは悪あく循じゆん環かんだよね」

　エレナが小こ馬ば鹿かにしたように言い、クロノは知識を披ひ露ろうする。

「へ～、アン……クロノ様はよく考えてるのね」

「誉ほめてくれて嬉うれしいよ」

「クロノ様がもっと早く領主になってくれりゃ店を続けられたのにねぇ」

「ちょっと早く領主になっても同じだと思うけど」

「そんなの試ためしてみないと分からないだろ」

　女将は腰に手を当て、ムッとしたように言った。

「ねぇん、クロノ様ぁん」

「猫ねこ撫なで声ごえを出してもお金は貸さないよ」

「ケチ！」

　女将は短く叫び、がっくりと肩を落とした。

「は～、年季が明けるまで辛しん抱ぼうしなきゃ駄だ目めかねぇ」

「つか、金貨百枚も借金してるくせにさらに追加なんて図ずう々ずうしいわよ」

「なんで、アンタがあたしの借金を把は握あくしてるんだい」

「引き継ついだばかりだけど、あたしは経理担当よ」

　女将が訝しげな視線を向けると、エレナは机の上に積まれた帳ちよう簿ぼを叩いた。

　帳簿を見れば分かると言いたいのだろう。

「よくもまあ、こんな女に金貨百枚も貸したわね」

「そりゃ、あたしにそれだけの価値があるってことだよ」

　女将はニヤリと笑い、胸を強調するように腕を組んだ。

「アンタにはどれくらいの価値があったんだろうね？」

「……金貨十枚」

「まあ、そんなもんだろうね」

　女将はエレナの慎つつましい胸を見つめた。

「何ど処こを見てるのよ？」

「アンタの慎ましいおっぱいに決まってるだろ」

「くッ、大きけりゃいいってもんじゃないわよ」

　エレナは女将の視線を遮ろうとするかのように腕を交差させた。

「今年の税収ってどれくらいになりそう？」

「え？　ええ、今年の税収ね」

　エレナは手元の帳簿に視線を落とした。

「えっと、訳の分からない税を廃止したせいで大おお幅はばに税収は減るけど、例年の税収をベースに考えると、今年は金貨六万枚前後になるんじゃないかしら」

「それはよかった」

　クロノは胸を撫なで下おろした。これなら部下達たちが一いつ斉せいに未み払はらい分の給きゆう与よを受け取りに来ても対応できる。

「収しゆう穫かくが終わって、現金化するまで安心しちゃ駄目よ」

「まあ、そうなんだけどね」

　クロノは現金化までの道のりを思い、溜息を吐いた。

　ハシェルでは貨か幣へいで税を納めているが、農村では作物で税を納めている。

　前者は比ひ較かく的てき楽だが、後者はいくつか手順を踏ふまなければならない。

　まず、徴ちよう税ぜい官かんが七月初しよ旬じゆんまでに村々を回り、予想収しゆう穫かく高だかを見積もる。

　次に予想収穫高を基準に税率を決める。

　さらに収穫を終えた頃に再び村々を回って作物を徴ちよう収しゆうする。

　最後に商人に作物を売って、ようやく現金化されるのだ。

「それにこの帳簿が正しいかも分からないんだし」

「怖こわいことを言うね」

「軍費を横領して告発された男の部下よ。信用なんてできるわけがないじゃない」

「それはそうだけど」

　クロノは再び溜息を吐いた。

「あ～、前ぜん途と多た難なんだ」

　クロノは紙を顔に載せて呟つぶやいた。

「……さっきから紙を触さわってるけど、そんなに珍めずらしいの？」

「ん？　うちの工こう房ぼうで紙を作ったから、これからどうしようか考えてたんだよ。できれば大量生産したいけど」

「……」

　エレナは無言で立ち上がり、クロノに駆かけ寄よった。

　紙を手に取り、驚おどろいたように目を見開く。

「し、信じられない！」

「紙なんざ、ここに腐くさるほどあるじゃないか」

　女将は机の上に積まれた書類を一いち瞥べつした。

「か、紙の製法は秘ひ匿とくされているはずなのに」

「ちょいと貸しな」

　興味をそそられたのか、女将はエレナに歩み寄り、紙を奪うばい取った。

「手触りとか、色合いが微び妙みように違ちがうような気がするけど、こりゃ紙だね」

　女将が言う通り、紙の質感は和紙に近い。

「ちょっと！　あたしが見てたのよ！」

「うっさいね。もう少し見てたってバチは当たらないだろ」

　エレナが紙を取り戻そうとするが、女将は腕を突つき出だしてそれを阻はばむ。

　紙を取り返すことを諦めたのか、エレナはクロノを見つめた。

「工房で作ったって？　これをドワーフが作ったの？　一から？」

「ものすご～く大おお雑ざつ把ぱな説明はしたけど、ゴルディのお手て柄がらだね。よくもまあ、あんな説明で作れたと思うよ」

「どうやって、作ったのよ？」

「木の皮から作ったって言ってたよ」

「はあ、木の皮から紙ができるとはね」

　女将が感心したように呟く。

「で、でも、高いんでしょ？」

「そうでもないと思うよ。日給銀貨一枚で十人を雇やとったとして、このサイズの紙を真しん鍮ちゆう貨か一枚で千枚売れば人件費は確保できるし」

「そんなに安いの？」

「人件費ベースで価格を設定したから実際はもう少し高くなると思うけどね。女将？」

「ああ、いいもんを見せてもらったよ」

　クロノは女将から紙を受け取り、苦笑した。

　日本からやって来たとはいえ、和紙に縁えんのある生活を送っていた訳ではない。

　そんな自分が異世界で和紙を作らせているのだから世の中は面おも白しろい。

「で、この紙でどうするんだい？」

「この紙を使って領地を豊かにできないかな～とは考えてるけど、具体的なことはまだ決めてないよ」

　量産方法や販はん売ばい方法など考えるべきことは多い。

「クロノ様、あたしは厨ちゆう房ぼうに戻るよ。エレナもそれでいいね？」

「ええ、聞くべきことは聞いたし」

「ありがとうくらい言えないのかい？」

「ありがとう」

「もっと可愛かわいらしく言いな」

　女将は溜息交じりに言い、部屋から出て行った。

「アンタって、すごいのね？」

「すごいのはゴルディだよ」

「アンタがすごいのよ」

　そう言って、エレナは擦すり寄ってきた。

「アンタならもっとすごいことができるわ」

「だといいんだけど」

「できるわよ、きっと」

　エレナは囁ささやくような声こわ音ねで言った。言い寄られているようなシチュエーションなのにちっとも艶あでやかな感じがしないのは彼かの女じよの瞳ひとみがギラギラと輝かがやいているからだろう。

　彼女が奴隷になった経けい緯いを考えればクロノを利用して叔父おじと婚こん約やく者しやに復讐をしようとしていることくらい容易に想像できるが、残念ながら協力することはできない。

　さて、どうしたものかと考えていると――。

『クロノ様！』

「きゃッ！」

　ややくぐもったレイラの声が響ひびき、エレナは飛び上がった。

「ごめん、通信だ」

　クロノは腰のポーチから透明な球体――通信用マジックアイテムを取り出した。

「どうしたの？　ピクス商会が食しよく糧りようを納めに来たんなら任せ――」

『違います！　商人が盗とう賊ぞくに襲われたのです！　幸い、怪け我がはないので詰つめ所しよで話を聞いている所です！』

「すぐに行くよ」

　クロノはソファーから飛び起きた。
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　クロノが詰め所の扉を開けると、疲れきった様子の男が出てきた。

　恐おそらく、彼が盗賊に襲われた商人だろう。不意に目が合い、男が目を見開く。

「おお、クロノ様！」

　男はクロノの足下に跪ひざまずいた。クロノの顔を知る商人は多くない。

　エラキス侯爵のコレクションを売った商人、ピクス商会の関係者、エレイン、そして、今跪いている奴隷商人である。

「クロノ様！　金と商品を盗賊に奪われてしまいました！　どうか、どうか、商品を取り戻して下さい！　も、もし、取り戻せなかったら、私は、私は！」

「ああ、うん、分かってるよ」

「奪われた商品ですが、髪かみは長く、胸はこれくらいの大きさで、男好きのするいい尻しりをしているんです！」

　奴ど隷れい商人は座ったまま、身み振ぶり手て振ぶりを交えて奪われた商品の特とく徴ちようを説明した。

　そんなことを説明されても困るのだが、無下に扱あつかうことはできない。

　この男は帝国の法律を守り、税金も払はらっている真っ当な商人なのだ。

　エレナがどんな目に遭あったか知っている身としては釈しやく然ぜんとしないが、領主として彼を守ってやらなければならない。

「分かったよ。必ず取り返すからね」

「ありがとうございます」

　奴隷商人は平伏し、ゆっくりと立ち上がった。

「今日の宿代は大だい丈じよう夫ぶ？」

「心配して下さり、ありがとうございます。こういう時のために備えているので、しばらくは何とかなります」

　お願いします、お願いします、と奴隷商人は何度も頭を下げ、その場を立ち去った。

「……クロノ様」

　声のした方を見ると、レイラが立っていた。

「報告してくれてありがとう」

「い、いえ、当然の務めですから」

「それでも、ありがとう」

　クロノが感謝の気持ちを込めて耳に触れると、レイラはうっとりと目を細めた。

　不意に視線を感じて詰め所の方を見ると、扉の陰かげからエルフの少女がこちらを見ていた。

　双ふた子ごなのか、鏡で映したようにそっくりの外見をしている。

　外見上の違いは長く伸のばした髪を右で纏まとめているか、左で纏めているかだ。

　クロノは仕方がなくレイラの耳から手を離した。

「この辺りって、そんなに治安は悪くなかったよね？」

「はい、私がエラキス侯爵領に配属されてから盗賊の討とう伐ばつは一度しか行われていません」

「レイラが配属されたのって何年前？」

「五年ほど前になります」

「五年か」

　クロノは小さく呟いた。

「神聖アルゴ王国の残党かな？」

「奴隷商人は大勢の騎き兵へいに襲われたと言っていましたが……いえ、申し訳ありません」

「続けて」

「はい、侵しん攻こうから二ヶ月余り過ぎていることを考えると、神聖アルゴ王国の残党である可能性は低いと思います」

　クロノが促うながすと、レイラは自分の意見を口にした。

「差し出がましいことを申し訳ありません」

「いや、いいんだよ。気付いたことはどんどん言って欲しい」

　優すぐれた軍人であれば煩わずらわしいと感じるかも知れないが、クロノは優れた軍人ではない。

　軍人としても、領主としてもクロノの能力は穴だらけだ。経験だって足りない。

　体面を慮おもんぱか　ってもらうよりも意見を口にしてくれた方がありがたい。

「他には何か言ってなかった？」

「革かわ鎧よろいを着ていたと言ってました」

「革鎧ってことは軽騎兵か。傭よう兵へい崩くずれかな？」

「そう、でしょうか？」

　レイラは難しそうに眉まゆ根ねを寄せた。自由都市国家群ではいざ知らず、ケフェウス帝国では傭よう兵へいは正業と見なされない。盗賊と同義と言っても過言ではない。

「今まで被ひ害がいが出ていないことを考えれば傭兵の線は薄いか。そういえばエラキス侯爵って治安維い持じについてはどうだった？」

「あまり興味がなかったと思います。ハシェルの警備は私達に任せきりでしたし、街かい道どうの警備も……」

「リック達に任せきりか」

「そうです」

　真ま面じ目めに仕事してなそうだな、とクロノは溜息を吐いた。

　だが、五年も盗賊が出しゆつ没ぼつしなかったことを考えれば不ふ真ま面じ目めだったとも言い切れない。

　結果だけを見れば真面目に仕事をしていたと言えるだろう。

「うん、止やめよう」

「クロノ様？」

「ああ、エラキス侯爵やリック達が真面目に仕事をしていたのか考えてたんだけど、本人がいないんじゃ確かめようがないと思ってさ」

　盗賊の正体に関してもそうだ。

「いい予感はしないんだけどね」

「クロノ様？」

「いや、こっちのことだよ」

　クロノは小さく頭かぶりを振ふった。
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　クロノが侯こう爵しやく邸ていの執しつ務む室しつに入ると、ティリアは軽く目を見開いた。

「これから呼びに行こうと思ってたんだが、随分と早いな」

「そう思ったから呼ばれる前に来たんだよ」

「先手を打ってくるとは猪ちよ口こ才ざいな」

　ティリアは面白くなさそうに頬ほお杖づえを突いた。

「実は――」

「盗賊が出たそうだな」

　ティリアはニヤリと笑い、イスの背もたれに寄り掛かった。

「どうして知っているの？」

「奴隷商人を保護したのが私の部下だったからだ。部下によれば奴隷商人は革鎧を着た大勢の騎兵に襲われたらしい」

「それも分かってるんだ」

「部下が聞き込んだからな」

「……道理で」

　詰め所から出てきた時に疲れきっていたはずだ、と心の中で付け加える。二度も同じような話をすれば疲れるに違いない。あるいはたらい回しにされたと意い気き消しよう沈ちんしたか。

「お前は今回の件をどう思う？」

「僕ぼくはリック達が犯人じゃないかと思ってる」

「リック？　誰だれだ、それは？」

「エラキス侯こう爵しやく領りようの騎兵隊長だよ。リック達には土と地ち勘かんがあるし、逃にげ出して二ヶ月も経たってるからね。盗賊と合流して資金集めくらいはすると思う」

「盗賊に身を窶やつしたとはいえ、帝国軍人を討うつ羽目になるとはな」

　ティリアは体を起こし、深々と溜息を吐いた。





※






　経理担当者の部屋ではエレナが帳簿と格かく闘とうしていた。

　そんな彼女を横目に見ながらクロノはソファーに横たわった。

「盗賊はどうしたのよ？」

「奴隷商人は所持金と商品を奪われたって言ってたよ」

「ふ～ん、そう」

　エレナは興味なさそうに言い、帳簿を捲めくった。

　帳簿を捲る音が部屋に響き――。

「散々、あたしを殴なぐったバチが当たったんだわ！　純白にして秩ちつ序じよを司つかさどる神様、ありがとうございます！　ざまぁ！　ざまぁ！　奴隷商人、ざまぁぁぁッ！」

　エレナはいきなり感情を爆ばく発はつさせ、高笑いした。

「ざまぁ！　ざまぁッ！　ざまぁぁぁぁッ！　今日のご飯は美お味いしいに違いないわッ！」

「僕としてはあまり喜べないんだよね」

「なんでよ？」

「盗賊が出るなんて噂うわさになったらお金や物の流れが滞とどこおっちゃうよ」

「ふ～ん」

　エレナはイスから立ち上がって歩み寄るとソファーに腰を下ろした。

「アンタって、新貴族なのよね？」

「そうだよ。成り上がり者の新貴族だよ」

　養父――クロード・クロフォードは動乱を収めた功績を認められて傭兵団の団長から貴族に成り上がった。

　だが、歴史のある貴族達は養父達のことを新貴族――成り上がり者と馬ば鹿かにしている。

「新貴族って、もっと下品で、粗そ野やな連中かと思ってたわ」

「それは偏へん見けん……とは言い切れないか」

　他の新貴族は分からないが、養父は下品で、荒あらっぽい所がある。

「新貴族って面白いわね」

　エレナは身を擦り寄せてきた。

「これでも、アンタには感謝してるの。あんなになったあたしを買って、治ち療りようまでしてくれた上に仕事まで世話してくれたんだもの。だから……」

「学のある奴隷が欲ほしかっただけだから感謝しなくてもいいよ」

「あたしが感謝したいの」

　エレナはクロノに跨またがり、額を押おし付つけてきた。

「ここまで言ったんだもの、あとは分かるでしょ？」

「経理の仕事をしてくれるだけで十分だよ」

「このあたしを好きにしていいって言ってるのよ？　遠えん慮りよせずに受け取りなさいよ」

「押し売うりは勘かん弁べんして下さい」

「押し売りとは何よ！　これでも、あたしはアンタの家よりもよっぽど歴史のある家なのよ！　この機会を逃のがしたら抱だけないかも知れないんだから！」

　エレナはガバッと身を起こして捲まくし立たてた。

「下心が見え見えの女の子に言い寄られても困るんだよね」

「し、下心なんてないわよ」

　エレナはそっぽを向いた。

「まあ、予想は付くんだけど、何が目的？」

「だから、下心はないって言ってるじゃない！　ありがたく、感謝の気持ちを受け取っておきなさいよ！」

「素す直なおじゃない――なッ！」

　クロノは体を起こし、エレナを組くみ敷しいた。

「な、なッ？」

　エレナは軽いパニック状態に陥おちいっているが、体格差を考えれば驚くに値しない。

「念のために聞くけど、何が目的なの？」

「べ、別に目的なんてないわよ」

「嘘うそは嫌きらいだよ」

　クロノは指でエレナの首輪を引っ張り、軽く目を見開いた。

　エレナが一転して怯おびえたような表情を浮うかべ、顔を守るように腕うでを交差させたのだ。

「く、首輪を引っ張るのは良いけど、お願いだから叩たたかないで。ね、ね？」

「そこまで露ろ骨こつに怯えなくても」

　クロノはバツが悪くなって頭を掻かいた。あれだけ勝ち気そうだったのに子どものように怯えている。恐らく、殴る蹴けるなどの暴行を受け、暴力に対する耐たい性せいが低下しているのだろう。可か哀わい想そうにと思う一方で嗜し虐ぎやく心しんが疼うずいた。

「殴らないよ」

「キャッ！」

　クロノが人差し指で首から臍へそまでをなぞると、エレナは大おお袈げ裟さに悲鳴を上げた。

「でも、囓かじるよ。オレサマ、オマエ、マルカジリ」

「かじ……ピギャァァァァッ！」

　首筋を軽く噛かむと、エレナは色気の欠片かけらもない悲鳴を上げた。

　しばらく体を強こわ張ばらせていたが、不意に力が抜ぬけた。
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　クロノは体を起こし、ぐったりとしているエレナを見下ろした。

　そんな彼女を見ている内に――。

「な、なな、何を硬かたくしてるのよ！」

「いや、まあ、ちょっとムラムラしたというか。じゃ、続きを」

「ふ、ふざけないでよ！」

　クロノがのし掛かかると、エレナは両腕を突っ張って抵てい抗こうした。まさに必死の抵抗だ。

「下心はないんでしょ？」

「あるに決まってるでしょ！　なんで、見返りもなしにアンタに大事にしてきた処女を捧ささげなきゃならないのよ！」

「処女ですか、そうですか」

「なんで、笑ってるのよ！」

「瓢ひよう箪たんから駒こまというか、棚たなからぼた餅もちというか、意外な所で意外な知り合いに会ったような気分というか」

「分からないわよ！」

　エレナは顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「考えてみればエレナは僕が買った奴隷なんだし、好きにしてもいいよね？」

「よくないわ！　全然よくないッ！」

「この国では奴隷は合法だし、制度は利用すべきだと思うんだ。じゃ、続きを」

「待った待った！　ストップ！」

　クロノが再びのし掛かると、エレナは叫んだ。

「何？」

「と、取引よ」

　クロノが力を緩ゆるめると、エレナは真しん剣けんな表情で言った。

「どんな取引？」

「仕方がないからやらせてあげる」

「じゃ、続きを」

「やらせてあげる条件を提示してないでしょうがッ！」

　一いつ瞬しゆんだけ目の前が真っ白になった。エレナに叩かれたのだ。それもグーで。

「条件って？」

「大した条件じゃないわ。あたしの叔お父じさんと元婚約者を殺してくれればいいのよ」

　簡単でしょ？　とエレナは笑った。

「それって取引になってないんじゃない？」

「何処がよ？」

「いやさ、エレナは僕の奴隷な訳で、僕の奴隷な訳で」

「二度も言わなくていいわよ」

「元々、エレナを好きにしてもいい権利を持ってるのにしょ、処女を――」

「口くち籠ごもらないでよ！　こっちが恥はずかしくなるじゃない！」

　エレナは頬ほおを赤らめつつ叫んだ。

「処女を捧げるから仇かたきを討ってくれっておかしくない？　お金を借りた相手にお金を貸してあげるって言うくらいおかしくない？」

「お、おかしくないわよ」

　エレナはクロノから視線を逸そらした。

「自発的に捧げるのと、無む理り矢や理り奪うばうのとじゃ――」

「無理矢理奪う方がレア度が高い」

「高くないわよ！　あたしの心が欲しくないの？」

「いや、別に」

「素で答えるな！」

　エレナはポカポカとクロノの胸を叩いた。

「正直、復ふく讐しゆうに手を貸すのはちょっとね」

「何が不満なのよ？」

「リスクとリターンの割合が見合ってない」

　コストとリターンと言うべきか。

「あたしの処女じゃ足りないっての？」

「無理にでも奪える訳だし」

「ぐぅぅぅぅ」

　無理に奪おうとしたら死んでやると脅きよう迫はくされるかと思ったが、エレナは口く惜やしそうに呻うめいただけだ。

「どうしても復讐に手を貸してくれないの？」

「無理だよ」

　不意に扉とびらを叩く音が響き――。

「失礼いたします」

　振り返かえると、アリッサが扉を開けた姿勢で動きを止めていた。

　メイド服に身を包んだ姿には古参兵のような貫かん禄ろくがある。

「食事の準備が整いましたが、出直した方がよろしいでしょうか？　それとも、見学させて頂いた方がよろしいでしょうか？」

「見学？」

「……はい」

　クロノが鸚おう鵡む返しに呟くと、アリッサはしばし間を置いて答えた。

　エラキス侯爵の人となりがよく分かる台詞せりふだ。

「いや、すぐ行くよ」

　クロノはソファーから下りた。

「エレナも立ちなよ」

「分かってるわよ」

　エレナは立ち上がり、すぐに尻しり餅もちをついた。

「大丈夫？」

「アンタのせいで腰こしが抜けたのよ！」

　エレナは顔を真っ赤にして叫さけんだ。





※






　一週間後――クロノが執務室に入ると、ティリアは苛いら立だった様子で席に着いていた。

「何な故ぜだ、何故、捕つかまえられんのだ」

「ティリア、少し落ち着いて」

「私は落ち着いている」

　ティリアはかなり険のある口調で言った。

　当然といえば当然か。この一週間で三組の商人が被害に遭あっている。

　にもかかわらず、目に見える成果は出ていないのだ。

　死者が出ていないことがせめてもの救いだが、次もと期待するのは間ま違ちがいだ。

　ティリアは押し黙だまり、チラチラと視線を向けてきた。

「クロノ、アイディアはあるか？」

「あるよ」

「だったら、どうして黙ってるんだ！」

　ティリアはバンッと机を叩き、立ち上がった。

「ティリアが自分の部下と話してばかりで相談してくれなかったからだよ」

「ぐぬ、そ、それは……お前が忙いそがしそうにしてたし、すぐに捕まえられると思ったから」

　ティリアはごにょごにょと言い訳した。

「と、とにかく、アイディアがあるのなら言え！」

「僕なら盗賊の拠きよ点てんを探すね」

「どうやって？」

「知ってると思うけど、馬の世話って大変なんだよね。厩きゆう舎しやはもちろん、餌えさも、綺き麗れいな水も必要になる」

「待て、それは村が占せん拠きよされている可能性があるということか？」

「まさか、一人も村人を逃がさずに村を占拠するなんて無理だよ」

「つまり、村人と協力関係にあるということか？」

「その通り。といっても村人は無関係を装うために盗賊を村に入れたくないだろうし、盗賊も寝ね首くびを掻かれたくないだろうから村に入りたくない。けど、密告はされたくないから監かん視しできる距きよ離りを維持したい」

「条件に合った場所は限られてくるということだな？」

「そういうこと」

　クロノは頷うなずいた。

「よし！　盗賊の拠点が分かり次し第だい、打って出るぞ！」

「盗賊の拠点はもう分かってるよ」

「何だと？」

「だから、盗賊の拠点はもう見つけてあるんだ」

「なら、すぐに準備をしろ！」

「もうできてるよ」

「いつの間にそんなにできるヤツになったんだ？」

「準備期間があったからね」

　クロノは肩かたを竦すくめた。





※






　クロノ達は夜や陰いんに乗じてハシェルを出発した。討伐隊は三百五十名――ミノとリザドが率いる重装歩兵百名、レイラが率いる弓兵五十名、ティリア麾き下かの騎兵五十名、重装歩兵百名、弓兵五十名だ。

　作戦の成否はいかに素す早ばやく盗賊の拠点を包囲できるかに掛かっているので、クロノは荷馬車で移動することを選んだのだが――。

「……こんなに風が冷たいんなら防寒対策をしっかりすればよかった」

　クロノは荷台でマントに包くるまりながら呟いた。

　同じ荷馬車に乗るティリア、レイラ、エルフの双子は布に包まっている。

「夏とはいえ、夜ともなれば冷え込むものだな」

「……」

　ティリアが毛布に包まりながら呟いたが、クロノは無視した。

「どうして、黙っているんだ？」

「わ、悪い予感がする」

「何を言ってるんだ、お前は」

　ティリアは呆あきれたように言い――。

「寒いからマントを寄よ越こせ」

　真顔で要求してきた。

「嫌いやだよ」

「ならば――」

「クロノ様、よろしければこちらに」

　レイラがティリアの言葉を遮さえぎる。二人で毛布に包まるのは気き恥はずかしいが、体面に拘こだわっていたら凍とう死ししてしまう。

　クロノはレイラと一いつ緒しよに毛布に包まる。二の腕に胸が当たる。ピクス商会が糧りよう食しよくを納めるようになり、レイラの胸とお尻はボリュームを増している。

　同どう衾きんする時は仕方がないにしても勉強を教える時もついつい目がいってしまい、自制心を保つのに苦労している。まあ、それはさておき――。

「レイラ、ありがとう」

「いえ、当然のことですから」

「――ぐぬッ！」

　レイラが何ど処こか誇ほこらしげに言い、ティリアは呻き声ごえを上げた。

「はい、どうぞ」

「お、おのれ」

　ティリアは口惜しそうに呟きながらマントを羽織った。

「……このマントはボロボロだが、暖かいな」

「軍学校を卒業した時に父さんからもらったんだよ。父さんが現げん役えき時代に使っていたマントで、験げん担かつぎみたいなものかな」

　本当はボロボロな感じがかっこいいからもらったのだが、変なヤツだと思われたくないので当あたり障さわりのない理由を口にする。その時、レイラが口を開いた。

「クロノ様、寒くありませんか？」

「いや、暖かいよ。レイラは？」

「私も寒くありません」

「「心が寒いし」」

　レイラがわずかに口元を綻ほころばせながら言うと、エルフの双子がぼやくように言った。

　そういえば詰め所でこっちを見てたな、と二人に視線を向ける。

「クロノ様がこっちを見てるみたいな」

「つ、遂ついにあたしらにも春が来たみたいな」

　二人は顔を見合わせ、だらしなく相好を崩くずした。

「二人は――」

「あたしはアリデッド！」

「あたしはデネブ！」

　クロノの言葉を遮り、二人は元気よく手を挙げた。

「あたしらはフリーだし！」

「いつでも呼んで欲しいみたいな！」

「呼んで欲しいというのは？」

「分かってるくせにあえて踏ふみ込んでくるスタイルみたいな」

「でも、そういうわざとらしいの嫌いじゃないし」

　突つき抜けてるな、とそんな感想を抱く。

「つまり、いつでもベッドに呼んで欲しい的な話をしてるみたいな」

「愛人候補に名乗りを上げてるとも言うし」

「どっちがどっちやら」

　双子だけあって声質まで同じだ。そんな二人が同じような話し方をしているので、どっちが話しているのか分からなくなってくる。

「愛人候補か。楽しそうな戯ざれ言ごとだな」

「あたしらは至って本気みたいな」

「だがしかし、ピリピリとした殺気を前に退くことも吝やぶさかではないみたいな」

　ティリアがボキボキと指を鳴らしながら言うと、二人はあっさりと退いた。

　かに見えたが――。

「詰め所の前で見た撫なで撫でを所しよ望もうするみたいな！」

「あたしらもおこぼれに与あずかりたいし！」

「無視して下さい」

「それが同期に向かって言う台詞みたいな！」

「とはいえ、立場が逆なら同じことを言う自覚はあったり！」

　アリデッドとデネブは身を乗り出して叫んだ。

「まあ、いいけど」

「ヒャッホーッ！　クロノ様の許可が下りたみたいな！」

「駄だ目め元もとで頼たのんでみるのも大事かもみたいな！」

　二人はクロノの前に座すわった。

「じゃ、アリデッドから」

「やっぱり、ここは姉が先みたいな」

　アリデッドが耳を差し出してきたので、クロノはレイラにするように優やさしく撫でる。

　すると、アリデッドはくすぐったそうに笑った。

「うへへ、ありがとうございますみたいな」

「次はあたしだし」

　今度はデネブが耳を差し出してきたので同じように撫でておく。

「こ、これはちょっと感動するかもみたいな」

　アリデッドと違ちがって、デネブは瞳を潤うるませる。
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　ふと視線を感じて荷台を見回すと、ティリアがこちらを見ていた。

「……ティリア」

「なんだ？」

　ティリアが四よつん這ばいで近づいてきたので、クロノは耳を撫でた。すると――。

「な、何をするんだ、お前は！」

　ティリアはクロノの手を払い除のけ、距離を取った。恥ずかしいのか、顔が真っ赤だ。

「こっちを見てたから撫でて欲しいのかと思って」

「そんな訳がないだろう」

　ティリアは深々と溜ため息いきを吐ついた。

「私が見ていたのはハーフエルフが持っている弓だ」

　ティリアはレイラの傍かたわらにある弓を見つめた。

　弓はΣシグマの形に酷こく似じし、その両りよう端たん――リムと呼ばれる部分には滑かつ車しやが付いている。

「不思議な弓だ。滑車の付いている弓なんて初めて見る」

「合成弓を複製したんだけど、エルフの筋力じゃまともに扱えないことが分かってさ」

「それで滑車を付けたのか」

　ふむふむ、とティリアは興味深そうに見つめた。

「射程や威い力りよくについて聞きたいところだが、実際に目で見ることにしよう」

「驚おどろくよ、きっと」

「ところで、名前は決まってるのか？」

「機き工こう弓きゆうって呼ぼうと思ってる」

「うむ、悪くない響ひびきだな」

　ティリアは満足そうに頷いた。





※






　翌日――夜が白んでくる頃ころにクロノ達たちは目的の村に到とう着ちやくした。

　五十戸ほどの家屋がある鄙ひなびた村だ。

　村の奥おくには樹木で覆おおわれた丘おかがあり、その頂には砦とりでらしき建物が建っている。

　クロノが荷馬車から降りると、別の馬車に乗っていたミノが駆かけ寄よってきた。

　エラキス侯爵のコレクション――風の魔ま術じゆつが付ふ与よされたポールアクスを担かついでいる。

「大将、どうしやす？」

「まずは投降を呼びかけてみようと思う」

「投降だと？」

　声に驚いて振り返ると、ティリアが荷馬車から飛び降りる所だった。

「クロノ、いくらなんでも弱よわ腰ごし過ぎるんじゃないか？」

「死人を出したくないからね」

「……ふむ」

　ティリアは思案するように腕を組んだ。

「何か考えごと？」

「誰が投降を呼びかけるんだ？」

「僕かな？」

「大将、村で情報収集してから砦に降こう伏ふく勧かん告こくをしても遅おそくないと思いやすぜ」

「それもそうだね」

　村人が素直に教えてくれるか分からないが、何も知らないで交こう渉しように臨のぞむよりマシだ。

「ミノさんは指揮をお願い」

「分かりやした。盗とう賊ぞくが出た時の対応はどうしやすか？」

「臨機応変に対処！」

「分かりやした。指揮はあっしに任せて下せぇ」

「よろしく」

　ミノは仕方がないと言わんばかりに溜息を吐いたが、クロノが指揮を執とるよりも上う手まく部下を動かしてくれるに違いない。

「大将、護衛はあっしが選んでも構いやせんか？」

「ああ、うん、構わないよ」

「リザド、アリデッド、デネブ！　大将を護衛しろ！」

「「了りよう解かいみたいな！」」

　ミノが声を張り上げると、アリデッドとデネブは馬車から飛び降りた。

　だが、リザドの姿は何処にもない。

「リザドは？」

「さっきからクロノ様の背後に控ひかえてるし」

「リザードマンは何気に俊しゆん敏びんだったり」

　振り返ると、そこには大おお槌つちを担いだリザドが立っていた。

　いるとは思わなかったのでビクッとしてしまった。

「大将、情報収集っていっても襲おそってくる可能性はありやす。襲われたら戦おうとせずに逃げて下せぇ」

「頑がん張ばって逃げるよ」

「なんて情けない会話をしているんだ」

　ティリアは頭痛を堪こらえるようにこめかみを押さえた。

「じゃ、行ってくるよ」

「よし、行くか」

　クロノの言葉にティリアが応じる。

「ティリアは留守番だよ」

「何故だ？　私はお前よりもよほど戦力になるぞ」

　ティリアは胸を張って言った。エロゲーなら捕まって陵りよう辱じよくの限りを尽つくされるのが基本だが、そうなるとは微み塵じんも思っていないらしい。

「分かった」

「大将、いいんですかい？」

「時間が惜おしいからね」

　押し問もん答どうをしていたら時間を浪ろう費ひしてしまう。

「じゃ、行くよ」

　クロノが先頭に立って歩き出すと、ティリア、アリデッド、デネブ、リザドの四人も歩き出した。アリデッドとデネブがティリアの左右を、リザドが背後を守る。

　村の中央まで進み、立ち止まる。早朝のせいか、村人の姿はない。

　肩かた越ごしにティリアを見つめ――。

「どうしよう？」

「お前はどうしようもないな」

　ティリアは真顔で言い返してきた。

「何か策があったんじゃないのか？」

「向こうからアクションがあると思ったんだよ」

　当たり前といえば当たり前だが、現実はフィクションのように上手く進まないらしい。

「クロノ様、誰かが近づいてくるし」

「殺すか、生いけ捕どるか、好きな方をどうぞ」

「生け捕りにして拷ごう問もんだな」

　アリデッドとデネブが弓を構え、ティリアが剣けんの柄つかに触ふれる。

「話し合うって選せん択たく肢しはないんだね」

　クロノが前を見ると、人ひと影かげ――小こ柄がらな老人が近づいてきた。

「貴族様とお見受けしますが、この村に何の用でしょうか？」

「盗賊を討とう伐ばつに来ました」

「――ッ！」

　思い切って切り出すと、老人は息を呑のんだ。

「話を聞かせて頂けませんか？」

「どうぞ、私の家に」

　老人が歩き出し、クロノ達はその後を追った。

「こちらが私の家になります」

　案内された先にあったのは傾かたむいた家だった。

「アリデッド、リザド、デネブはここで待機、ティリアは――」

「分かっている。お前の護衛だな」

「よろしく」

「任せておけ」

　ティリアは軽く胸を叩いた。

「何もない所ですが、お入り下さい」

　老人に促うながされて家に入る。何もないという言葉に偽いつわりはなく、家の中には粗そ末まつなイスとテーブルしかなかった。

　クロノとティリアがイスに座ると、老人は億おつ劫くうそうにイスに腰を下ろした。

「……あの砦に盗賊がやって来たのは一ヶ月前のことになります」

「一ヶ月ま――」

「ティリア、話を聞こうよ」

「分かった」

　ティリアは素直に頷いた。

「ケイン殿どのとその部下二十人が若い娘むすめを連れてやって来たのです」

「ケイン殿？」

「盗賊……の頭目です」

　鸚鵡返しに呟つぶやくと、老人は絞しぼり出すような声で言った。

　どうやら、盗賊の頭目と呼ぶことに抵抗があるようだ。

「その、ケインさんはどんな人なんですか？」

「自由都市国家群で傭よう兵へいをしていたと聞きました。奴ど隷れい商人の仕打ちがあまりに酷ひどいので奴隷を攫さらってきてしまった、と」

「そうですか」

　クロノはエレナのことを思い出しながら相あい槌づちを打った。

「それで……しばらく置いてやって欲しいと」

「その申し出を受けたのですか？」

「最初は断ろうとしました。ですが、娘むす達めたちが不ふ憫びんで……」

「その奴ど隷れいは何処に？」

「……」

　老人は押し黙った。それで奴隷達がまだこの村にいると分かった。

　もしかしたら、隣となりの部屋にいるかも知れない。

「どうして、その時に訴うつたえようとしなかったのですか？」

「……ここは、貧しい村です」

　老人は低く押し殺ころしたような声で言った。

　質問と答えが噛み合あっていないような気もするが、それが全すべてなのだ。

　この村の人達――目の前にいる老人は貧しさから子どもを売ったことがあるのだろう。

　だから、娘達を匿かくまうことを選んだのだ。

「それに、ケイン殿どの達は村の娘に手を出したり、物を奪うばおうとしたりはしませんでした。それどころか、きちんとお金を払はらって食料を買って下さったのです」

　ですが、と老人は続けた。

「一週間ほど前に……」

「別の盗賊団と合流した？」

「はい、それから商人達を襲うようになったのだと思います」

「思います？」

「ケイン殿は……何も仰おつしやってくれないのです。恐おそらく、私どもを巻き込まないように配はい慮りよして下さっているのかと」

　好意的に解かい釈しやくしすぎだと思ったが、それだけケインという男を信しん頼らいしているのだろう。

　老人はイスから立ち上がると平へい伏ふくした。

「恐れながら申し上げます！　このたび、我々が犯おかした過あやまちは全て村長である私の責任です！　何なに卒とぞ、他の者に累るいが及およばぬようお慈じ悲ひを……そして、厚かましいこととは存じておりますが、ケイン殿とその部下の方々に罪を償つぐなう機会をお与あたえ下さい！」

　どうしよう？　とクロノはティリアを見つめた。

　だが、ティリアは黙っている。自分で考えろということだろうか。

「……分かりました」

「誠まことでございますか？」

　老人――村長は顔を上げた。

「私達も鬼おにではありません。相手が降こう伏ふく勧告に従ってくれるのなら罪を償う機会を与えてもよいと考えています。逃とう走そうの可能性があるので、麓ふもとに陣じんを敷しくことになりますが……」

「それは貴方あなた様さまの立場であれば当然かと存じます」

　当然と言いながら村長の声は苦く渋じゆうに満ちていた。

「あとは相手が素す直なおに話を聞いてくれるかどうか」

「でしたら、私からケイン殿にお話しします」

「危ないですよ？」

「ケイン殿に殺されるのならば人を見る目がなかったと諦あきらめがつきます」

　それだけケインを信頼しているということか。

「村長の覚かく悟ごは分かりました。では、よろしくお願いします」

「はッ、必ずやケイン殿にお伝えします」

　行こう、とクロノはティリアに目配せして席を立った。

　村長の家から出て、ミノ達の下に向かう。

「降伏勧告に従うと思うか？」

「ケインって人が村長の言う通りの人物なら従ってくれるんじゃないかな？　従ってくれなかったら麓で飢うえ死じにするのを待つよ」

「敵が飢え死にするのを待つだけの簡単な仕事か」

　ティリアは茶ちや化かすように言った。

「その前に一仕事しなきゃならないけどね」

「まあ、相手も降伏する前に条件を確かく認にんしたいだろうからな」

　ティリアはやれやれと言わんばかりに溜息を吐いた。





※






　クロノは丘の麓にある道を塞ふさぐように布ふ陣じんした。

　前衛はミノとリザドが率いる重装歩兵、後衛はレイラが率いる弓兵だ。

　ティリアの部下は盗賊に突とつ破ぱされた時のために後方で待機している。

　一カ所に兵力を集中する形になったが、砦と麓を繋つなぐ道は一つだけなので問題ない。

「遅いな、村長」

　クロノは最前列で小さく呟いた。

　村長が村を出てから数時間が経過しているが、未いまだに戻もどってこない。

「大将、後方に天幕を張ったんでそっちで休んじゃどうですかい？」

「もう少し待つよ」

　しばらくすると、村長が坂を下りてきた。

「お待たせして申し訳ございません」

　そう言って、村長はクロノの足あし下もとに跪ひざまずいた。

「いや、無事でよかったよ。それで首しゆ尾びは？」

「…………ケイン殿は降伏する前に話し合いたいと」

　長い沈ちん黙もくの後、村長は絞り出すように言った。

　予想通りの展開だ。

「話し合いの場所について何か言ってた？」

「話し合いは砦の中で、護衛は二人までと」

「大将、応じる必要はありやせんぜ」

　ミノが不ふ愉ゆ快かいそうに言った。

「こっちの本気を試ためしてるのかも知れないね」

「どうするつもりなんで？」

　ミノが体を屈かがめ、耳打ちをしてきた。

「こっちの本気を示すまでだよ」

「……大将」

　ミノは呆れたように溜息を吐いた。

「クロノ様、私を連れて行って下さい！」

　いつの間にやって来たのか、レイラが声を張り上げた。

「レイラ、危なすぎるよ」

「軍に入隊した時から覚悟はできてます」

　クロノは顔を顰しかめた。これが罠わなだった場合、三人で砦の内側に取り残される。

　男であるクロノは殺されるだけだろうが、女であるレイラは――。

「クロノ様が何を心配されているのか分かっています」

　そう言って、レイラは短たん剣けんを抜ぬき、刃はを首筋に当てた。

「その時は自ら命を絶つつもりです。もっとも、相手が傭兵であるのならばハーフエルフを生かして捕とらえようとはしないはずですが……」

「魔術を使える相手を生け捕りにしようなんて新兵か、馬ば鹿かか、よっぽど腕うでに自信があるヤツだけですぜ」

　確かに声さえ出せれば魔術は使えるのだ。そんな相手を生け捕ろうとするのは何も分からない馬鹿か、魔術を使われても対応できる実力者だけだろう。

「レイラ、短剣を収めて」

「……はい」

　レイラは渋しぶ々しぶという感じで短剣を鞘さやに収めた。

「レイラ、ミノさん、付いてきて」

「へい、分かりやした」

「分かりました」

　クロノは二人を連れて坂道を登る。その途と中ちゆうで視線を巡めぐらせ、周囲の様子を確認する。

　麓から見ると分からなかったが、道みち幅はばはかなり広い。

　馬が二頭並んで進めるくらいはあるだろうか。

　傾けい斜しやはかなりキツく、逆落としを仕し掛かけられたら包囲を突破されるかも知れない。

　もし、戦うことになったら――そんなことを考えている内に坂を登り切ってしまった。

「……かなり本格的な砦だね」

　クロノは城門を見上げて呟いた。

　城じよう壁へきは苔こけ生むし、門は腐ふ食しよくが目立つが、攻せめ落おとそうとすればかなりの被ひ害がいを覚悟しなければならないだろう。

「どうすればいいんだろう？」

「待ってりゃ、誰だれかが開けてくれまさ」

　クロノは途と方ほうに暮れたが、ミノは気楽そうだ。

　緊きん張ちようを解ほぐすためにあえて軽口を叩たたいたのだろう。

　しばらくすると、門が軋きしみながら開いた。門を開けたのは革かわ鎧よろいを着た男だった。

「……入れ」

　男に促され、クロノ達は城壁の中に足を踏み入いれた。

　視線のみを動かして中の様子を確認する。

　城壁の内側はかなり広く、中央には石造りの建物が建っていた。

　厩舎もあり、そこでは数人の男が馬の世話をしていた。

　馬の数は五十頭ほどだろうか。三十人程度の盗賊団だと思っていたのだが――。

「よう、約束通り三人で来たな！」

　まるで友人に対するような声が響く。声のした方を見ると、男がこちらに近づいてきた。

　背はクロノより頭一つ高いくらいか。体付きは筋肉質で、肌はだは日に焼けている。

　無ぶ精しよう髭ひげと軽けい薄はくそうな笑えみがなければイケメンで通じるだろう。

　多分、この男がケインだろう。

「……大将」

「下がって下さい」

　ミノとレイラがクロノを庇かばうように歩み出る。

「警けい戒かいしなくても何もしねーよ。ほら、武器を持ってねーだろ？」

　男は手を上げ、ゆっくりとその場で一回転した。

「俺おれが盗とう賊ぞく団だんのリーダー、ケインだ」

「僕ぼくはエラキス侯こう爵しやく領りようの領主クロノです」

　お？　とケインは軽く目を見開いた。

「エラキス侯爵は太ってるって聞いてたんだが？」

「それは前任者です」

「クロノ殿は息むす子こってことか？」

「いえ、赤の他人です。横領の罪でしょっ引かれたんで、神聖アルゴ王国軍を撃げき退たいした僕が後を引ひき継つぐことになったんです」

　ほぅ、とケインは感心したように声を漏もらした。

「は～、神聖アルゴ王国軍が撃退されたって話は聞いてたんだが、それをクロノ殿みたいな若造がやったとはな」

　ケインは苦く笑しようし、親指で背後を指差した。

「話があるんだろ？　中に入りな」

「……大将」

「……クロノ様」

　ミノとレイラが問いかけてくる。

「行くよ」

　クロノが歩き出すと、二人は従った。

　ケインに先導されて砦に足を踏み入れると、そこは仕切りのない広い空間だった。

　中央には大きなテーブルとイスがあり、壁かべ際ぎわにはベッドがいくつも並んでいる。

　盗賊達たちはベッドに座るか、壁に寄り掛かかるかしている。

「――ッ！」

　クロノは盗賊達の中に見知った顔――リックを見つけ、小さく息を呑んだ。

　軍服ではなく、薄うす汚よごれた半はん袖そでとズボンを身に纏まとっている。

　よほど過か酷こくな生活だったのか、頬ほおがすっかり痩こけていた。

　それなのに目はギラギラと輝かがやいている。ケインよりもよっぽど盗賊らしかった。

「何処にでも座ってくれ」

「分かりました」

　クロノが近くのイスに座ると、ケインはわざわざテーブルを回り込んで対面に座った。

　ミノとレイラはクロノを守るように左右に立っている。

「それで、村長の話じゃ降伏勧告って話だったが……」

「そちらが降伏してくれれば罪を償う機会を与えたいと思います」

「降伏しろだって？」

「悪いのは奴隷商人だ！」

「俺おれ達たちは正しいことをしただけだ！」

「お前ら、静かにしろ」

　盗賊達は喚わめいたが、ケインが片手を上げると静まり返った。

「命で償えってのはナシだぜ？」

「幸い、死者は出ていないのでそれほど重い罪にはならないと思います。少なくとも死し刑けいはありません」

「ありがたい申し出だが、はいそうですかって呑む訳にゃいかねぇ」

「条件を提示できる立場だと思っているのか！」

　ミノが歩み出て、テーブルを叩いた。

「気分を害したんなら謝あやまる。部下達は一戦交えないと分からねぇって言ってるが、俺はアンタ達に勝てるとは思ってねーんだ」

　ケインが視線を向けると、盗賊達は首を竦すくめた。

「だが、条件を呑んでもらえねぇなら一戦交えるしかねぇ」

「条件にもよります」

「そりゃ、条件にもよるよな！」

　ケインは太ふと股ももを叩いた。

「条件は俺が攫った奴隷達の保護だ」

「保護と言われても……」

「難しけりゃアンタが買い取って、自由な身分になれるように計らってくれりゃいい」

「それならできます」

「なら、安心だ」

　ケインはホッと息を吐いた。

「あとは――」

「まだ要求するつもりかッ？」

　ケインの言葉を遮ってミノが叫さけぶ。

「ああ、いや、これが最後の一つだ」

　ケインは気まずそうに頭を掻かいた。

「明日あしたまで待って欲ほしい」

「そんな要求が――」

「ミノさん、最後まで話を聞こうよ」

「分かりやした」

　ミノは渋々という感じで頷うなずいた。

「明日のこの時間でいいですか？」

「ああ、それで十分だ。俺の腹は決まってるんだが、仲間を説得しなきゃならねーからな。明日になればおしまいだ」

　ケインは満足そうに微笑ほほえんだ。

「明日、迎むかえに来ます」

「手間を掛けさせてすまねーな」

　クロノは無言で立ち上がり、ミノとレイラを従えて砦を出た。

　しばらくして――。

「クロノ！」

　名前を呼ばれて振ふり返かえると、リックが近づいてきた。

「近づくんじゃねぇッ！」

「――ッ！」

　ミノが叫ぶと、リックは驚いたような表情を浮うかべて足を止めた。

「ミノさん、いいよ」

　クロノは剣の柄に触れたまま歩み出た。

「リック、何の用？」

「お前が神聖アルゴ王国を追おい払ったんだってな？」

「僕だけの力じゃないよ。部下が必死に戦ってくれたから追い払えたんだ。リックは、どうして盗賊に？」

「エラキス侯爵が逃にげ出した時に気付いたんだよ。もう、この貴族には国を守る力なんてないって」

　自分のことを棚たなに上げてよく言う。

「お前だって気付いてるんだろ？　この国はもう駄だ目めだ。だから、新しく作り直すべきだ。努力した者が報むくわれる国に」

「そのための資金稼かせぎ？」

「今はちっぽけな盗賊団だけど、お前が協力してくれれば……ああ、いや、お前はエラキス侯爵領を預かっているんだったな。けど、考えておいてくれないか？」

「考えるだけなら」

　門の外に出ると、レイラが耳打ちしてきた。

「今の話に乗るつもりですか？」

「まさか、泥どろ船ぶねに乗る趣しゆ味みはないよ。レイラはどう思った？」

「クロノ様が異世界から来たという話の方がまだ信用できます」

　どうやら、レイラはクロノの話を信じていないようだ。クロノは小さく溜息を吐いた。





※






　翌日――クロノは約束の時間に一人で砦に向かった。

　討伐隊の布陣は昨日と変わらないが、非常時の対処方法は決めてある。

「よう、待ってたぜ」

　坂を登り終えると、ケインが門の前に立っていた。

　無精髭を剃そり、清潔感のある格好をしている。

　門は降伏の意思を示すように開け放たれ、その向こうには盗賊達が佇たたずんでいる。

　さらにその向こうではリック達が革鎧を着て、馬に乗っていた。

「馬に乗っている連中は心配しないでくれ。アンタが約束を破った時に備えてるんだ」

「なるほど、僕が約束を破ったら――」

「俺の首で満足してくれなかったら戦うつもりらしい」

　そう言って、ケインは破顔した。

「驚かねぇんだな？」

「俺が攫った奴隷って言ってましたから」

　クロノは苦笑した。

「ああ、今回の件は全部俺の責任だ。俺の首を差し出すから部下の罪を軽くしてやってくれ。それと、厚かましい頼みなんだが、リック達が殺されねぇように手を回してもらうことはできねーか」

「リック達を？」

　思わず問い返す。村長の言葉が事実ならリック達とは一週間程度の付き合いのはずだ。

　どうせ、死ぬと考えているのかも知れないが、あまりにお人ひと好よしが過ぎる。

「どうして、そこまで？」

「たった一週間程度とはいえ、同じ釜かまの飯を食った仲だ。それに仲間だって言っちまったからな」

　ケインが照てれ臭くさそうに笑った次の瞬しゆん間かん、矢が肩かたに突つき刺ささった。

　リックが馬上から矢を放ったのだ。

「お頭かしらを、ケイン隊長を守れ！」

「お前ら裏切るのかッ？」

「クソッ、馬から下りやがれ！」

「やっぱり、脱だつ走そう兵へいなんて信じるべきじゃなかったんだ！」

　ケインの部下は口々に叫び、リック達を押おし止とどめようとするかのように立たち塞がる。

「止やめろ、逃げろ！」

「撃うてッ！」

　ケインが叫び、リック達が一いつ斉せいに矢を放った。ケインの部下が短い悲鳴を上げる。

　ある者はその場に倒たおれ伏ふし、ある者は門の陰かげに隠かくれる。

「行くぞッ！」

　リックが叫び、十騎きの騎兵が走り出した。

　先頭はリックだ。剣を抜き放ち、クロノに迫せまる。

「クロノッ！」

「畜ちく生しよう！」

　ケインはクロノに体当たりし、そのまま藪やぶに飛び込んだ。





※






「クロノ様！」

　クロノとケインが丘を転がり落ち、レイラが悲鳴を上げた。

「レイラ、落ち着け。大将は無事だ」

「ですが！」

「レイラ！」

「……分かりました」

　ミノが鋭するどく叫ぶと、レイラは頷いた。血が滲にじむほど強く唇くちびるを噛かみ締しめている。

　すぐに駆けつけたいに違ちがいないが、それはクロノの意思に逆らうことになる。

　クロノの意思に従わなければならない。

　それが忠誠なのか、逆らえば捨てられるかも知れないという恐きよう怖ふに起因するものかは分からないが、自制心は失っていないようだ。

　それにしても、あのレイラをこんなにしちまうたぁ、とミノは口角を吊つり上あげた。

　もっとも、笑ってばかりはいられない。

　敵騎き兵へいは土つち煙けむりを上げて坂を駆かけ下おりているのだから。

「野や郎ろうども盾たてを構えろ！」

　ミノが声を張り上げると、部下達たちは一斉に盾を構えた。

「レイラ、落ち着いたな？」

「……はい」

　レイラは盾の前――最前列に立ち、わずかに身を屈めた。

　その姿は獲え物ものに飛とび掛かろうとする猫ねこを思わせた。騎兵達が坂を駆け下り――。

「焔ほむら舞まい！」

　レイラが叫び、腕を一いつ閃せんさせた。

　腕の軌き跡せきをなぞるように紅ぐ蓮れんの炎ほのおが生まれ、先頭を走っていた二騎に押し寄よせる。

　爆ばく音おんが轟とどろき、馬が竿さお立だちになる。

　焔舞――鮮あざやかな炎をまき散らし、爆音を響ひびかせるだけの魔ま術じゆつだ。

　殺傷力は皆かい無むに等しく、まともに受けても軽い火傷やけどを負い、しばらく音がくぐもって聞こえる程度の威い力りよくしかない。

　しかし、今回に限っていえば効果は絶大だった。

　炎と音、痛みによって馬はパニックに陥おちいったのだから。

「……チッ」

　ミノは舌打ちした。これで片が付けばよかったのだが、腐くさっても騎士と誉ほめるべきか、馬にしがみついて落馬を免まぬがれている。

「押し倒せ！」

「オオオオオオオッ！」

　ミノの命令に従い、部下達が盾を構えたまま突とつ進しんする。

　竿立ちになっていた馬は盾に押され、騎手を乗せたまま転てん倒とうする。

　二頭の馬を転倒させただけだが、それで十分だった。

　こちらの目的は後続を立ち往生させることなのだから。

「道を空けろ！」

　部下達が左右に分かれ、ミノはポールアクスを担かついでその間を駆け抜けた。

　いや、『駆け抜けた』は格好付けすぎか。実際はドタドタと走はしり抜けた程度だろう。

　ミノは立ち往生している騎兵達の前に立った。

「リザド！」

「……承知」

　リザドは盾を投げ捨て、ミノの隣に移動する。

「風よ！」

「……雷かみなり」

　ポールアクスと大おお槌づちが緑の光を放つ。

　ポールアクスから放たれた衝しよう撃げき波はと大槌から放たれた雷が騎兵達を打ちのめす。

「クソ！　亜あ人じんが魔術を使えるなんて聞いてねーよ！」

「退ひけ、退け！　一いつ旦たん、退くぞ！」

　生き残った二騎が坂道を駆け上がり――。

「お前達がそうくることはお見通しみたいな！」

「お命頂ちよう戴だいみたいな！」

　アリデッドとデネブ、さらに藪に潜ひそんでいた弓兵が立ち上がり、一斉に矢を放った。
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「……死ぬかと思いました」

「ああ、悪かったな」

　クロノはケインに肩を貸しながら坂道を下る。ケインは肩に矢を受け、背中を斬きりつけられたものの、命に別状はない。ケインの部下もだ。

「アンタの……クロノ殿の部下が迎えに来たぜ」

　クロノが顔を上げると、レイラが坂道を駆け上がってきた。

「クロノ様！」

「やあ、レイラ」

「クロノ様、心配しました」

　レイラは瞳ひとみを潤うるませながら言った。

「状じよう況きようは？」

「はっ、逃とう亡ぼうしようとした九騎の騎兵を処理しました」

　レイラは背筋を伸のばして言った。

「残りは？」

「逃とう亡ぼう兵へいリックに投降を呼びかけている所です」

「……そう」

　クロノは溜ため息いきを吐つき、坂を下った。すると、リックがミノタウロスやリザードマンに囲まれていた。ケインに肩を貸したまま囲いに歩み寄る。

「クロノ！　一いつ騎き打うちだ！　俺と勝負しろ！　俺が勝ったら、俺を見み逃のがせ！」

　リックはこちらに気付くと喚いた。

「……リザド」

「……」

　リザドは舌を出し入れさせながらクロノ達に歩み寄る。

「ケイン殿をよろしく頼たのむね」

「一騎打ちに応じるつもりなのか？」

「リザド、頼むよ」

　クロノはリザドにケインを預け、囲みに歩み寄る。囲みが割れ、リックが剣けんを抜いた。

　よほど剣の腕に自信があるのか、それとも切り札があるのか笑みを浮かべている。

「決けつ闘とうの前に聞きたいことがあるんだけど、昨日のあれは本心だったの？」

「そんなはずがないだろう。俺が悟さとったのは偉えらぶった上級貴族は搾さく取しゆするばかりで民たみのことなんて考えていないってことだ。そんなヤツらのために死ぬのは御ご免めんだ。逃げ出して何が悪い」

「……そう」

　初めから期待していなかったが、やはり国を立て直そうという意思はないらしい。

「盗ぬすんだ金を持って、何ど処こまで逃げるつもりだったの？」

「自由都市国家群さ。金さえあれば、あそこで贅ぜい沢たくに暮らせる。他のヤツらも同じ考えだったんだ！」

「だったら、盗とう賊ぞくなんてやらずにとっとと逃げ出せばよかったのに」

「うるせぇ！　生きていくためには金がいるんだ！」

「……そうなんだ」

　クロノは溜息を吐き、剣を抜いた。

「へへへ、約束を忘れるなよ」

「弓兵、射殺せ」

「クロノ！　約束が違うぞ！」

　クロノの命令に従い、弓兵が一斉に矢を放った。

　リックは全身を矢で貫つらぬかれ、その場に頽くずおれた。

　だが、まだ息があるらしく憎ぞう悪おに濁にごった目で睨にらみ付けてきた。

「なんで、俺とお前の何が違う？　どうして、お前が、お前なんかが、お前なんかが、領主になって、俺が、こんな目に」

「僕は逃げなかったよ」

　クロノは右目の傷に触ふれた。

「ち、畜生、あんなの、逃げるに決まってる、じゃねぇか。あの豚ぶた野や郎ろうも、逃げたってのに、要領よく生きようと……畜生」

　それがリックの最さい期ごだった。クロノは天を仰あおぎ、溜息を吐いた。

「……締まらねぇ、終わりだな」

　振り返ると、ケインがリザドから離はなれる所だった。

　体を引き摺ずるようにしてリックの死体に歩み寄り、その傍かたわらに跪いた。

「俺が責任を取るって、お前らも悪いようにしねぇって言ったじゃねぇか」

　ケインはリックの目を閉じ、その場に座すわり込んだ。

「こんなことがあった後で虫がよすぎるかも知れねーが、俺が全ての責任を負う。だから、部下の命だけは助けてくれ」

「随ずい分ぶんと勝手な言い草だな」

　答えたのはティリアだった。後衛の指揮を任せていたのだが、もう指揮をする必要がないと判断したのだろう。

「勝手なのは俺が一番分かってる。可か哀わい想そうなヤツらなんだ。家も、家族も失ったり、奪われたりして……何もねーんだ」

「どうして、ケイン殿どのは傭よう兵へいに？」

「俺は関係ねーだろ」

「……」

　クロノは無言でケインを見つめた。しばらくしてケインは観念にしたように口を開いた。

「……よくある話さ。凶きよう作さくで税が払はらえなくなった時に、親おや父じとお袋ふくろが領主に税を軽減して欲しいと頼みに行ったんだ」

「それはエラキス侯爵領？」

　ケインは首を横に振った。

「親父とお袋は殺されたよ。税を軽減して欲しいと頼む間もなく、槍やりで突き殺ころされたらしい。俺と妹は村から逃げ出だして」

「その、妹さんは？」

「死んだ。その後、俺はこの国の傭兵団に拾われて……似た境きよう遇ぐうのヤツらを集めて自由都市国家群で自分の傭兵団を立ち上げたんだ」

　ケフェウス帝てい国こくでは傭兵は犯罪者予備軍と見なされているが、自由都市国家群においては正業として認められている。

　少なくとも自由都市国家群では真ま面じ目めに働いていたのだ。

「どうして、奴ど隷れいを攫さらったんですか？」

「……奴隷の中にガキがいてよ。割り切んなきゃならねーって思ったんだ。実際、今までそうやって仕事をしてきた。けど、奴隷商人がそいつにひどく暴力を振るってよ。クソッ、俺はそのガキに妹を重ねちまった」

　ケインは頭を掻き毟むしった。

「あいつらはそんな俺を責めなかった。だから、俺はあいつらのために命を懸かけなきゃならねーんだよ。勝手なことを言ってるのは分かってる。それでも、あいつらだけは許してくれ」

　ケインは頭こうべを垂れた。クロノは剣帯から鞘を引き抜き、剣を収めた。

「ケイン殿、いや、ケイン、顔を上げて」

「なん――ッ！」

　ケインが顔を上げると同時にクロノは剣を放った。

　ケインは慌あわてふためいた様子で剣を受け取る。

「何の、マネだ？」

「死ぬつもりなら、僕の所に来なよ。馬に乗れる人材が欲しかった所だし、裏家業に通じているのなら、相談に乗ってもらいたいからさ」
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「……俺は薄うす汚ぎたない盗賊だ」

「もう僕の部下だよ。剣を受け取ったじゃないか」

「これは――ッ！」

　ケインは剣の柄つかに刻まれた皇室の紋もん章しようとクロノを交こう互ごに見つめた。

「ああ、それは初代エラキス侯爵が皇帝陛下から下か賜しされたらしいよ」

「普ふ通つうの貴族は宝物扱あつかいするんだぞ、クロノ？」

　いつの間にかやって来たティリアに突っ込まれ、クロノは肩を竦すくめた。

　ケインは宝物として扱われる物を渡わたした意味を理解できないほど馬鹿ではないだろう。

「今すぐ返事を聞かせてくれないかな？」

　長い沈黙の後、ケインは頷いた。





※






　クロノは侯こう爵しやく邸ていの自室に引き籠こもり、グラスを傾かたむけていた。

　テーブルの上にはワインの瓶びんがあるが、中身は殆ほとんど減っていない。

「……疲つかれたな」

「ちょいと失礼しますよ」

　クロノが小さく呟つぶやくと、女将おかみが部屋に入ってきた。

「……女将」

「こんな美人を目の前にしてそんな顔をするんじゃないよ」

　女将はムッとしたように言い、クロノの対面の席に座った。

「おや、高い酒だってのに全然手を付けてないんだね」

「アリッサが気を利きかせて用意してくれたんだけどね」

　気を遣つかってくれたのに申し訳ないが、酒を飲む気分になれなかったのだ。

　元々、酒に強い方ではないし、酒を飲んで気を紛まぎらわせるタイプでもない。

「じゃ、あたしがもらってもいいね」

「どうぞ」

　女将はクロノが差し出したグラスを受け取り、一気にワインを飲み干した。

「プハーッ！　やっぱり、高いワインは違うねぇ」

　女将は親おや父じ臭くさい息を吐き、空になったグラスにワインを注いだ。

　今度はゆっくりと飲み、やはり空になったグラスにワインを注ぐ。

「やっぱり、元同どう僚りようを手に掛けたことを気に病やんでるのかい？　気持ちは分からないでもないけど、あれはアンタが気に病むことじゃないと思うけどね」

「別に気に病んではいないよ」

「そうかい？　あたしにゃ気に病んでいるように見えるけどね」

「リック達を殺したことを気に病んでいる訳じゃないと思う」

　ハイペースでワインを飲む女将を横目で見ながら呟く。

　自分でも薄はく情じようだと思うが、リック達の死を悼いたむ気持ちは湧わいてこなかった。

　付き合いが浅かったこともあるが、死を悼むにはリックは身勝手すぎた。

「だったら、何を気に病んでるんだい？　盗賊は退治したし、新しい部下はできたし、万ばん々ばん歳ざいじゃないか」

「何でだろう？」

　クロノは首を傾かしげた。女将の言う通り、リック達――降こう伏ふくの意思を示さなかった盗賊を討とう伐ばつし、ケイン達を騎兵として迎えることもできた。

　問題はないはずなのにもやもやするのだ。

「クロノ様に分からないのにあたしに分かる訳がないじゃないか」

「まあ、そうなんだけど」

　テーブルの上にあるボトルを見ると、ワインはもう半分も残っていない。

「ま、自分の気持ちが分からない時もあるからねぇ」

「女将もそんな経験が？」

「そりゃね」

　女将は寂さびしげな笑みを浮かべた。

　もしかしたら、死んだ旦だん那なさんに関係があるのかも知れない。

「まあ、けど、クロノ様が元同僚を手に掛けたことを気に病んでるってのは間ま違ちがいないと思うけどねぇ」

「そうなんですかね」

「きっと、気持ちに折り合いがついてないんだよ」

「そうかも知れない」

　リック達の死を悼むような気分にはなれないが、人を殺したことには変わりないのだ。

　よくよく思い出してみれば初うい陣じんの時は人を殺せるのか気にしていたような気がする。

　きっと、現代日本とこの世界で培つちかった価値観が噛み合あっていないのだろう。

「もっと器用に生きりゃいいのに」

「このままでいいよ」

　その言葉はすんなりと口から出てきた。

「一丁前に意地を張っちゃって可愛かわいいねぇ」

「女将、酔よってる？」

「まだまだ酔っちゃいないよ」

　女将は否定したが、頬がほんのり上気している。ワインは――すでに空だ。

「そういえば女将は何しに来たの？」

「気になって様子を見に来たんだよ。落ち込んでるようなら慰なぐさめてやろうと思ってね」

　女将はテーブルに肘ひじを突き、前のめりになった。

　たわわに実った果実がテーブルの上で形を変える。

「どうするんだい？」

「やっぱり、酔ってるでしょ？」

「さあ、どうだろうね？」

　女将は挑ちよう発はつ的てきな笑みを浮かべた。

　そして、クロノは――。





※






「ちょいと待っとくれよ」

「何か？」

　クロノは動きを止め、女将を見下ろした。女将はベッドに横たわり、裸ら体たいを惜おしげもなく曝さらしている。いや、隠す余よ裕ゆうがないだけか。

「何か？」

「ちょいと休ませておくれよ。言いたかないけど、あたしは歳としなんだよ。若い……軍人さんに付き合う体力はもうないんだよ」

　軍人さんと言い直した所に女将のプライドを感じる。

「何処を見てるんだい？」

「胸」

「あまりマジマジと見るんじゃないよ」

　クロノが短く答えると、女将は両りよう腕うでで胸を隠した。

「……なんで、残念そうな顔をしてるんだい？」

「残念だったから」

　小こ振ぶりながらも形のよい胸も好きだが、ボリュームのある胸も好きだ。

「こら！　他の女のことを考えるんじゃない！」

「分かるの？」

「顔を見てりゃ分かるよ」

　反射的に顔に触れるが、触さわって分かるようなものでもないような気がする。

　多分、女特有の感覚なのだろう。

「ごめんなさい」

「べ、別に謝ることじゃないよ」

　クロノが謝罪の言葉を口にすると、女将は上うわ擦ずった声で言った。

「ただ……」

「ただ？」

「と、歳が歳だから他の女と比べられると居たたまれない気分になるんだよ」

　女将は顔を真っ赤にして言い、そっぽを向いた。

「そんな気にする必要はないと思うけどな」

「これだから若い子は。女にゃ女の葛かつ藤とうがあるんだよ」

　それを言ったら男には男の葛藤があると思うのだが、それを指し摘てきしても仕方がない。

　それどころか、藪やぶ蛇へびになりかねないので黙だまっておく。
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「……女将」

「なんだい？」

「そろそろ、動いてもいい？」

「……アンタって子は」

　女将は呻うめくように言ったが、この状態で我が慢まんしろという方が無理だ。

「……次で最後だよ」

「次で最後だね」

　クロノは女将の反応を確かめるようにゆっくりと動き始めた。

　この後、『次で最後』が三回続いた。







終章　『仮定』







　照明用マジックアイテムの白々とした光が机の上に置かれた紙の束を照らしている。

　自由都市国家群で作られた紙ではなく、エラキス侯こう爵しやく領りようで作られた紙だ。

　ティリアは一番上にある紙を手に取った。

　手て触ざわりは悪く、文字を書こうとすると羽根ペンの先せん端たんが引ひっ掛かかってしまう。

　とはいえ、紙であることは間違いない。

　それも自由都市国家群とは異なる製法で作られた紙だ。

　今まで輸入するしかなかった紙を帝国で作れるようになる。

　それは節約以上の価値を持つ。

　上う手まくやれば自由都市国家群を形成する都市の一つを滅ほろぼせる。

　にもかかわらず、クロノはそれを自覚していない。

　恐おそらく、イグニス将軍の敗北がどれほどの意味を持つかも分かっていないだろう。

　自覚せずにとんでもないことをする。クロノとはそういう男だ。

「……そんな男と友人になれたのだから、あの敗北にも意味はあったということだな」

　ティリアは小さく笑い、ふと幼い頃ころに聞いた初代皇帝の逸いつ話わを思い出した。

　幼い頃は憧あこがれを抱いだき、六歳になる頃には作り話だと思うようになった。

　血統に箔はくを付けるためにそうせざるを得なかったのだろう。

「それにしても『異なる世界から来た』は吹ふきすぎだろう」

　だが、と続ける。

　もし、その話が事実で、『異なる世界から来た』者が現れた時、自分はどうするのか。

「……決まっている」

　ティリアは羽根ペンを手に取り、心の中で神に祈いのりを捧ささげた。

　白い光に包まれた羽根ペンを放ほうる。すると、羽根ペンは扉とびらに突き刺さった。

　相手が初代皇帝と故郷を同じくする者であっても帝国に害を及およぼすなら始末する。

　それだけの話だ。







あとがき







　このたびは『クロの戦記　異世界転移した僕が最強なのはベッドの上だけのようです』をご購入頂き、誠にありがとうございます。書店で、あるいは各種サイトで本作をご覧になり、ご購入を決められたお客様――ありがとうございます。これからも楽しんで頂けるように精進を重ねて参りますので末永くお付き合い頂ければ幸いです。お客様に満足して頂けるようなサービスシーンを書いていきます。ＨＪ文庫一の肌色作家に私はなる！　ということですね。

　ＷＥＢ版から本作を応援して下さった皆様――改めてお礼を申し上げます。繰り返しになってしまいますが、私のように実績のない作家が二度目のチャンスを頂けたのは偏に皆様の応援があったからこそです。皆様の応援がなければ私は失意のままに筆を折ってしまっていたことでしょう。このご恩は作品を通じて返していきたいと思います。これほどのご恩を受けた上、さらにお願いするのは非常に心苦しいのですが、これからもお引き立ての程よろしくお願い致します。

　担当Ｓ様、お力添え頂き、誠にありがとうございます。的確なアドバイスのお陰で完成度がぐっと上がったと思います。

　むつみまさと先生、素晴らしい情熱でエロ可愛いイラストを仕上げて下さり、ありがとうございます。内輪ネタで恐縮ですが、口絵３ラフは私の宝物です。作家になってよかった！　作家になってよかった！　と喜びを噛み締めております。いつか、このラフが日の目を見ればいいなと思ってます。

　そして、大学時代からの友人Ｈ君――今から７年半前にＷＥＢ投稿を始めた時も何気ない一言が切っ掛けになりましたが、今回もＨ君の一言に勇気づけられました。直接言うべきなのですが、どうにも気恥ずかしく、この場で謝意を述べることを許して頂きたく。Ｈ君、ありがとう。多分、Ｈ君の一言がなければ私は勇気を出すことができなかったと思います。これからもよろしくお願いします。

　最後になりますが、実はＨＪノベルス様より『アラフォーおっさんはスローライフの夢を見るか？』という作品が出ております。こちらは異世界に転移したおっさんが毒舌女子高生と共に冒険を繰り広げるという内容になっております。本作『クロの戦記　異世界転移した僕が最強なのはベッドの上だけのようです』と合わせてご贔屓にして頂ければ幸いです。
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